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　親おや指ゆび姫ひめを知っているだろうか。

　全すべてのストーリーは説明出来なくてもいい。チューリップの中から女の子が出てくるシーンだけは有名な、あの話の主人公だ。

　親指サイズだから親指姫。お姫様だから、きっと金きん髪ぱつで、目も青い。そして、とっても美人のはずだ。

　ついこないだ保育園で読み聞かせてもらった絵本を思い出した。英えいは、花の向こうから顔を出した相手が、あまりに挿さし絵えとソックリだったので、こう言った。

「おっきい親指姫……」

　その親指姫は花びらの中からではなく、色とりどりに咲さき誇ほこる花々を茎くきから搔かき分けるようにして現れた。

　まるで花の海の波に乗って現れたかのような姿は、お忍しのびなのか、頭からすっぽり白い布を被かぶっていて、見えるのは前まえ髪がみの一部と顔だけだ。英はドキドキしてしまって、ポケットの中にある、母からもらったお守りの指輪をそっと握にぎりしめる。

　英より少しだけ高いところにある親指姫の青い目が、英の頭のてっぺんから爪つま先さきまで検分してから首を傾かしげた。

「見ない顔だけど、だれ？　ここで何してるの？」

　絵本から抜ぬけ出したようにきれいな顔から、そう問われて英は小さく跳はね上がった。みとれてしまっていたせいで、何と聞かれたか分からなくなる。

「お、お母さんにあげるお花を探してるの。白いやつ」

　それでもどうにか用事を思い出した英の返答に、親指姫は口元を優やさしく緩ゆるませた。

「そうなんだ。白いのがいいなら、あっちにたくさん生えてるよ。おいで」

　口調と同じに柔やわらかく英の手を引き、背の高い花の茎を分けるようにして歩き出す。白いフードを被った後ろ姿に、英は懸けん命めいについていった。

「ほら。ここ。好きなのを持っていきな」

　親指姫がそう言って英の手を離はなす。言った通り、白い花がそこには見たこともないほど群生していた。英に分かる花の名前は多くなかったが、それでもどこの花屋で見るよりも大ぶりの花びらをたたえている。

　英は自分の両手に余るほどの花に目を瞠みはる。

　どれにしようか、この中で一番きれいな花がいい。だってお母さんにあげるものなのだから。

　そう思うと目移りし、ウロウロしてしまう。

「どれにするか迷ってるの？　これとかどうかな」

　親指姫は少し離れたところを探さぐってから、大きな白しら百合ゆりを英に差し出してくる。英はその白百合に目を輝かがやかせた。他ほかにも何本か花を摘つみ、ちょっとした花束が英の腕うでの中に出来上がる。

「母さまが喜んでくれるといいな」

　親指姫は、お母さんのことを変な風に呼ぶのだな。英はそう考えたあと、自分の母親のことを思い出して、うなだれた。

「どうしたの。お腹なかいたい？」

　親指姫は、いきなり黙だまってしまった英の顔を覗のぞき込み、その目に浮うかぶ涙なみだを見つけたようで、頭を撫なでながら聞いてきた。優しい仕草に英の涙は益ます々ますこみ上がってきた。親指姫は転ばないよう英の頭を抱かかえ込みながら、一いつ緒しよにその場に座り込んで話を聞いてくれる。

　英は最初は何でもないと首を振ふったが、優しい声にじわじわと涙を滲にじませていく。

「……僕のお母さん、死んじゃったんだ」

　自分で告げたその一言の後、英はしゃくりあげるようにしてその場に泣き伏ふした。

　親指姫は、英の背中をそっと撫でてくれた。その優しさに後押しされるように、英は溢あふれる涙をそのままに、泣き続けた。

　どれくらいそうしていただろうか。

　英は黙って家を出たことを思い出して、そろそろ戻もどらなくてはいけないと思った。親指姫も、その方がいいと、英の両手を引いて立ち上がってくれた。英は何か御お礼れいをしなくてはとポケットの中を探る。

　これ、お花の御礼、と差し出した母の指輪に親指姫は目を丸くして首を振った。

「もらえない。これは大事なものだろう」

　英も首を振った。こんなきれいな花を貰もらえたのだ。本当はお金を払はらって貰うお花を、何もなしという訳にはいかないと思った。英は断固として差し出した手のひらを引き下げなかった。

「……じゃあ、明日あしたもおいで。もっとたくさん花を摘んでおいてあげるから」

　ほとほと困り果てたような顔をした親指姫は、指輪を摑つかみ上げてそう言った。胸むな元もとから小さな袋ふくろを出し、その中に指輪を入れてヒモでくくって首に掛かける。

「これはいったん預かる。いつでも返してあげるから、そうして欲しくなったらすぐ言って」

　そうして、また手を繫つなごうとしてくれた親指姫の手を、英は取れなかった。

　その足を、ぬかるんだ小川に捕とらわれてしまった。

　バランスを取ろうと両手を大きく広げ、英は抱えていた花のほとんどを水面に落としてしまった。次いで、その中に自分の身体からだも落ちた。

　英は浅い小川の底に足をつき、何とか立ち上がる。いきなり落ちたから親指姫も心配しているだろう、と濡ぬれた頭を振った。

「あれ……」

　目を開けたそこには、親指姫はいなかった。

　それどころか先ほどまでいた花の海も消え、目に映るのは見慣れた祖母の家の門だ。桜の花びらだけが、一面に浮いている。

　英の手には、親指姫に貰った花だけが残っていた。




　　　　◆




「英にい～、お外に桜の川が出来てるんだって。みんなで見てきちゃだめ？」

　物もの干ほし竿ざおの向こうから元気な声がする。

　英は手にしたシャツのしわを伸のばすように叩たたきながら、気付いてしまったか、と頭を悩なやませてから口を開いた。

「それ、道路の向こうの排はい水すい路ろのことだろ？　危ないからオレも一緒に行くよ。あとシーツ二枚だけ干すの待って」

　しかし待つ様子もない子どもたちは「やだ～！　すぐがいい！」と洗せん濯たく物ものをかいくぐって、英の両手両足、そして背中に飛びついてきた。

　英にぶら下がる子どもたちは、半ば連行するようにして英をその場から連れ出す。英も英で「ぐわ～」と口だけで抵てい抗こうしつつも、そんなことだろうと苦く笑しようする。シーツ二枚を放置するのは心残りだが、こうなっては仕方がない。見上げれば天気も良いので、子どもたちに付き合ってから干すのでも何とかなるだろう。

「ほら！　桜の川！　水面がピンクになってるの、すごくない？」

　シーツの行く末を慮おもんぱかっている場合ではなかった。右手にぶら下がった妹の声に引き戻された英は、その『桜の川』の様子に目を瞠る。

　道路を挟はさんだところにある幅はば二メートルほどの排水路は見事な桜並木の中にある。水面こそ桜の花びらで埋うまっているが、その流れは濁だく流りゆうに近く、子どもたちが笹ささ舟ぶねを浮かべれば一いつ瞬しゆんにして視界から消え、川下でゴミになってしまいそうな勢いだった。

「すごいよねー。こんな流れ、見たことない。おとといの豪ごう雨うのせいだよね？　あのとき大雨警報出るかもって、うちの担任の先生が言ってたけど、英にい大丈夫？」

　その言葉を受けて英が意味をはかりかねていると、今度は左手にぶら下がった妹が言った。

「保護者引き取りになんてなったら、英にい、私ら十五人を一気に迎むかえに来ることになるのよ。そんなの大変じゃない」

　なるほど。何を心配されているのかと思えば。英は心こころ遣づかいをありがたく思いつつ、もう少し甘えてくれてもいいのになと心中でため息をついた。




　英の暮らす祖母の家は、『茜あかね園えん』という名前がついていて、事情があって親と一緒に暮らせない子どもたちが生活する私設の児じ童どう養よう護ご施し設せつだ。五歳で母を亡なくした英は、この園の十七人兄弟の長男として、下の子たちの面めん倒どうを見つつ、祖母に育てられた。

　その祖母が二年前に亡くなってからは、周りの大人の力を借りながら、英が代表者として切り盛りしている。

　大人と呼ばれる立場になってから、子どもたちの賢かしこさ、健けな気げさに気付くことが多い。同時にこんな風に、気を遣わせてしまう自分の無力さに直面することもあるのだけれど。

「あ、英にい。工事のひとたち来たから帰ろ。……顔、出さない方がいいんでしょ？」

　腕を引かれて振り返ると、この排水路の水量調査に来たのか、作業員のような服装の男性が数人、こちらに近づいてくる。

　目線を不自然でない程度に逸そらし、英は子どもたちを連れて来た道を戻って行った。

「ねー、英にい。あの桜の川さ、桃もも太た郎ろう流れてこないかな？」

　突とつ飛ぴな発言だったが、子どもらしいそれは可愛かわいい。英は笑って答える。

「流れてくるかもしれないね。けど、あれだけ流れが速かったら桃、キャッチできないよ」

　桃太郎の桃は、どんぶらこどんぶらこ、ってスピードだけど、あれじゃどんぶらこー！　って感じだろ、とジェスチャーを交えながら言うと、子どもも笑う。そのまま、猛もうスピードで川を流れる桃をどうやって摑つかまえるか議論が始まった。今のところ、とても大きな釣つり針と竿さおを作れば、吊つり上げられるのではないかという案に帰結しそうだ。

　英は笑いながら、ふと思い出した何でもないことを子どもたちに言った。

「桃太郎じゃないけど、オレ、どこかの川を渡わたったところで、親指姫みたいにきれいな子と会ったことあるんだぞ」

　子どもたちは顔を上げる。英は得意げに胸を張って、すごーい、と言われるのを待った。

　しかし返答は、英の予想を超こえていた。

「……もしかして、その子が、英にいの初はつ恋こい？」

　そうくるとは思わなかった。英は用意していたはずの言葉が使えず、詰つまってしまった。追つい及きゆうは畳たたみかけるように行われる。

「そんなきれいな子が初恋のせいで、彼女いない歴十八年なの？」

「お、親指姫のせいじゃねーよ！」

　英は顔を赤くして叫さけぶ。子どもたちは声を合わせて、きゃーっと言ってその場から走り出した。

「親指姫がどうかしたの？」

　追いかけようとした英の足が止まる。先ほどまでいた物干し台の陰かげから、一人の男性が顔を出した。

「あ、シーツ！　すみません、戻ったらやろうと思ってて……」

　英は残していたはずの二枚のシーツが風にはためいている様子を見て慌あわてた。聞くまでもなく、彼がやってくれたのだろう。

　洗濯物を放ほうっておいたことだけでなく、やらせてしまったことが申し訳なく、更さらに相手が相手だ。英は心の中で「マジかよー！」と絶ぜつ叫きようした。

「英くん。気にしない、気にしない。ちびちゃんたちに連れて行かれるの、見てたからね」

　その手がひらひらと振ふられる。英はもう一度頭を下げ、せめてこれくらいはと足元に置かれた洗せん濯たく籠かごを手にした。

「……で、親指姫が何だっていうんだい？」

　室内に籠を戻しにいこうとした英の顔を、覗のぞき込むようにしたそのリムレスのメガネの奥で、薄うす茶ちやの瞳ひとみが茶目っ気たっぷりにくるりと動く。

　その近さは、少し背せ伸のびをすればキスが出来てしまう距きよ離りだ。

　英の心臓は大きく跳はねる。

「勘かん弁べんしてください……須す崎ざきさん……」

　耳まで熱い。英は自分の顔が、真っ赤になっているのが分かって、どうしようもない気持ちになった。近くで須崎の髪かみが、さらりと流れる。そのわずかな音にさえ敏びん感かんになってしまっている。

　好きな相手に初恋のことを尋たずねられる複雑な恋心を察して欲しかった。いや察せられても困るんだけど。もし、うかつに好きな気持ちが零こぼれてしまったらどうするのだ。望みはない恋で、告白は絶対に出来なくても、英には大事なものなのだ。

　今いま更さらながらに自分の乱れていた前髪を整える。少しでもましに見せたい気持ちはどれだけ望みがなくても、消えることはない。

　ふと須崎が顔を道路の方に向けた。英との距離はそのままに、その唇くちびるから零れた声は、喜びに満ちている。

「おかえりなさい、菫すみれさん」

　ちょうど英が子どもたちと行った排水路の方向から、豊かな黒くろ髪かみをなびかせて女性が歩いてきている。こちらに気付いたようだ。呼びかけに顔を上げて、手を振ってくる。

「……早かったね菫姉さん。向こうの打ち合わせは、もう終わったの」

　英がそう聞くと女性はニコッと微笑ほほえむ。それだけで須崎は英から離はなれて、菫の隣となりに足を向けてしまう。

「ええ。万ばん事じオッケー。あとは式当日を待つだけよ」

　菫の華はなやかな笑え顔がおに、須崎は照れたように頰ほおを搔かいて、そうですか、と答えた。

　英はその表情を見て気が付かれないよう、そっと目を伏ふせる。菫も須崎もお互たがいを見つめ合っているので、その様子には気付かないようだった。

　胸がしくしくする。心の奥底にある切なさは、もう三年の付き合いだ。

　三歳年上の菫が、会社の同どう僚りようだ、と須崎をこの茜園に連れてきた日のことは、まるで昨日のことのように思い出せる。

　当時中学生だった英は園での年長者扱あつかいで、子どもらしく扱ってくれる大人の男の人は、周囲にはいなかった。好きになるのはあっという間で、何度も遊びに来てくれるのは、自分に会いに来てくれているのでは、と幼い勘かん違ちがいをしたこともある。

　けれど、それは菫に会いに来るためだったのだ。同僚だったはずの二人の距離がどんどん近づいていくのを、誰だれより近くで英は見ていた。失しつ恋れんは悲しかったが、仕方ないことと受け止めている。男の英ではなく、菫を選ぶのは当たり前だし、何よりも家族として喜ばないと、と思った。

　思い耽ふけっていた英に、菫が思い出したように声を掛かけて来た。

「排はい水すい路ろ、すごいことになってるわね。今そこで工事の人と会って、ちょっとだけ話を聞いてきたんだけど。英、あそこ元々は普ふ通つうの川だったって知ってた？」

「え、そうなの？　たぶん知らないなぁ。母さんが亡くなって、ここに来た時は、もう今の形だったような気がする。オレも小さかったから、当時のことほとんど覚えてないけど」

　川。英は答えた後で、その単語を反はん芻すうする。何かがひっかかったような気がして首をひねる。つい今さっき、そんな話をしたような。

　菫は、大したことではないと肩をすくめた。

「そう。排水路になった時期を聞いたけど、ちょうどその頃ころだったから、知らないかもね」

　そうそう、と話題は変わる。菫は持っていたカバンから何かの資料を取り出し、須崎に見せながら、はしゃいだような声を上げた。

「見て、やっぱりこのホルターネックのドレスを選んだのよ。髪はアップスタイルにする予定なの。素す敵てきでしょう？　あ、英には可愛いスーツ選んだから、ちゃんと着てね」

　英は自分に話題が飛び火したのを知って、顔を上げる。

「えっ、普通のスーツならあるから、特別なやつは、いらないよ」

「ダメよ、あの黒～い地味～なやつでしょ？　あんなの若い男の子が着る服じゃないし、うちは英以外みんな黒髪じゃない。それで黒スーツ？　参列者がカラスの集団みたいになっちゃうの、嫌いやだし！　なにより英のその可愛い茶ちや髪ぱつだと逆に浮うくわよ」

　でも、と英は食い下がる。

　目立たずに静かに暮らすこと。

　それは、育ての親である祖母との決まり事だった。英の母親が、女優だったせいもあるのだろうが、周囲の好こう奇きな視線から隠かくすように、祖母は英に地味な服装、行動を取るように教育してきた。

　服の色は、グレーよりは紺こん、紺よりも黒。祖母に人が訪ねてきても、英は同席しない。外部の人とのやり取りは、祖母か菫が行うこと。

　英に関することで選せん択たく肢しがあるものは全すべて、祖母は今までずっとそうしてきた。亡なくなった後も、それがもはや癖くせになっている英は、明るい色の服を着ると、慣れなくて居い心地ごこちの悪さを感じるのだ。

　しかしそんな英に、菫は人差し指をぴしっと立てて言った。

「確かにおばあちゃんは英に、目立つな、って言ったわよ。でもね、たぶんそれって学生のうちだけの話だったんじゃないかなって思ってるの。ほら、学校だと私たちの環かん境きようって噂うわさされやすいじゃない。……卒業したんだもの、もう自由にしていいんじゃないのかしら」

　菫の言葉に、須崎も隣で頷うなずいている。英はいたたまれない気持ちになった。

「さっき表の工事のひとも、英のこと見かけて話しかけようとしたんだって。いい機会じゃない。結けつ婚こん式で、可愛いスーツ着て、デビューしましょうよ！」

「それとこれとは話が別かな……」

　心配させていたことは痛いほど分かる。気き遣づかいも。だがスーツは普通の方がいい。

　気乗りしない様子の英に、菫は資料を見せてくるが、英は自分の着る予定のスーツより、菫の選んだというウェディングドレスの方に目を奪うばわれた。ホルターネックのそのデザインは、首から胸元のデコルテをレースが覆おおっている。

　姉は、これが良かったのではなく、これしか着られない。その胸元に、大きな傷きず痕あとがあるからだ。英が表情を硬かたくしていると、それに気づいたのか菫が困ったように笑う。

「そんな顔しないの……ほら、お祝い事なんだから。このスーツ着てね」

　何と答えるべきか困り切った英の耳に、遠くで誰だれかが叫さけぶ声が聞こえた。

「？　誰か呼んでる？」

　その時は英しか聞き取れなかったようだが、すぐに大きな悲鳴が続いた。

　先ほどの排水路の方向だ。英は嫌な予感がして駆かけだした。その後ろを菫がついてきながら焦あせったように英に声を掛ける。

「ちょっと英、あんた無茶しないでよ」

「たぶん、だいじょうぶ……何してる！　危ないよ！」

　菫の願いに返した答えは、途と中ちゆうで途切れた。

　先ほどの濁だく流りゆうの排水路の中に、子どもが一人落水している。流されていないのは、何かにひっかかっているのか。他ほかの子どもたちは排水路の縁ふちから身を乗り出して、懸けん命めいに助けようと手を伸のばしている。その手の先はわずかに届かない。一歩間ま違ちがえれば、他の子どもも巻き添ぞえになってしまう。

「英にい！　ごめんなさい、さっきの、桃太郎のやつ……やろうとしたら」

　助けようと手を伸ばしているうちの一人が英を見て涙なみだ目めになる。その言葉だけで英は状じよう況きようを把は握あくした。落ちた子どもの手元を見れば、一本の枝のように細い何かにすがっているのが見える。

「……あれは、釣つり竿ざおかな」

　追いついてきた須崎が、顔をしかめて言った。

「英くん、ロープを持ってこよう。これは危険だ」

　水路の中の子どもは、濁流の中で必死にもがいているが、次々に流れてくる水の圧と、交じってぶつかってきているごみのせいか明らかに力がなくなっていく。

　須崎の言うように、ロープを持ってきた方が良いのは分かる。しかし英の目には、その時間はないように見えた。

「須崎さん、すみません。ここ持ってて」

　英は着ていた上着を脱ぬぎ、袖そでの部分をベルトのように腰こしに巻いて、ほどけないことを確かく認にんしてから、服の裾すその部分を須崎の手に握にぎらせた。命いのち綱づなには弱いかもしれないが、子どもがいるのは英が排水路の縁から目いっぱい手を伸ばせば届く距きよ離りだ。その間だけ支えてくれればいい。

　菫が「英！　だめ！　危ないから！」と声をかける。

　その目に浮かんだ涙に、一いつ瞬しゆん幼い頃の思い出がよぎったが、英の行動を止めるものではない。

「やらずに後で、こういうことができたかもしれないって悔やみたくないんだ」

　水路に足を踏ふみ込んだ英の手が、何とか子どもの手を摑つかんだ。須崎が支えてくれている服のおかげで、バランスを崩くずすことなく引き戻もどすことが出来る。

　菫が安あん堵どの表情で「無茶するんだから」と子どもを受け取ったところで「英にいっ！　危ないっ！」と、周囲にいた子どもたちから悲鳴が上がる。

　悲鳴の理由を探すより先に、英の視界に飛び込んできたのは、濁流の中でぐしゃぐしゃになりながら流れてくる自転車の残ざん骸がいだった。避よけられるか、スピードはかなり速い。

　これ、ぶつかるんじゃ……。

　衝しよう撃げきに姿勢が保てない。桜の花びらでピンクに染まった水面が眼前に迫せまったところで、英は目を瞑つぶった。




　　　　◆




　英は着水してすぐに顔を上げた。

　身体からだに受けた衝撃は大きかったが、どこにも痛みはない。良かった。なかなか上手に受け身が取れたと思いながら排水路から上がる。水を含ふくんだ服を絞しぼりながら、そこにいるであろう子どもたちに呼びかけた。

「みんな、大丈夫、あれ……？　須崎さん？　菫姉さん？」

　しかし誰も答えない。まさか英を放ほうって行ってしまったのだろうか。無事ならば良いが、置いて行かれたのは悲しいなと思いつつ、水に濡ぬれた前まえ髪がみを搔き上げて、固まった。

「どこ、ここ……」

　英の目に飛び込んできたのは、花の海だった。

　足元には緑が生おい茂しげり、そこからめいめい太陽に向けて茎くきを伸ばしている。その先には競きそうように赤、紫むらさき、黄色、オレンジと多た彩さいな花が咲さいていた。

　花の海の先は霞かすみがかかったようにけぶっており、本来あるはずの街並みが消失していた。

　英は啞あ然ぜんとしてその光景を眺ながめた。

　いくら春でも、ここまで鮮あざやかな花が咲いているだろうか。咲いていたとして、英が茜園で暮らした十三年間で、一度も近所では、お目に掛かかったことがない。おまけに、ここには人の気配もない。

　英の背筋を嫌な予感がつたう。一瞬だと思ったが、あの濁流に、そんなに流されてしまったのかと。先ほど上がった排はい水すい路ろの流れを見たが、そこはコンクリートで舗ほ装そうされていた排水路とは違い、ゆるやかな川のような状態だ。その水面は非常に穏おだやかで、落ちた時の様子とは大分違った。

　英は慌あわててどれくらい流されたのか確認しようと川の上流を眺めたが、おかしなことに感覚がつかめなかった。

「あれ……誰だれか、来る？」

　見通しの利きかない靄もやの中を一人、白っぽい髪かみと白っぽい服を着た男がこちらに歩いてくる。

　悠ゆう然ぜんとした足取りだったが、英はその近づいてくる男の足から順に上に見て行って、最後に頭の部分で目を瞠みはった。

　耳がついてる。

　よく見れば白い服だと思ったものはマントで、耳付きの男は、その下には銀の鎧よろいを着ている。

　どんどん近づいてくる男の後ろでふわふわする毛の塊かたまりがあり、それが男の腰のあたりから生えている尻尾しつぽだと分かって、英は恐きよう慌こうに陥おちいった。

　自宅近くの排水路に流されたら、知らない場所に出て、何か知らない人が近づいてくると思ったら、耳と尻尾付きである。

　一番簡単なのは夢か。夢だな。

　そうだ、どこからが夢だったのか。きっと須崎が顔を近づけてきたところからだ。そうに違ちがいない。

　そんなことを現実逃とう避ひに考えていたら、耳付きの男は、もう目の前に迫っていた。

　白い髪は陽ひの下で見ると美しい銀色で、その銀を肌はだに変えたらこんな色かと思わせる白い肌。そして青い瞳ひとみは、英がこれまで見た中で一番深い青だった。

　テレビで見た深海の青だって、もっと明るかったんじゃないかと思う。近くまで来ると、英よりも見上げるほどに視線が上で、体格も良く、現実感がないほど美形だった。首元には何かが入っていそうな小さな袋ふくろを下げている。

　男も歩み寄りながら英のことを頭から足の先まで眺めている様子だった。あと数メートルというところまで来て歩みを止めて言う。

「我が国へようこそ、花はな嫁よめ殿どの。私が国王のスノウだ。さぁ、こちらへ」

　差し出された手は人の形をしていたが、その低い滑なめらかな声で言われた内容が理解出来ず英は硬こう直ちよくしていた。

　誰この人。っていうか今何て？　花嫁？　国王？　何のことだ？

　振ふり返ってみるが、誰もいない。嫌いやな予感がした。

　まさか花嫁って、オレか？

　しかし英は男だし、結けつ婚こんの約束をした記き憶おくもない。

　その前に、この人の言った、我が国ってなんだ？　国王って？

　英は混乱をきたしたまま、まずお互たがいに分からない点を確認しようと、口を開いて顔を上げた。しかし気が付かない間に距離は詰つめられていて、既すでに視界は男の鎧をつけた身体と、マントでいっぱいだった。

「え、ちょ」

　多分人ひと違ちがいですよと言おうとしたのに、それが続けられなかったのは、カーテンのように周囲を包んだ男の銀の髪と、頰ほおを押さえる男の両手と、英の意思を無視して重ねられた男の唇くちびるのせいだった。

「ん……！」

　重ねるだけの、優やさしいキスだった。無許可ではあったが、強ごう引いんではないそのキスは、英が女性だったら美しいものだっただろう。けぶるように伏ふせた銀色の睫まつ毛げの下の瞳がどれだけ美しいか知っているからこそ、このシチュエーションはたまらなくときめいたと思う。生まれて初めて触ふれた他人の唇に衝撃を受けなかったとは言えない。

　だが、英は男だ。

　そして、いくら美形でも耳と尻尾のついた男を受け入れられるはずもない。　>>>♥

「なっ……にするんだよ！　急に！」

　男を突つき放そうと力を込めた腕うでは、あっさりと男に捕とらえられてしまった。

「元気のいい花嫁だな。王である私に抗あらがうか」

　ふ、と男は息を漏もらすように笑った。それが楽しそうで、英は心底心外だと首を振る。

「だから、オレは花嫁なんかじゃないって……」

「何を言おうが、この婚こん姻いんは神しん託たくの花のお告げによって定められたもの。お前に拒きよ否ひ権などないのだ。花の意志に従って、大人しく身を委ゆだねよ」

　男は英の言い分になど耳を貸さず、腕の中に英を閉じ込めようとする。その手は英の頭や腰こしのあたりを遠えん慮りよなく探さぐる。

「耳も、尾おもないようだが、どの国から参った？　オルニス国か？　アルトゥン国か？」

　何だそれ。聞き覚えのない単語に聞き返そうと思ったが、すでに言われた。拒否権などないと。駄だ目めだ。要は、こいつ聞く耳なんてもっちゃいないってことだろ。とりあえず逃にげよう。

　一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、英はその手を振り払はらい、身を翻ひるがえした。人がいない方向を目指し、走り出した。すぐ後ろから猛もう然ぜんと先ほどの銀ぎん髪ぱつの男が追いかけてくる。

「待て！」

　土と地ち勘かんがないから、がむしゃらに駆かけるしかない。

　走りながら周囲を見回すと、花畑の先に雑木林がある。木の種類には詳くわしくないが、家の近所では見たことのない木が多いような気がして不安が募つのった。

　周囲はまだ明るいので、排水路に落ちてから、そんなに長い時間は経たっていない。英は飛び込んだ雑木林の中を走り抜ぬけながら考える。

　男は自分を「スノウ」と名乗り、「王」だと言っていた。口にしていた国の名前も明らかにカタカナ語だったし、服装も西洋の鎧みたいで、マントなんか普ふ通つう着ない。まるでファンタジーの世界に紛まぎれ込んだみたいだ。

　どうしてこんなことに。川に落ちたせいで変な夢をみているのか。それとも別の世界にトリップしてしまったのか？　マンガじゃあるまいし！

　首を振って自分に落ち着け、と言い聞かせた。

　何が原因だろう。排水路に落ちてから様子が変だ。だったらさっきのところに戻もどって、もう一回落ちればいいのかな？　でもとりあえずあの男を撒まいてから、もうちょっと落ち着いて考えたい。

　木の根に足を取られて転びかける。その視界の端はしで、ちょうど雑木林が切れるのが見えた。こんな風に地面が平らでない雑木林より、開けたところの方が走るのは楽かもしれない。

　英は少し考えて、その林の切れ間に向かう。

　これに驚おどろいたのは後ろを追ってくる男だった。

「危ないから、そちらへは行くな！」

　銀髪の男は、うろたえたような声を出している。

　危ない？　崖がけでもあるのか？　英は進む方向に目を眇すがめて様子を窺うかがうが、何も分からない。どうやら花の咲く広場が続いているようだった。色んな種類の花が咲いていた先ほどの場所と違い、一種類の花が一面に咲いている。危険なようには見えない。たとえ何の危険があったとしても、あの銀髪男の側そばにいること以上の危険はないのだと英は走りこんだ。

「うわ……」

　英は一瞬追われていることを忘れて周囲を見回した。

　小さな花が咲さき乱れるそこは、まるで絵本のような風景が広がっていた。花びらが大きい花なのか、緑色の葉の部分はほとんど見えず、目に入る限りすべてがピンク色だ。

　足を踏ふみ入れると花粉なのか、ピンク色の花びらと同じ粉が舞まい上がった。ふわりと香かおるほのかな匂においは、その広場全体に漂ただよっている。

　ピンクの敷しき物もののように続くその幻げん想そう的な世界を英は一人駆け抜けて行った。遠くには雪をかぶった山が見える。頂上は霞かすんでいるので、かなり標高の高い山なのだろう。広がる山の峰みねは連なり、壁かべのようになっている。山の壁が、どこまで続いているのか見ながら、ちらっと振り返ると、あの銀髪の男はまだついてきている。しかしその表情は驚きに満ちていた。

　何だろう。こんなにオレが走るとは思ってなかったっていうことか。そろそろ諦あきらめてくれないかな。あんまり遠くまで行くと、さっきの場所が分からなくなってしまう。

　不安を感じながら英は駆ける。

　足元にはどこまでも続く花の世界。その広い花畑のちょうど中央に、大きな石せき碑ひが一つあった。

　何かの言葉が刻まれた石だ。近づいていくと英の身み丈たけの何倍も大きい。何も考えず、その石の横を通り抜けようとした。

「墓を横切るな！」

　突とつ然ぜん後ろから大きな声で怒ど鳴なられる。墓、という言葉に足が竦すくんだ。この石は墓石ということか。逃げなくてはいけないことも忘れて、思わず立ち止まってしまう。ものの分からぬ子どもでもあるまいし、墓地や霊れい園えんを全力疾しつ走そうするほど罰ばち当あたりなことはない。

　立ち止まった英の腕が、銀髪の男に摑つかまれて引かれる。皮ひ膚ふに跡あとが残りそうなほど強い力で、抵てい抗こうは出来なかった。

「……全く……とんでもないじゃじゃ馬が来たもんだ！」

　男は長くため息をつき、ぎろりと睨にらんできた。先ほど口づけした時に比べて、その青い目は怒いかりに燃えていた。

　強い口調で詰きつ問もんするように問いかけてくる。

「何故なぜ、お前は『死の花』の毒が効かない？」

「しの、はな？」

「とぼけるな、この花のことだ！」

　何がなんだか分からず問われたことを繰くり返しただけなのに、苛いら立だった様子の男は足元を指さし繰り返した。

「『死の花』を知らないわけがあるまい？　オルニス国やアルトゥン国の出身にしろ、この世界の人間なら誰だれでも知っていることだろう。命に関かかわることだからな」

「命って……」

「本気で知らぬのか。この花の花粉が死をもたらすのだ。この空気を吸えば幻げん覚かくを見て精神に異常をきたし、この花の花粉に触れれば触れたところが石化して、二度と元には戻らん猛もう毒どくだ。空気を吸いすぎた者が息をする器官を石化させてしまい、死に至ったこともある」

「！」

　話を聞いて、慌あわてて英が手で鼻と口を覆おおう。

　そんな危険な花がこの世に存在するのか。しかもその中に飛び込んでしまうなんて、どれだけ自分は向こう見ずなのだ。

　青ざめかけて、しかし自分の身体からだに何の変化もないことに気付く。石化どころか普通に呼吸も出来るし、なんならいい匂いとさえ感じたのだ。

「何故お前には毒が効かない？　何故ここに足を踏み入れても無事なのだ？」

　信じられないものを見るように眺ながめまわされ、英も困こん惑わくする。聞きたいのはこっちの方だ。何故そんな怖こわいところに英は来てしまったのだろう。

　ふと英は、詰問するようにこちらに聞いてくる男もその影えい響きようがなさそうに見えることに気付いて口を開く。

「あなたも、大だい丈じよう夫ぶそうに見えるけど……」

　男は英をしげしげと観察しながら、あっさり答えた。

「理由は分からないが、私には元からこの毒が効かない。お前も効かないのは、私の花はな嫁よめだからか」

　花嫁、と。

　英は顔をひきつらせる。まただ、また花嫁と呼ばれた。それが何なのか答えてもらわなくては。そしてここがどこなのか、早く家に帰るための方法も確かく認にんしなくてはならない。

　そう決めた英の顎あごを持ち上げるようにして、銀髪の男は言った。

「とにかく王宮で話を聞こう」

　そう言うなり、マントを脱ぬぎ去り英の身体に巻き付ける。

「何すんだっ……！　放せよ！」

　いきなり身動きが取れなくなった英は叫さけび声を上げる。しかし男は、蓑みの虫むしのようになった英を肩かたに担かつぎ上げて、ふん、と鼻を鳴らす。

「少し駆かけるから、大人しくしていろ」

　そう言って、男は元来た道を駆けだす。

　ここはどこなのだ。悪い夢なら、はやく覚めろとばかりに英は祈いのった。




　先ほど走った距きよ離りを、半分の時間で、男は走った。そのスピードに、英は先ほどの追いかけっこは、男の本気でなかったことを知って下した唇くちびるを嚙かんだ。

　こんな俊しゆん足そくの人さらいから、どうやって逃にげたら良い。脱だつ出しゆつの機会を窺うかがって、雑木林を抜ぬける男の肩から周囲を見回す。

　林の向こうで、誰かの足音がする。英は顔を上げてその動きを見守った。誰か、英の助けになってくれるのではないか。

　淡あわい期待はすぐに粉ふん砕さいされる。

　もう一人現れたのは男で、その頭にも、やっぱり耳があった。そして英を担ぐ男に傅かしずくように近づいてくる。

「スノウ様、こちらにおいででしたか。お姿を見失いました。私を振ふり切って駆けだすのは、お止やめくださいとあれほど申し上げましたのに……」

　疲つかれたように言うのは、まっすぐな栗くり色いろの髪かみをした男性で、何故か右目には包帯のような布が幾いく重えにも巻かれている。これじゃ右目は何も見えないのでは、と英は思った。英をかついだ男は「悪いな、ブラン」と笑いを含ふくんだ声で返した。

「肩にいらっしゃるのが、花嫁様ですか。拘こう束そくされているということは、やはり同意の上ではないのですね。今はしょうがありませんが、出来るだけ優やさしく、ですよ。睦むつまじいご夫ふう婦ふになっていただきたいですし……」

　後から来たブランという男まで、残念そうに首を振りながら英のことを花嫁呼ばわりだ。信じられない。絶句するしかない。

　言葉を失う英の顔を、ブランが検分するように覗のぞき込んで目を丸くした。

「おや、花嫁様には、耳がございませんね。どちらの国の方なのでしょう」

「分からん。オルニスか、アルトゥンかと聞いたが、どちらでもなさそうだ。花嫁殿どのは、尾おも持ち合わせていない。……世界は広いからな、そんな人種もいるだろう」

「い、いてたまるかっ！　ふざけんなっ！」

　鷹おう揚ように受け入れられているようだが、そんなことは求めていない。英はたまらず叫んだが、二人とも意に介かいさず、といった様子で歩き出す。

「神しん託たくの花のお告げとはいえ、思い通りにはゆかぬものよな……迎むかえに参ったら逃げられたのだぞ。まぁ、これから長い付き合いになる相手だ。楚そ々そとした大人しいタイプに、シクシク泣かれるよりは、よっぽど気が合いそうで良かった」




　放せと騒さわぐ英を無視して、男たちが林から抜けると、そこには石造りの町が広がっていた。

　あちこちに灯あかりがともっており、食べ物を売り歩く声や、呼び込みの声もする。繁はん華か街がいのような賑にぎやかな雰ふん囲い気きだった。

　英は見覚えのあるものはないかと身を起こしたが、その目には、英の常識を覆くつがえすようなものばかりが映る。

　みな耳と尻尾しつぽが当たり前のようについているし、英を担いだ男が道を通ると、その瞬しゆん間かんだけ静まり返り、みなひれ伏ふしていく。

　まっすぐ向かったのは、街の中央に位置する大きな石の城だった。外がい壁へきが真っ白な石で覆われたそれは、教科書に載のっていそうな、どっしりした大きな石造りのものだ。見上げるような大きさの城は周囲を濠ほりが囲んでおり、城内に唯ゆい一いつ繫つながる橋には、大きな槍やりを持った鎧よろい姿の門番が立っていた。

　英をかつぐ男を見て、門番はその場で膝ひざをつく。

「開門！」

　ブランが城門を前に、そう声を上げると、巨きよ大だいな扉とびらが音もなく開いた。

　スタスタ歩く男の周囲を、とりまく人々は頭を下げる。街でも思ったが、どうやら英を肩にかつぐ男は偉えらい立場にあるらしい。

　そういえば、王様って言ってたもんな。英は遠くで閉まる城の扉に、また脱出が難しくなったと、ため息をついた。

　城内に入られてしまい、赤絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを歩かれれば、難易度は更に上がる。

　神託の花、とは何なのだろう。もう花嫁という単語には驚おどろかなくなってしまったが、英がそう呼ばれる大もとになる原因が、どうやら彼らの中にはあるようだ。それは、そんなに強固なものなのか。拒きよ絶ぜつの意志も、無視して良いと言うほどに。

　答えてもらえるとは思えなかったが、英は身をよじって歩く男に質問を試みる。

「ねぇ、王様。ちょっと聞きたいんだけど」

「スノウだ」

「名前はさっき聞いたよ。そうじゃなくて、何でオレが花嫁なの。……誤解させてたら申し訳ないんだけど、オレ、男だよ」

　青い目がちら、と英を見た。

「それがどうした。この国は花の国だ。花の意志とともに生きる国だ。神託の花が咲さいた夜、当代の王には夢でお告げが与あたえられ、そのとおりにすれば国が栄さかえるのだ」

　英の頭にハテナマークが飛び交かう。

　花？

　花が咲いて、夢を見たら、その通りにしなくてはいけない？

　そんな馬ば鹿かな話があるものか。たかが花だぞ？

　スノウは、驚いた顔の英のことなど無視するように続ける。

「昨夜、私の代では初めて開花を見た。夢で、あの場所へお前がやってくることが知らされた。そして娶めとれとな。……そんな信じられない、という顔をするな。現実に、お前はこうして現れ、私の腕うでの中にいるだろう？」

　廊下を歩いていたスノウが、ある場所でぴたりと止まる。

「ここが花嫁殿の部屋だ」

　その言葉に、一歩後ろを歩いていたブランが大きな宝石の象ぞう嵌がんされた青い扉を開けて膝をついた。その中央に鎮ちん座ざするベッドに、英は息を吞のんだ。

「……寝しん台だいの準備は出来ております。冥めい花か蜜みつも枕まくら元もとにございますので」

　頭を下げたままのブランが言い、目の前で重い扉が閉じられる。

　こんな男と二人っきりにしないでほしい。

　神託だか、花だか何だか知らないが。訳の分からない理由で無理やり花嫁にされるなんて冗じよう談だんじゃない。部屋に踏ふみ入るスノウの腕の中で、英は身体を跳はねさせた。

「スノウ、待って！　やだよ！　オレ、了りよう承しようなんかしてない！」

　両手が使えたら摑つかみかかっていただろう。銀ぎん髪ぱつの男を見る。

　英の視線の訴うつたえに、一いつ瞬しゆんスノウは目を伏せた。

「そうだな……」

　まるで迷うような口調だった。英は一いち縷るの望みをかけて身じろぎをする。

　もし本当に迷っているようなら、この男の良心に賭かけるしかない。そういうことは、もっと親交を深めた上でするものだし、何だったらその相手は英ではないことに気付いてもらいたい。

　もう一度だけ、英は「スノウ」と呼ぶ。

　スノウは振り切るようにして、英をベッドに放ほうり投げた。

　英は手も足も出ないまま、のしかかられる。身じろぐ英の腹に、スノウの膝が、ぐ、とめりこむ。痛みは感じなかったが、抵抗するな、という征せい服ふく者の仕草だ。

　怖こわい。

　少なくとも十八年を男として生きてきて、こんな危機に陥おちいったことがない。

　歯の根がかちかちと震えて鳴った。どうして、どうしてと疑ぎ問もん符ふばかりが浮うかぶ。

「……そんな顔をするな。今まで暮らしていた国とルールが違ちがうこともあるだろうが、それは、おいおい慣れていくだろう。何も今日すぐに子どもを孕はらめとは言わん」

　安心させようとしているのか、優やさしげな声こわ音ねの中、英は聞き慣れない言葉を聞いて目を剝むいた。

「子どもなんて、出来ないよ!?　男だって、言ったじゃないか！」

　英は焦あせって叫さけんだが、その声は焦りで掠かすれる。スノウは鼻白んだように言った。

「それが何だというのだ。妊じん孕よう花ばなから作った薬を飲めば、性別なぞ問題にならんだろう。そんな常識も知らないのか。花嫁殿、本当にどこの国から参った？　名前はなんという？」

　頰ほおに優しく手が添そえられた。慰い撫ぶするような手つきに、一瞬ほだされかけるが、英は抵抗の意志を貫つらぬいてそれを振ふり払はらった。

「やだって言ってる！」

　ほぉ、とスノウが言い、室内の気温が下がったように感じた。

「何を誤解しているか知らんが、そもそも許しなど必要ない。神しん託たくの花がお前を娶れと私に告げたのだ。……夢の中と、少しばかり髪かみの色が違うような気はするが、顔は同じだ。間ま違ちがいないだろう」

「オレの世界では、そんなものない！」

　スノウの目が、見開かれる。

「……別世界からきたのか。耳も尾おもないのは、そのせいか。時折現れるそうだな。この世界ではないどこかに住むものが。お前がそうなのか」

　英が初めてスノウを見たときそうしたように、スノウも英の頭のてっぺんから足の先まで眺ながめた。英は身体を捩よじって何とか主張を続ける。

「分かんないけど、でもあんたの言うお告げに従う義理はないよ！」

　だから放せ！　英は騒さわぐが、スノウは少し思案したような顔をした後、首を振った。

「──異世界の者であろうが、花のお告げに呼ばれたのであればそれがお前の定めなのだろう。花はな嫁よめを娶ることで国が栄え、民たみを幸せに出来るのなら、花嫁が男でも女でも異世界の人間でも構わない」

　英は理不尽に抵抗しようと、もう一度だけもがいた。

「これを飲め」

「？」

　スノウは英の方へ、コップに入れた何かを差し出している。中には紫むらさきがかった液体のようなものが入っているのが見えた。ブドウジュースにも似た色味のそれを、人の手から飲む気にはなれなくて、英は抗こう議ぎした。

「飲み物なら自分で飲むからこれほどいて！　それとオレの話、聞いてよ！」

　スノウは器用に片かた眉まゆだけ上げて、不ふ機き嫌げんそうな表情になる。

「何を勘かん違ちがいしているか知らんが、これは冥花蜜だ……そうか、花はな嫁よめ殿どのは、この世界の者ではないのだった」

　ぼやいた後、スノウは気き遣づかいを見せる様子もなく、英の顎あごを摑んで力を込めた。抵抗する気力を削そぐほど強い力に屈くつして、英は流し込まれる甘ったるい液体を注がれるままに飲み下すしか出来なかった。

「あまり手を掛かけさせるな。私は、さっさと子どもを作りたい。どこぞの令れい嬢じようと見合いをして、心を通わせてから求きゆう婚こんするという手順など、面倒くさい事この上ないからな。お前はちょうど良かった」

　息が苦しい。自分の意思に関係なく気管が塞ふさがれることに命の危機を感じる。今はそちらに気を取られて、スノウが言っていることは聞き取れなかった。ようやくコップの中身が空になり、英は咳せき込んだ。

「そうでなくても、先ほどのブランが妻を娶めとれ娶れとうるさかったのでな。姑しゆうとめが黙だまる効果が得られると思えば、お前一人に恨うらまれることくらい何でもない」

　銀色の髪に部屋の灯あかりが当たり、キラキラ輝かがやく。青い瞳ひとみが伏ふせられ、現実離ばなれした壮そう絶ぜつな美しさだったが、その口から出たのは強きよう烈れつな言葉だった。

　猛もう然ぜんと英の中に怒いかりが生まれる。

　この男は、結婚というものの意味が分かっていない。結婚とは須崎や菫のように、お互たがいを思い合い、人生を一いつ緒しよに生きるためのものだ。決して相手の意思を無視した勝手な決定を、無理強いすることでは断じてない。

「ふざけんなよ！　こ、こんなことして……ッ」

　反論しようと英は息を大きく吸いこんで咳き込んだ。まだ先ほどの甘ったるい液体の味が舌に残っている。英は、空になったコップを置くためか立ち上がったスノウの背中を恨めしく目で追っていたが、ほどなく自分の身体に起きた変化に気が付く。

「……ん、ふ……」

　変化は腹の熱さから始まった。

　さきほど飲まされた液体が胃の中で熱を持っているようだった。そしてその熱は数秒ごとに妙みような疼うずきになって、じわりと全身に広がっていく。

「なに……これ……」

　英は身動きを許されない状態のまま、ベッドの上で身を捩った。スノウはしばらくその抵抗を見守っていたが、英の息が上がってきたのを見て近づいてくる。

「……力を抜ぬいて自然に任せろ。そうすれば、お前にも悪いことは起こらない」

　スノウがそう言って、英の胸に手を伸のばし、英を拘こう束そくする布の上からするりと撫なでる。

「ぁんっ……！」

　触さわられたところから電流が走ったような衝しよう撃げきを受けた。

　英は聞こえた甲かん高だかい声が、自分の口から零こぼれた声だと思えず、しばらく茫ぼう然ぜんとした。しかし確実に広がっていく熱が、シーツに触ふれる部分にまで到とう達たつしたとき、そこから得体のしれない感覚が英を侵おかし始めた。

　深呼吸をして整えようとしたが、息を吸うたびに熱が上がって苦しくなっていく。

「効いてきたか。我が慢まんすると苦しくなるらしいから無理をするな。……理性がある内に、お前の名前を聞いておこう」

　スノウは、そう言って、拘束に使っていた布を外し始める。

　ようやく手足が解放されたが、英の全身にまわった熱のせいで、指一本に至っても自分の意思では動かせなかった。スノウは、器用に英の服を脱ぬがせながら、どこかから取り出した手て枷かせと足枷を自分にはめていく。英はそれを震ふるえながら見守ることしかできない。

「……嫌いやだっ！　言いたくない、帰りたい、触んな、放せよっ！　勝手に人の服、脱がせるなバカー！」

　もはや動くのは口だけ、という状態だ。触れられたところから力が抜けていき、そのざわつく感覚はすでに足の先まで達していた。スノウもそれを知っているかのように、英の足の親指を軽く撫でた。

「……ッ！」

　その刺し激げきに英は息を詰つめたあと、あることに気付いて茫然と自分の中心を見た。達した証しよう拠こが自分の胸むな元もとにまで飛んでいる。

「え……」

　そんな強い刺激ではなかったというのに、自分の身体からだがどうなってしまったのか分からなかった。青ざめる英を見て、スノウは喉のどの奥で笑った。

「ほら、名乗る気にならんか？　口は利きけるだろう？　さすがに子の母親の名前は知っておきたいのだが」

　そう言って、ひたりと英の胸に触れる。

「忙いそがしいんだ。はやく王家の血を繫つなぐ役割を済ませたい、だから協力しろ」

　何か濡ぬれた感かん触しよくを鎖さ骨こつに感じた。それが、スノウが口づけたのだと気付くまでしばらく掛かった。

　スノウの手が、腰こしをなぞり、肩かたをなぞる。口づけが余すところなく落とされた。うなじに絡からみついたスノウの唇くちびるが、今度は喉にやってくる。ちろちろと触れられる刺激は、あからさまに性感を誘さそっており、未経験な英はたまらず涙なみだが零れた。いやともいいとも分からず、ただただ溢あふれる涙が止まらない。

　スノウもそれには気付いた様子だった。しかし背中を撫でていた手を、身体の前面に回す。胸元の愛あい撫ぶに英が身を跳はねさせるのを止める様子もない。

「お前は華きや奢しやだな、どこもかしこも……」

　スノウはそう言って、英の足を割り開いて肩に担かつぎ上げた。片足は寝しん台だいに繫がれていて、もう片方の足を取られてしまってはどうしようもなかった。スノウが先ほどのコップとは別の容器から、とろりとした液体を手に零して、指に纏まとわせる。

　最悪の想像通り、それは英の開かされた足の中央に触れた。小さく「嫌だ」と叫さけんだが、飲まされた薬のせいで力がほとんど入っていない状態では受け入れざるを得なかった。侵しん入にゆうしてきた指に息を詰めて震えるばかりだ。手枷のついた手で、震えて手た繰ぐり寄せた枕まくらに顔を埋うずめて声を殺す。

「……思う者の顔でも思い浮うかべていろ。すぐに終わらせる」

　スノウがそう言って、指先に力を込める。押し込んだり抜いたり中で広げたりと動き回る指に、英は背を跳ねさせて何度も絶頂を迎むかえた。

　快楽で白くなっていく脳のう裏りには、一人の顔しか浮かばない。決して表に出さないように秘ひめていたその名前を、英はうわごとのように繰くり返した。

「須崎さん……須崎さん……須崎さ……ん」

　蕩とろけた脳内で回る須崎の笑え顔がお。つい先ほどまで側そばにいたのに。英も菫は大好きだ。自分の方を見てほしいなんて思っていなかった。ただ一人静かに慕したっていただけだ。言わずに秘めておきたかった思いを、別の男の腕うでの中で吐と露ろするなんて最悪すぎた。目の前が絶望と快楽のマーブル模様で、チカチカした。

「……もう良いな」

　スノウのつぶやきに緊きん張ちようが高まる。ぐ、と触れる質量に恐きよう怖ふを覚え、逃のがれようと身体をのけ反らせる。

　しかし無情にも征せい服ふく者は首を振ふって、言った。

「思う者がいるならば、可哀かわい想そうなことをした。だがそれはお互い様だ。諦あきらめて運命を受け入れることだな」

　無情な宣告の後、さんざん解ほぐされたそこを開かれて、体重を掛けて中に押し込まれる。

　英は掠かすれた声で叫びを上げて、顔を振ったが侵しん攻こうは止まらない。濡らされて慣らされたそこは痛みはなかったが、内臓を割り開かれて迫せり上がるような感覚だった。

　必死で抵てい抗こうし出ていってほしいと絞しぼり上げても、その動きは奥まで道をつけるように進む男の手助けにしかならないようだった。

　その都度与あたえられる奥を突つきあげるような感覚に、英は次し第だいに飲み込まれていき、ついには膝ひざを屈して力を抜いた。許すものかと思っていた最さい奥おうに男の切っ先が到達したのを奥で感じても、声も上げず、ただ短く息を吐はいて抱だきしめた枕に息を溶とかした。

　しかしスノウは更さらに奥に行こうとしてか、ぐ、ぐと身体を押し込んでくる。抱かかえあげられた英の足は、スノウの肩にそのまま掛かっていて、妙な姿勢のまま英は抱えた枕を更に強く抱きしめた。　>>>♥




「ぁ、あぁっ。いやぁっ」

　英は自分の口から漏もれる嬌きよう声せいを自分が上げているものだと信じられないまま、どこがすぐに終わらせる、なのだと心の中で叫んだ。

　どれほどの時間が経たったのか分からないが、スノウはまだ英の身体を揺ゆらしていた。抱えられた足の感覚は既すでになく、絶頂を迎えすぎた英自身からは何も出なくなっている。もがいたせいで手枷が擦すれ、その下の皮ひ膚ふがヒリヒリ痛んだ。

「さぁ、そろそろ自分の名前が言えるのではないか？」

　解放が出来ずに苦しいほどの快感が英の身の内に巡めぐっていた。名前を言えばいい、それだけが出来ればいいのに、それでもスノウにたった一つで良いから屈くつしたくなくて、英は必死に口を食いしばった。

　スノウは英のその様子に小さく笑った。

「ここまで来れば頑がん固こも根こん性じようだな。……名乗らせたかったが、まぁ良い。そろそろ休むといい」

　休み、と言ったのにスノウは大きく腰を揺らした。蕩けた中を抉えぐるようなグラインドだった。

「ぁっ！　ぁ……っ！　も、やめ、てぇっ……」

　気をやりかけていた英にはすさまじい刺激で、逃れられないと分かっていても、身体を捩よじらせた。

　征服の証あかしのように最奥で男が果てるのを感じて、英の意識は闇やみに沈しずんだ。




　遠くで須崎の声がした。

　それを聞きながら英は良かったと息をついて、もう起きようと珍めずらしく思った。はやく須崎と菫にあの妙みような長い夢について話をしようと思った。

　耳と尻尾しつぽのついた男に会った妙な夢の話だ。誘ゆう拐かいされて服を脱がされ……たことは言わなくていいか。ともかくやたらリアルで怖こわい夢だった。花がたくさん咲さいてて、その中で怖い花もあって……とにかく早く起きなくては。

〝起きる前に、自己紹しよう介かいしたらどうだ〟

　眠ねむりの世界から半分浮きかけた英の耳元で、須崎に妙な声で囁ささやかれて、英は目を瞑つぶったまま、何だ？　と思った。いつもの須崎の声ではないような気がする。今日の須崎の声ときたら、やたら低くて滑なめらかだ。

〝何言ってるんだよ、須崎さん……英だよ。知り合って三年も経つじゃないか。どうしたんだよ〟

「そうか。英、目が覚めたか？」

　英は、その声に目をぱちりと見開いた。

　見覚えのない天てん井じよう、いつもと感触の違ちがうベッド、極きわめ付きは、すぐ真横から覗のぞき込んでくる銀ぎん髪ぱつの青い目の男。何もかもを思い出す。

「おはよう、英」

「……！」

　寝ねぼけて名前を言ってしまったことを英は悔くやんだ。顔も見たくないし、自分の顔を見せたくない。少しでも距きよ離りを取りたくて、身体からだを捻ねじったが、思っていたより端はしに寝かされていたようで、その先には両手をつくスペースがなかった。

　何かに摑つかまろうとした、その手は空を切る。英は床ゆかに叩たたきつけられる痛みを想像して背筋を凍こおらせ、目を瞑った。

「危ない。落ちるとケガをするぞ」

　思っていた衝しよう撃げきが来ないことに、英は固く瞑った目をそろりと解ほどいた。スノウの腕が、英の右みぎ肘ひじの辺りを摑んで、落下を防いでくれていた。

　英は反射的に「ありが……」と感謝の言葉を口に出しかけ、その途と中ちゆうで摑まれた肘の先にある自分の手首に巻かれた包帯に気が付く。

　その手の包帯の下にある傷。それが出来た理由を思い出し、英から一いつ瞬しゆんにして感謝の気持ちが立ち消えた。

「離はなせよ！　何が危ないだ、あんたの側そばが一番危ない！」

　英は威い嚇かくしながら摑まれた腕を振りほどき、ベッドから何とか足を下ろす。ひんやりした床の感触を足の裏に感じたので、靴くつがないことは分かったが、とにかくこの男の側から一歩でも距離を取りたいと思った。

　しかし英の願いを裏切ったのは、他ほかでもない英の足だった。

「うわぁっ！」

　床についた足に体重を掛かけた途と端たん、英は、くにゃりと頽くずおれるようにつんのめった。顔を打たないように何とか両手を床について激げき突とつは阻そ止ししたが、踏ふん張りがきかない。愕がく然ぜんとした英の耳に、スノウの呆あきれたような声が飛び込む。

「立ち上がれぬだろう。大人しくしていれば寝しん台だいに戻もどしてやる。私の助けを拒こばんで床にいたいのなら、好きにするがいい」

　ひどく勝手な言い分だと英は思った。そもそもの原因に尊大な態度を取られて、助けて欲しいと言えるほど弱ってはいないつもりだった。床にいてやる。英は心に誓ちかって、その場で亀かめのように丸くなった。

「……この頑固ものめ……」

　背後からスノウの声が降ってくる。英は更に縮こまって抵抗の意志を示したが抱き起こす手を拒む体力は残っていなかった。

　いとも簡単に抱だき上げられた英は肌はだ触ざわりの良いシーツと、毛布の上に戻される。

　英は引き取られたばかりの子こ猫ねこのように警けい戒かいしながらその中に潜もぐり込む。

　体温が上がって、身体のあちこちに痛みを感じた。特に包帯が巻かれた両手首が疼うずいた。その原因となる昨夜のことは、こちらの同意もなく行われた行こう為いだったと怒いかりが湧わいた。

　二度と、もう二度と顔を合わせるもんか。英は毛布に顔を隠かくし、身体に巻きつける。スノウは毛布の端を引いて低く唸うなった。

「……言いたいことがあるなら言え。蓑みの虫むしになられても分からん」

　数分は膠こう着ちやく状じよう態たいが続いた。理解のあるようなことを言っているが、そもそもあれだけ花はな嫁よめじゃない、やめろと騒さわいだ英を、まるごと無視した男なのだ。言いたいのは文句だけだ。英は思い切って顔を上げた。

「家に帰るから、オレの服を返して！」

　英の希望をスノウは一いつ笑しように付す。

「は、聞けん相談だな。だいたい……」

　言葉を続けようとしたスノウが一度口を閉じる。そして英の顔を見て、何かに気付いた様子で手を伸のばした。

「な、なんだよ……いたっ」

　そのままスノウは無言で英の顎あごを摑んで、上向かせた。

　英は無理に曲げられた首が痛くて、逃のがれようとしたが、スノウは強い力で固定したまま、その顔をしげしげと観察した後、小さく言う。

「空似か……」

　その呟つぶやきは英の苛いら立だちを誘さそった。腕うでを振ふりほどこうと英は両手で、すぐ目の前のスノウの胸を押した。その際、胸むな元もとにある小さな袋ふくろに軽く指が当たる。

「スノウ様……花嫁様はお目覚めですか」

　控ひかえめに様子を窺うかがわれるような声がする。英はスノウ以外の声が聞こえたことに驚おどろいて、またシーツの端にくるまって丸くなった。

「花嫁なら、そこで蓑虫になっているぞ。蓑みの虫むし姫ひめとでも呼んでやれ」

　英はむかっときて顔も出さず、シーツの中で言い返す。

「オレ男だから、姫ひめじゃないし！」

　スノウは鼻で嗤わらう。

「女じゃない姫だっていることもあろう。花嫁も男ではなれないと言ったな。お前の世界は性別に関して厳格な決まりでもあるのか。窮きゆう屈くつなものだな」

　スノウは、英の反応を待たず、寝台の真横に机を引き寄せて、ブランにトレーを置かせた。

　英がシーツの隙すき間まからそろりと見ると、そこには湯気の立つスープと、つやっとしたバターロールに似た小ぶりのパンのようなもの。もう一つの皿はサラダだろうか、緑の葉っぱが見える。そして同じトレーに、何故なぜか皿に飾かざられた大輪の花が載のせられていた。

　花はよく分からないが、美味おいしそうな香こうばしい匂においがする。

　これを食べろということなんだろうか。怪け訝げんな顔をしてスノウを見たが、涼すずしい顔の男からは他の意図は読み取れない。

　正直あまり食欲はなかった。

　ここが夢だと思いたかったのに、目が覚めたら現実が夢で、夢であって欲しかった方が現実だなんて食欲も裸足はだしで逃にげ出す事態なのだ。

　黙だまってトレーを見たまま、シーツから出てくる様子もない英に、スノウはまるで想定通りだと言わんばかりに口を開く。

「やはり食べぬか。ならば先に何か聞きたいことがあるだろう。言ってみろ」

　しかし、スノウは、そう言いながらも英が話すのを待つ様子も見せず、トレーの邪じや魔まにならない空いたスペースに分厚い紙の束を置いた。どうやら書類のようだ。

　英は一いつ瞬しゆん怒いかりも忘れて、その行動を見守った。

　男は机に置いた書類を、上から順に目を通した後、背後からブランが差し出した羽根ペンを使い、すらすらとサインをしては、また次の書類に目を通すことを繰くり返す。

　サインをしていくだけかと思えば、そのうちの何枚かは却きやつ下かされたようで、ブランがどこが問題か、確かく認にんが必要とされる箇か所しよがどこかをチェックして、サインが済んだものとは別の箱に入れる。

「……それ、仕事なの……？」

　口を開いて後こう悔かいしたが、聞くべきことは別にあったと英は思った。しかしスノウは書類に向けた目を英の方に向けることなく、口だけを動かして答えた。

「そうだ。昨日の分の仕事だ。……昨日は、英を迎むかえに行くので半日を使ってしまったのでな、決裁待ちが積み上がってしまった。今日の分は午後に回してもらったから、何とかこの時間中に、これを片付けなくてはならん」

　話しながらもスノウは手を止めることなく署名作業を続けている。ブランとの連係もあって、流れるようなスピードだったが、それをしばらく続けても、紙の束の厚さは一向に減らなかった。

「聞きたいことは、それだけか。私はもっと別のことを聞かれると思ったんだがな。例えば、昨夜のことや、この国のことなど」

「……話してくれるんなら聞くけど……その、仕事はいいの？」

　聞きたいことは山のようにあるのだが、どうにもスノウの手元が気になってしょうがない。英は隠れるようにシーツを被かぶりながら起き上がった。

「構わん。書類を見ながらサインをしてお前の話に答える。容易たやすいことだ」

　そう言いながらも、スノウがサインをする手を止めることはなかった。英は思い切って口を開く。

「じゃあ聞くけど……この国は何？　どこにあるの？　地ち球きゆうなの？」

　スノウの手元のサインを書く音が、一瞬だけ止まる。

「チキュウ、が英の元いた世界の名前か？　何なのかは分からんが、この国はフィオーレ王国という花の国だ」

　花の国、と英が繰り返すと、スノウが書類から顔を上げて、手にしていた羽根ペンの羽根の部分で、英の食事の入ったトレーを指した。

「……その甘あま果か花ばなを食べてみろ」

「あまかばな……？　どれ……？」

　答えているのか分からないような突とつ然ぜんの指示だったが、英はとりあえずトレーの中のものを見て首を傾かしげた。花、と言われたからにはこれだろうかとトレーの中でも、ひときわ目を引く大輪の花を、英はじっと見つめた。

「これはこのまま食べられる。口を開けろ」

　言われるままに開けた英の口に、ぽいっと半分にむしられた花びらが放ほうり込まれた。そのままか、と驚いて英は口を閉じたが、舌の上にじんわり広がる甘味は想像していたものとは全く異なっていた。

「甘い！　美味しい！」

　英は口を押さえて叫さけんだ。草を口に入れたような苦みを覚かく悟ごしていたのに、広がったのは、よく熟うれた果実のような爽さわやかな甘さだった。

「それも、これも花で出来ているものだ」

　英は次々に指差されるトレーに驚いて、じゃあ、とパンをそっとかじってみた。

　あ、美味しい。とまた呟く。それは思っていたよりも甘みがあり、英の好みの味だった。

「それは穀こく実じつ花かという花を粉にして、練って発はつ酵こうさせて焼いたもの。そのスープも味のベースは、柔じゆう肉しし花ばなという花だ。よく煮に込こむと美味うまいぞ。揚あげるとまた別の風味が出て、そちらも人気がある」

　促うながされるままにスープも掬すくってみると、それもほどよく英の舌に馴な染じんだ。煮込まれているという言葉通り、顎に力を入れなくても、具は口の中でほどけるように崩くずれていく。記き憶おくの中にある祖母の料理に近く、英は懐なつかしさを覚えた。口に運ぶ手は止まらない。

「口に合ったようで良かった。……この国はほとんどのものが花で作られている。食べ物も、この部屋の灯あかりの燃料も、英の今くるまっているその布も、薬や包帯も、花が関かかわらないものの方が少ない。……ゆえに、ここを花の国と呼ぶ」

　スノウが歌うように説明を続けた。質問をしていたはずだったが、気付けば英はトレーに置かれたものをきれいに空にしていた。

　スノウがちょうど書類の半分ほどを片付けたところで、部屋の扉とびらがノックされる。

「国王陛下。午後からの謁えつ見けん者が参りましたが、いかがいたしますか」

　扉向こうからの声に、先に口を開いたのはスノウではなくブランだった。

「陛下は別の執しつ務む中です。午後からならば、時間まで待ってもらってください」

　しかし、その指示を当のスノウが、やんわりと止めた。

「ブラン、良い。……すぐに参る」

　スノウはそう言って羽根ペンを机に置き、書類が飛ばないよう花が閉じ込められたガラスの文ぶん鎮ちんで重しをして、椅い子すから立ち上がる。しかし扉に向かおうとするスノウの進路をブランが塞ふさいだ。

「いけません。住民との面会は、地域の役員を通して意見書に仕立ててから、スノウ様が受け取るのが、本来の筋なのはお分かりでしょう。大体、午後までに終わらせると言った、あの書類はどうなさるおつもりです」

　ブランがテーブルを指差して言った。

　スノウはそれに対して面めん倒どうくさいという表情を隠かくすことなく首を振った。

「聞けぬ話だ、そこを退どいてくれブラン。国の状じよう況きようを考えよ。今日の謁見者は、死の花が自宅敷しき地ち内に咲さいたという老人だ。瀬せ戸と際ぎわの者だぞ。生活がどうなるのかが不安なのだ。約束の時間より早くと逸はやる気持ちは理解できよう」

　ブランは苦い顔をして、口の端はしだけを動かし「書類はどうなさるのです」とだけ言った。スノウはそれこそどうでもいいという風に言う。

「残りは面会が終わったら片付ける」

「……面会後は、三み賢げん花か衆と昼食を兼かねた意見交こう換かん会が予定されておりますけれども」

　ブランが食い下がった。スノウは扉に向かって歩き出したそうなそぶりを隠さないまま、それに返事をする。

「クルペオとフェネクと、オジロとの食事など、三日前にもしたぞ。中止にしろ。もはや交換する意見も尽つきたわ。彼らには私抜ぬきで食べるように伝えてくれ、私はその間に決裁書類に目を通す」

　その言葉にブランがくわっと口を開いた。

「スノウ様！　また食事を摂とらずに仕事をなさるおつもりですか……！　意見会はどうでもいいのです。こんな機会でもなければ、きちんと召めし上がらないではないですか。ちゃんとした食事をしたのは、その三日前の昼食会なんですよ！　今日の朝食だって……！　あっ、お待ちください！」

　悲ひ愴そうな声を上げたブランの横を、スノウは無理やり通りすぎて外に出て行った。ブランはスノウの名前を、もう一度呼んだが、扉の向こうから気配が消えたら諦あきらめたようで、英の側そばに戻もどってきた。

　英は見た顔とは言え、知らない相手に警けい戒かいして寝しん台だいの奥に移動する。しかしブランはその様子を見て、息をついた。心なしか下向きになった茶色のキツネの耳と同じくらい下向きの声で言う。

「申し訳ありません。ご協力願いたいことがあるのですが」

　スノウとは違い、英の意見を聞いてくれそうな気配だ。英はシーツの中からほんの少し顔を出した。ブランは、英と目が合ったことを確認すると両手を気ぜわしげに組みながら言った。

「今からあなたの婚こん礼れい衣装の採寸をさせていただきたい」

　婚礼衣装。

　英は口に出さずにその言葉を反はん芻すうする。昨日から抵てい抗こうの強い言葉ばかりに晒さらされているが、今度こそ聞き間ま違ちがいであってほしい。英はじとっとした目でブランを見て言った。

「結婚なんか、するつもりないです」

「昨夜の経けい緯いは察しておりますし、ご納なつ得とくいただけないお気持ちも痛いほどに……」

　そう言いつつ、ブランは英の目の前で真っ白な布を広げる。英はめまいがした。白だと。そんな目立つ色、いまだかつて身に着けたことがない。いくら花嫁の色だとしても、英には受け入れられなかった。

「強くは申し上げられませんが、どうか、スノウ様にお力ちから添ぞえ願えませんか。確かにあのようにお忙いそがしい方ですが、心根の優やさしい偉い大だいな国王陛下です」

　そう言って、持っていた白い布を英の肩かたに掛かけようとする。

「いやだってば！　衣装もいやだし！　色も最悪！　白って、すごく目立つし！　人目につくから!!」

　目立つ色という意味でも、婚礼衣装という意味でも、英は激しく抵抗をする。

　その態度に、ブランは片方だけ出ている目を細める。英は何か不ふ穏おんな気配を察して身を硬かたくしたが、意外にもブランは穏おだやかに切り出した。

「もしお聞きいただけるのであれば……この花の国の現状を、お話しさせてください」

　そう言ったブランは片目に巻いていた包帯を外した。

　英はその下から現れたものにぎょっとする。

　ブランの包帯の下から現れた片目は、まるで仮面でもつけたように皮ひ膚ふが白く固まっていて、眼めを閉じた石せつ膏こう像のようだった。

「これが死の花の毒を受けた者の身体からだです。毒は皮膚に染しみこみ、肌はだを壊こわし、機能を止めて石化させます」

　英は震ふるえながら、手を伸のばした。ブランも理解しているようで、その指が恐おそる恐る触ふれるまで身じろぎせず、待っている。

　触れた石化部分は、冷たかった。

　人の身体の一部とは思えないほどひんやりとしていて、石化していない部分とは明らかに異なって、血が通っていないことは明白だった。

「この毒を顔に受けてしまって、もう二度と役には立てないと思われた私を、スノウ様は助けてくださった。……一生、この命が尽きるまで、息の最後の一つさえ捧ささげようと誓ちかいました」

　ブランは言葉を区切って片目を覆おおう包帯を戻す。

「あなたにひどいことを強しいているのは分かっています。けれど、スノウ様は、今この国に広がる死の花と、たったお一人で戦っていらっしゃるのです」

　そこまで一息に言いきったブランが、床ゆかに両手をついて頭を下げる。

「どうか、お怒いかりは私へ。スノウ様には、花嫁様のお力添えを……お願い致いたします」




　所用があるがすぐ戻りますと言ってブランが退出した後、一人になった英は、ふらつく足あし腰こしを叱しつ咤たしてベッドから下り、扉に飛びついた。

　しかしスノウやブランが、先ほどあんなにスムーズに開けた扉は、がつん、という手ごたえを英の手のひらに与あたえるだけで動きはしない。体重を掛けて引いてみても結果は同じだった。

「ここからは無理か……」

　では、と窓の桟さんに手をかける。両開きのガラス張りの窓は、その両りよう脇わきに豪ごう華かなカーテンが幾いく重えにも重なっている。しかしその割りに、それ自体には雨の吹ふき込みを避さけるための簡易な留め具があるだけで、それは英が人差し指でひょいと外すことが出来た。

　吹き上げるような風が英の前まえ髪がみを持ち上げる。

「うわ、たっか……高すぎ」

　しかし窓の外にはバルコニーもなく、手すりなどもない。何階にあたるのだろうか、地面は遥はるか遠い。どこか飛び移れるような木や、何かがあればと思って周囲を見回すが、希望はあまりなかった。窓の周りはよく掃そう除じされているのか、白く美しい壁かべがどこまでも続いている。

　もう一度下を見るが、どうシミュレーションしても無事に下りられる目算が立たなかった。ロープや手を掛けるところがあるなら別だが、白い手入れの行き届いた壁にはレリーフの一つもなく、英の手のひらに吸きゆう盤ばんでも無ければすぐに落下してしまうだろうことは簡単に想像がついた。

　道理で窓のカギが甘いはずだ。英は窓からの逃とう走そうを諦め、室内を見み渡わたす。

　入ってきた扉とびらは外側には見事な宝石の象ぞう嵌がんがあったが、内側はシンプルな木目調だ。鳥や花のモチーフと思われる模様が数か所にあるばかりだ。

　部屋に広がる床は、扉と似たようなモチーフの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられていた。体重を掛けると、ふか、と沈しずむ感かん触しよくは英に馴な染じみはない。

　しかしもっと馴染みがないのは、現実離ばなれした寝台の大きさだった。端はしから端までごろごろ二回転しても落ちない横よこ幅はばに、四方に立つ支柱は寝台を覆う豪華な刺繡カーテンをたくわえている。今そのカーテン布はヒモで止められているが、外せば中のものを包み隠し、表から見えなくするのだろう。

　部屋のあちこちを見て、隠し扉など抜け穴がないものかを調べているうちに、気が付けば空は茜あかね色いろに染まっていた。

　机の上にはブランが運んできた昼食の花が、所ところ狭せましと皿に盛られている。

　そのいくつかを口にはしたものの、一人ではそれ以上食べる気も起きなかった。ブランが置いていったのか、何故なぜかブラシが近くに置かれているのを英は不思議に思った。

　そのブラシの理由を聞くことも、夕飯がやってくるのを待つこともなく、英は寝台に寝ね転ころがり、とろとろと眠ねむった。

　目覚めるたびに、元の世界に戻ってはいないかと願うのだが、目を開けるたびに現実だと知らしめられる。

　何度も繰くり返して、いっそ目覚めなければいいのかと英が自棄やけになり始めたその日の夜半。ノックもなく、静かに部屋の扉が開けられた。

　英は毛布の中で身を硬かたくした。手元に小さな灯あかりを持って入室してきたのは、最も恐れていた相手だった。

「英、起きているか」

　低い滑なめらかな声が染み入るように英を呼ぶ。英は寝たふりをしようと、目を瞑つぶって息を整えた。不自然ではない程度に寝息を立てていたつもりだったが、スノウには通じなかったのか、毛布は無む慈じ悲ひに剝はぎ取られる。

　英は、また昨日みたいに抱だかれるのかとシーツをかき集めて身を硬くした。昨夜同様にコップを差し出される。

「これを飲め」

　覗のぞき込むと、そこには緑の抹まつ茶ちやのような液体が入っていた。昨日のものとは色も匂においも違ちがう。視線だけでこれは何だと問うと、スノウは手元の書類の束を数えながら、正体を教えてくれた。

「薬やつ花か茶だ。……昨日は少し無茶をしたからな。今日は身体を休めろ」

　英はコップを受け取って、ちびちびとそれを飲み始めた。昨日のように一気に飲んでひどい目に遭あうのはごめんだったし、何より元げん凶きように優しくされたって懐かい柔じゆうされたりしないからな！　という気持ちからだった。

　しかし時間を掛けてコップの中身すべてを飲み切っても身体に何も変化はなく、苛いら立だっていた心が少し凪ないだような気がするだけだった。

　飲んでいる間にスノウも寝室から出て行ってしまい、拍子抜けする。今日は本当に寝てしまっていいのだろうか。

　疑う気持ちとせめぎ合い、英は確認しようと思った。口の中が先ほどのお茶で苦いので、お水を貰もらうついでだ。

　寝しん室しつから続き間になっている隣となりの部屋の扉を押した。

「何だ、寝ていなかったのか」

　踏ふみ出した場所で、思わぬ声がした。英は驚おどろきで半開きだった目をぱちりと開く。誰だれかと思えば銀ぎん髪ぱつの王が、花のオイルランプの灯りの下で机に書類を積んで仕事をしていた。

「……水、飲みたくて」

　驚きのせいで上手うまく回転しない頭で、それだけを答えると、スノウは青い目を細めてそうか、と手元にあったポットからコップに水を注いで渡わたしてくれた。

　英はそれを受け取り、ちびちび飲みながらスノウを眺ながめた。いつになくスノウがゆるっとした恰かつ好こうなのは、寝ね間ま着きなのだろうか。しかし机の上にあるのは、寝る準備をした人間がするとは思えない量の仕事だ。

「ずっとここで仕事してんの？」

　英の不思議そうな顔に気付いたのか、スノウは書類を両手で持って揃そろえながら肩かたをすくめて答える。

「私の部屋でやると、どこかの誰かに寝ろと怒おこられるからな。英の部屋ならば灯りが点ついていても気付かれまい」

　英の目には、スノウの持っている書類の厚みは昨日よりも多く、その顔は、ほんの少し疲つかれて見えた。仕事が大変なのだろうか。

　スノウの仕事について考えかけて、朝のブランがしていたぼやきを思い出す。

「……ブランさんが、住民との面会は本来王がやる仕事じゃないって言ってた。どうして」

　英からそんなことを話しかけられるとは思っていなかったのだろう。スノウは青い目を驚いたようにしばたたかせていた。

「な、なんだよ、もういいよ」

　話しかけられるだけでそんな顔をされるとは思わなかった。英はむくれた。

「いや、驚いただけだ。……そうだな、普ふ通つうの嘆たん願がんならば地域の統とう括かつ者から書状で上げられることが普通だ。ただ、今この国は危機に瀕ひんしている」

「死の花が、広がっていることはブランさんから聞いたよ」

　補足は不要と告げると、スノウは頷うなずいて続きを話す。

「危機に直面した者の生の声と、別の人間を介かいした声とでは切せつ迫ぱく感に差が出るだろう。ただでさえ、この城は濠ほりに囲まれて死の花の侵しん入にゆうがない場所にある。直接訴うつたえを聞かなければ、民たみと私とで見えるものが変わってしまうからな」

　ふーっ、と深いため息をついたスノウは、眉み間けんを人差し指で揉もみながら、そこまでで話を切る。

「……そういえば、婚こん礼れい衣装の色が嫌いやだと言っていたそうだな」

「！……」

「衣装は作るが、白以外にすれば良いのか」

　思わぬ譲じよう歩ほだった。そもそも婚礼衣装が要いらないんだけどと言うが、そのことには返事はされず、「もう休め。疲れているだろう」と寝室に促うながされた。

　誰のせいで疲れていると思ってるのだ。あと、そっちだってお疲れじゃないか。そう言い返すべきか迷ったが、口を噤つぐんだ。スノウは、昨日こちらの気持ちもお構いなしに無む理り強じいをしてきた相手だ。心配してやる筋はない。勝手にすればいい。

　閉まる扉の隙すき間まから、スノウが机に戻もどるのが見えたから、引き続き仕事をするのだろう。まだ朝も遠い時間だというのに。英は毛布にくるまりながら釈しやく然ぜんとしない気持ちでいた。

　スノウに対する反感の気持ちとは別に、今聞いた王様としての考えは、立派なもののように思える。ブランが頭を下げてまでフォローしたい気持ちも、ほんのちょっと分かるような気がした。

　晴れない気持ちを抱いたまま寝台に横たわる。

　濃こいめのお茶を飲んだせいか、眠気は訪おとずれない。ゴロゴロしながら英は考えた。

　この国の婚礼ってどんなものなのだろう。英が知っているのは、菫が挙げる予定だった西洋式のものだが、もし何百人も参列する大規模なものだったらどうしよう。想像して呻うめく。相手は王様だ。国を挙げて盛大にとか、ありえなくはない。

　自分の想像だけで卒倒しそうになった。そんなの晒さらし者みたいだ、すごくすごく遠えん慮りよをしたい。英は身体を起こしてスノウのいる部屋の方を見た。

　婚礼衣装の件で意見を聞いてくれたのだ。望み薄でも、言ってみようか。

　意を決して起き上がった。

「……スノウ？　あのさ、結婚式って……」

　呼び掛かけながら扉とびらを開ける。

　相変わらず花のオイルランプの灯りがゆらめく室内は明るかったが、スノウの座る机では何の音もしなかった。書類が動かされる音も、ペンが走る音もない。怪け訝げんに思い、近寄って行って、英は覗き込んだ先で驚きの光景を見た。

　スノウのうたた寝だ。

　処理が終わったらしい書類に、肘ひじを立てて目を瞑っている。最初は目を閉じているだけのように見えたが、英が近づいて行っても、その銀の睫まつ毛げに縁ふち取どられた目は開かれず、顔にかかる髪かみの毛も払はらわれることがない。何かネックレスのように小こ袋ぶくろを下げている胸むな元もとは、穏おだやかに上下を繰り返していた。

　英はその姿を何とも言えない気持ちで見つめた。ずっとそばで控ひかえているブランが怒るのも分かるような気がする。

　出来れば横になって休ませてやりたいと思ったが、きっと揺ゆり起こせば、スノウは仕事を続けようとするのだろう。

　英は考えた末に自分の寝台から一枚、毛布を抜ぬき取り、穏やかな寝息を立てるスノウの肩にそっと掛けてやってから、静かに部屋に戻った。




　名前を呼ばれた気がした。

　英は目を閉じたまま声がする方向を探さぐる。呼ぶ声は静かで、英はよく聞こうと身体からだを動かそうとすると、身動きが出来ないことに気付く。

　何故なぜだろうか。毛布にはくるまった覚えがあるけれど、知らないうちにこんなグルグル巻きになるものだろうか。

　英はそこで初めて理由を確かく認にんするために目を開いた。

「？……ッ！」

　目の前にブランが、厳しい顔で英を覗き込んでいるのが見えて一気に目が覚めた。

　その口元は、声を出すなということだろうか、人差し指が立てられていた。英は驚きで、バクバクと激しく脈打つ心臓を宥なだめながら、ようやく自分の身体に絡からみついて動きを拘こう束そくするものの存在に気付いた。

　スノウが英を後ろから抱だき込んで眠ねむっている。

　その長い手足が、英の身体をがっちり拘束しているのだった。胸の前で交差されたスノウの腕うでは、英が少しもがいたくらいでは外れそうもない。

　英は困り切ってブランを見上げたが、彼は当たり前のように首を振ふって、スノウの眠りを妨さまたげないように、英に静せい寂じやくと身動きしないよう求めてくる。

　確かに、英を自分の腕の中に仕し舞まいこむようにして、寝ね息いきを立てている男の寝顔は見たことがないくらい穏やかなものだったし、英自身もこの男が、昨夜遅おそくまで仕事をしていた姿を見ている。

　少しくらいならば、抱き枕まくらとしての役目を果たしてあげるのも、ありかもしれない。そう思って、英は身体の力を抜いた。ブランは英の協力姿勢を見て、安あん堵どしたように頭を下げる。

　しかし、そのブランのジェスチャーで起きたわずかな風のせいか、スノウが呻うめいた。

　ブランはしっぽをぶわっと膨ふくらませて息を止める。

　英も何となくそれに倣ならって身を硬かたくした。しかし当のスノウは、お目覚めモードになってしまったらしく、喉のどの奥で聞こえる唸うなり声は覚かく醒せい前のそれだ。

「……？　英か……なんだ……」

　寝ぼけながら顔を上げたスノウは、腕の中にいる英に気付いてそう言った。

　なんだ、だと。硬こう直ちよく体勢を強しいられていたのに、その言い草は。

「起きた？　ならこの腕、離はなして欲しいんだけど……」

「英、良い匂においがするな」

「ぎゃっ！」

　ふんふん、と背中の肩けん甲こう骨こつの辺りに顔を突つっ込まれて、英は悲鳴を上げた。ブランの顔を立てて、寝ている間だけの抱き枕は了りよう承しようしたが、それ以上は良いとは言っていない。しかしスノウはお構いなしだ。まるで犬が飼い主にやるような仕草で英の匂いを確認する。

「昨日、ご飯が花だったからだろ？　みんな一いつ緒しよだよ！」

　英は自分が特とく殊しゆな訳じゃないから、放してほしいとバタバタ暴れた。

「いや……それよりも、何かもっと良い……」

　何とか英が抜け出してベッドから下りる。捕つかまえ損そこねて空を切った腕をそのままに、スノウは寝起きで乱れた髪のまま、何か思案するような顔をしていた。




　英が、朝食の席につこうと椅い子すを引いている横を通り過ぎて、スノウが出口に向かっていく。

「朝ごはん、食べないのかよ」

　机にはスノウの分の食事もあるのに。つい気になってしまい、英は引き止めるように声をかけた。

「いらん、時間がない」

「えっ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。自分の身体はよく分かってる」

　身み支じ度たくを整えたスノウは既すでに国王モードだ。乱れていた髪も尻尾しつぽもブランの手によって美しく整えられている。

　しかしその横に立つブランの顔は、何とも言えず渋しぶいものだった。今日もスノウが時間を理由にして、朝食を食べずに行くことに異議を申し立てたい気分なのだろう。

　まるで絶食ダイエットを始めた女子中学生を持つお母さんみたいだな。それこそ立場がなければ、ブランだってスノウの口に物を詰つめ込みかねない。

　英も、昔どうしても子どもに食べさせたくて工く夫ふうをしたことがある。

　ふと、英は気付いた。食事の入ったトレーから食材を取って素す早ばやくスノウの前で伸のび上がる。

　皿から抜き出したのは、パンとレタスとハムに似た食材だ。それを使って数秒で即そく席せきサンドイッチを作った。寝ね坊ぼうをして朝食抜きで学校に駆かけだす中学生の妹によくやったものだ。そのとき作ったものとは違ちがって、これは全部花から出来ているものなのだろうけど、見た目は英の世界のものとそっくりに出来た。そこまで不味まずいものではないはずだ。

「スノウ、せめてこれ食べてきなよ」

「何を……」

　口元に差し出されたものに硬直するスノウと、伸び上がったまま一歩も引かない英。側そばでブランが、はらはらしたように様子を見守る。

「……む」

　負けたのはスノウだった。口を開け、英が差し出したサンドイッチもどきをかじる。

　その様子を見ていたブランは、控えめに、でも確実に拍はく手しゆをしている。スノウは咀そ嚼しやくしながらそれを恨うらめしそうに横目で見ていた。英の方は、これは飲み込んだ後で怒おこられるかな、とも思ったが、スノウは何も言わず、一口、二口で全すべてを口の中に収める。英はその様子に戸と惑まどう。

「ここで全部食べなくても……かじりながら行っても、いいんだよ？」

　いつもは遅ち刻こくするからと走って行く妹に、「食べながら行け！」と、バトンを渡わたすように差し出しているサンドイッチなので、こんなに目の前で大人しく食べてもらえるとは思っていなかった。

「……それは、行ぎよう儀ぎが悪いだろう」

　食べ終えたスノウはそう言ったが、英は腰こしに両手を当ててぴしゃりと言い返す。

「出されたものを残す方だって行儀悪いだろ」

「ぐっ……！　も、戻もどったら……食べる」

　流れるように見送り、扉が閉まった。茜園のご飯を食べないチビたちとのやりとりと同じだったので、最後はつい、いつもの癖くせで手まで振ってしまった。

　何だこれ。ついうっかり……。

　閉まったままの扉の前で、振った手をそのままに英は物思いに耽ふける。反射神経とは怖こわいものだ。つい、いつもの調子で、成人男性の面めん倒どうを見てしまった。後で怒られるかもしれない。初日の暴君の仕草を思い出し、英は背筋を震ふるわせた。

　しかし、その後、スノウよりも先に戻ったブランから英は激しい感謝の意を示され、更さらには戻ったスノウは有言実行とばかりに残された食事を全て平らげた。




「……って、何でこんなことになってるんだろ……」

　むっつりしたまま考え込む英のその呟つぶやきに、気付かないはずもないブランだったが、何も言わずに婚こん礼れい衣装用の布を待ち針で留めている。

　衣装の色は、白から青に変わっていた。言ったことを、スノウは本当に聞き入れてくれて、白より目立たない色にしてくれたらしい。欲を言えば、黒とかの方が良かったし、もっと言えば婚礼衣装なんて一いつ切さいいらない。

　しかし最初は一枚の布だったそれは、今では英のシルエットそのものを形取るまでに変化していて、それだけの時間を、自分が、この世界で過ごしていることを英に突きつけていた。

　もうここに来て、五日が経つ。

　その日数を思えば、ため息しか出ない。

　振り返れば今日も目覚めは銀ぎん髪ぱつのカーテンの中、しっかり抱き込まれて朝日を見たし、朝食も二人で向かい合って食べた。それが終われば、こうして婚礼衣装の準備をブランが始める。一日のスケジュールをそらんじられるほど、この世界に慣れてきてしまっていたが、腰を落ち着けている場合ではなかった。

　早く元の世界に戻る方法を探さなくてはならない。最近は茜園のみんなの顔ばかりがよぎって、切なくなる。連れん絡らくが出来ないから、きっと心配しているだろうし、菫と須崎の結婚式ももうすぐだ。どうしたら帰れるのだろう。英は痛む頭を振ふって、窓の外を眺ながめた。

　普ふ段だんは鳴らないノックが、扉とびらから聞こえてくる。

　しかし対応するために向かったブランが、そこに到とう着ちやくするのも待たず扉は開いた。スノウが当然のように入室し、英のいる寝しん台だいの前まで歩み寄ってきて言った。

「ブラン。仮かり縫ぬい中に、すまないが英を借りていくぞ。三賢花衆に顔合わせをさせる」

　言われてすぐブランは頷うなずき、手品のように素早く英の肩かたに掛かけていた青い布を外していく。

　英は自分が誰だれかに会わなくてはいけないらしいということを察して、抱だき上げようとするスノウの胸に腕うでを突っ張って叫さけんだ。

「やだ！　やだよ！　知らない人になんか会いたくない！」

　精せい一いつ杯ぱいの英の抵てい抗こうを、スノウは両手を柔やわらかく束ねることでなかったことにして、あっさり肩に担かつぎ上げた。荷物のような扱あつかいだ。それでも英は「やだって！」と背をのけ反らせた。

「……そうだった。私の蓑みの虫むし姫ひめは、目立つことが好きではないのだったな」

　婚礼衣装用の青い布が英の頭から被かぶせられる。それは裁断されたあとの余り布だった。英は、自分をすっぽり覆おおうサイズのそれにくるまって、五日ぶりに部屋の表に連れ出された。










　長い廊ろう下かを何度も曲がった末に、スノウに連れられた先は、白く長い机が十字に交差するように置かれた部屋だった。壁かべには大きな窓が取られていて、そこからは遠くにある白い山々が見えた。

　長い十字机の先には一つずつ椅子が置かれており、そのうちの最も上座にあたる場所にスノウが英を抱いたまま着席する。

　それを待っていたように待機していた三人も席に着いた。

　座っているのは男性が二人と、高こう齢れいの女性が一人。英の耳元でスノウが「この者たちは三み賢げん花か衆と呼ばれ、国権の最高機関だ」と教えてくれる。

「多た忙ぼうのところ、集まってくれたことを感謝する」

　沈ちん黙もくを切り裂さくようにスノウがそう言うと、二人の男のうち、頭を完全に剃そり上げた方の男が口火を切った。

「本日は国王陛下がお迎むかえになった花はな嫁よめ様に御お目め通どおりできるとのことでしたが、陛下の膝ひざの上にいらっしゃる方がそうですか？」

　男の剃り上げた頭には、濃こいめのグレーの耳だけが揺ゆれている。年の頃ころは初老に差し掛かったくらいだろうか。スノウが男にクルペオ、と窘たしなめるように名前を呼んだ。

「いえいえ。国王陛下も結けつ婚こん適てき齢れい期きでございます。以前このクルペオめがご紹しよう介かいさしあげた姫ひめ君ぎみではご納なつ得とくいただけなかったようなので、御眼鏡にかなったのはどのような方なのか気になりましてなぁ」

　英は青い布の中でほんの少し身を硬かたくした。クルペオと呼ばれた男の視線を布越ごしでも全身に感じる。それも好意を持ったものではない。耳に入る言葉も、決して感じの良いものではなかった。

　もう一人の男も口を開く。

「確かに頑かたくなにご婚こん姻いんを拒こばまれていた陛下が、いくら神しん託たくの花のお告げとはいえ、この国の者ではない見知らぬ人間を娶めとると言いだした時は、どうなさったのだろうとは思いました」

　スノウが英にだけ聞こえる声で「フェネクだ」と呟く。英は布の切れ目から目だけを動かして、ベージュの耳と尻尾しつぽの男性の顔を見た。先ほどのクルペオよりは幾いく分ぶん若く、鍛きたえたような身体からだつきをしている。組んだ腕の真下あたりには剣けんの柄つかが顔を覗のぞかせていた。

　スノウはフェネクがしゃべり終わるのを待って、口を開く。

「国の趨すう勢せい危あやうき今、私個人の感情など些さ末まつなことだと思っただけだ。神託の花のお告げどおりならば、信しん頼らいも出来よう。なぁ、英」

　スノウに呼びかけられて、三人の視線が自分に集まったのが分かった。英は青い布の中で身を強こわ張ばらせた。

「……挨あい拶さつくらい出来ぬか」

　出来ない、したくないと主張して通じるならばそうしたかった。いまだ納得していないこの身の処しよ遇ぐうに、口を開いたら出てくるのは文句だけだ。英は石のように固くなる。

「……どうにも恥はずかしがりやな花嫁のようでな。今は蓑みの虫むしのようになっているが、そのうち対面出来るだろう。それまで時間をくれ」

　しばらく待っても英が翻ほん意いしないことに、スノウは責めるでもなくそう言った。大きな手が、布越しに英の背を撫なでた。

「お優やさしいことで。……我々は花嫁様の声ひとつ伺うかがえないまま、解散しなくてはなりませんかな？」

　クルペオが低い声を出して慇いん懃ぎん無礼に言う。英はその言い方が嫌いやだなと思ったが、フェネクは英にもましてクルペオのその態度が気に入らないらしく顔をしかめた。

　雰ふん囲い気きを悪くさせたのは自分だろうか。少し心配になってしまった英の背中を、スノウは撫でてくれる。

　険悪になったその場の雰囲気を、スノウの発言が変えた。

「いや。本題はこれではない。……クルペオ、そなたの遣つかわした国外調査先せん遣けん隊からの報告はどうなっているのか、それが聞きたい」

　スノウの言葉に、その場が張りつめる。それが何を指すのか、英だけが分からないままだったが、それまでニヤついていたクルペオが表情を変えたので何かがあると息を潜ひそめた。不用意なことをして、またこの話し合いの邪じや魔まをするわけにはいかない。

　クルペオは、何かを考えこむような表情のまま数秒、ややあって、壁に貼はられた紙の前に向かった。英も布の切れ間から視線を巡めぐらせ、動向を見守る。

　そこに貼られているのは、この国の地図だろうか。

　険しい顔でクルペオ以外の三人がその動向を見守っている。

「ではご報告いたします。……部下のオオミミ率いる先遣隊は現在国境のゼメスタン山を越こえて、その麓ふもとに至っております。そこから先には平野が広がっており、生息する草花や生き物を探しながら定住が可能かを探さぐっているところです。以上です」

　クルペオは地図を指しながら、それまでの饒じよう舌ぜつぶりがウソのように淡たん々たんと話す。

「クルペオ殿どの、それでは先週と何も変わらぬではないか！　先遣隊との連絡は本当に取れているのか？　陛下の許可なく遣わした結果が、何もありませんでしたでは許されんぞ」

　それに対し、フェネクが激げき昂こうする。クルペオは席についてから、フェネクを直視せずに肩をすくめた。

「全く軍人上がりは分かっておられませんな。今、国王陛下は国をどうするか私たちの意見を参考にしていらっしゃるのです。焦あせって不用意な情報を、お耳に入れてしまうと誤った判断の一因になってしまう。慎しん重ちようを期すのは幕ばく僚りようとして当然のことでは？」

　思し慮りよが浅いと言われたフェネクは怒ど鳴なろうとしたのを何とか理性で押しとどめた様子で、唇くちびるを嚙かんだ。クルペオはその様子を意にも介かいさず、スノウに話を振る。

「国王陛下、死の花の分布に変化はございませんかな」

　その言葉を受けて、今度はスノウが口を開いた。

「南と西の丘おかは既すでに飲まれた。五日前には東の湖に住む老人の敷しき地ち内でも死の花が確かく認にんされ、家族全員をこの北の城下街に転居させた。おそらく東でも人の立ち入らぬ場所で咲さいているのだろう……ここに迫せまる勢いで、死の花は、拡大の一いつ途とを辿たどっている」

　スノウが壁の地図を睨にらむように言った。

　同じ地図を、英も眺める。初めてこの国の地図を見たが、国土は丸い形をしているようだ。その紙面には、大きくバツが付いている地点が三か所ある。それが、死の花の確認された場所だというのだろうか。その範はん囲いはあまりに広い。

　英はスノウの膝の上で、会議に参加しているような一いつ喜き一いち憂ゆうを味わっていた。この国の住民ではないが、命に関かかわる花が間近に迫っているなんてたまらない。

　しかし、手はないという。それを聞いたクルペオが、仕切り直しを求めるように両手をぱちん、と叩たたいて言った。

「この城の濠ほりの内側に咲く日も遠くないかもしれません。私は主張を繰くり返しますが、死の花に埋うめ尽つくされる前に、この国を捨てて新たな土地で国家を再建すべきです。たとえ国境が険しくとも、私たちは生きる道を選ばなくてはいけない。違ちがいますかな？」

　方法がないならそういう結論になるだろう。しかしその案に声を上げるものはいない。

　重苦しい雰囲気に、それまで黙だまっていた老女が口を開いた。

　スノウに向かって言う。

「陛下。もしそうなったら、このババは捨てていって下され。……先の短い老いぼれには、若い方の国家再建のお役に立てることはありますまい」

　それに反応したのはフェネクだった。焦ったように立ち上がって言う。

「口を慎つつしめ、オジロ殿。陛下に向かって捨て鉢ばちになるようなことを申し上げるな」

　しかしオジロは首を振ふった。ため息と共に続ける。

「……もうこの老体は、あの雪山を越えられぬ。私を負おぶって若い人が荷物を持てないくらいなら、死の花と共に儚はかなくなる方が面めん倒どうが少なかろうて」

　そう言って老女は窓の外の白い山を見た。英も布の隙すき間まから同じように窓の外を見る。頂点が霞かすむ雪山は、英がこの国に最初に来たときに見たものだ。

　痛いような沈黙のあと、スノウが口を開いた。

「オジロもクルペオも意見は変わらぬな。お前はどうだ、フェネク」

　スノウが先を促うながすと、ベージュの耳と尻尾を持つフェネクは、きっぱりと言う。

「何度聞かれても、クルペオ殿の提案する国家再建は、気が進みません。国の外がどうなっているのか情報も少ない中で判断するのは難しいものがあります。……ただ、このままでは座して死を待つことになる、それも出来ません」

　クルペオはその発言を目を細めて聞いていた。フェネクの発言の区切りを待って、身を乗り出して口を開く。

「ほほ、フェネク殿。ではどうなさるおつもりです。『豊ほう穣じようの一族』でも探しますか。すべての植物に働きかけることが出来て、命の花を咲かせるという幻まぼろしの黒くろ髪かみ一族に、他国と同じように懸けん賞しよう金でも懸かけますかな？」

　丁々発止のやり取りは止まらないが、英はその発言の中に気になる言葉を見つけた。

　──豊穣の一族──。

　命の花を咲かせるという幻の黒髪一族、と言っていた。命の花が何か分からないが、すべての植物に働きかけることが出来るなんて、すごい。死の花も、何とか出来るんだろうか。そんな救世主みたいな人たちがいるんなら、この国が抱かかえている問題は一いつ掃そうされるんじゃないだろうか。輝かがやくその言葉は、国を移すより、楽な解決法に思えた。

　名指しされたフェネクが首を振る。

「下らん。豊穣の一族の話は伝承に過ぎん。植物を自在に操あやつり山を越え、土地を変え、行く先々で穀物を実らせる血筋など、出来すぎている。子どもの寝物話のレベルだ。まさかクルペオ殿は、そんな与よ太た話を信じているのか」

　そう簡単に物事はうまく行かないようだ。期待にふくらみかけた気持ちを、ぺしゃんこにされた。英が布の中で静かに息を吐はくと、それと同時にスノウも息を吐いた。

　三人の視線がスノウに向かったのに気付いて、英は身を縮こまらせる。スノウは三人に向き直って言った。

「一族は、間ま違ちがいなく実存する。しかし命を懸けて身を隠かくしている豊穣の一族を見つけ出すのは、雪の中に落ちた花の綿毛を探すようなものだ。……彼らも自分たちの能力が、国家間で奪うばい合われるものだと分かっているからな」

　スノウの視線は遠くを見ていた。その手は、胸むな元もとの小こ袋ぶくろを握にぎっている。

　まるで忘れかけている何かを思い出すような仕草だった。スノウの言葉を継ついで、老女のオジロが先を続ける。

「どのような涸かれた大地でも、あまねく肥ひ沃よくな土に変えてしまう豊穣の一族は、かつて傾けい国こくの一族と言われておりました。その血ひとつで国を豊かに出来るとあって、ババの幼い頃ころは、一族を巡って、国同士の争いが絶えませんでした」

「それで一族は姿を隠した、か……」

　オジロはスノウの言葉に首を縦に振る。

「はい、植物の力を借りて髪かみの色を変えて民たみ草ぐさの中に身を潜ひそめ、静かに暮らすようになったと。死してなお、花に溶とけて骨も残らない一族だと聞きます。それで寝ね物もの語がたりにしか姿を見せなくなりました」

　まるでおとぎ話の「めでたし、めでたし」とでもつきそうなオジロの言葉の後、クルペオがまた口を開く。

「……そんな豊穣の一族に、陛下は会ったことがあるとおっしゃっていますからねぇ。命の花もその時に見たと。陛下が、噓うそをおっしゃるとは思っておりませんが、幼い頃の話なんですよね。薄うすれている記き憶おくでは不確かではありませんか？」

　英の耳は再び気になる単語を拾った。命の花？　話の流れからして、解決法の一つらしい。何だ、まだ打つ手が残っているのか。雲行きは怪あやしいようだけども。

「貴様、陛下に向かって無礼な……！」

　しかしその間にも、議論はどんどん紛ふん糾きゆうしていく。フェネクがクルペオに向かって立ち上がるのを、スノウは目で制した。

「構わぬ。どんな意見があっても良い。だが」

　スノウは言葉を切って続ける。

「私は、この国で生きる道を模も索さくしたい。国外に出て国家を再建する案は、全すべての案を絞しぼり出し実行し、それが尽きた後の、最後の最後の案だ」

　三賢花衆が三者三様にその意見に表情を変えた。あからさまに嫌いやな顔をしたのはクルペオだけだったが、残りの二人も喜ばしさ半分、困こん惑わく半分と言ったところだった。

　それらの話し合いをスノウの腕うでの中で聞きながら、英はこの国が岐き路ろに立たされていることを実感した。

　自分が育った故郷を捨てて生き延びる道を選ぶのか、死の花の侵しん食しよくを食い止める方策を何とかして考えるのか、それとも愛する土地とともに死ぬ道を選ぶのか──。

　スノウはこの国の王として、選せん択たくを迫られているのだ。

　どれも正しいようでいて、何かを犠ぎ牲せいにするので正しくない。けれど、いつかどれかを選ぶことになる。

　胸元の小袋を握る力の強さに、スノウの心中の煩はん悶もんを感じて、英は少し胸が苦しくなった。

「失礼致いたします。……クルペオ様にご報告が」

　スノウの言葉をもって解散の空気になったその場に、一人男が走りこんできてクルペオに耳打ちをする。

「何だと……逃にげられただと？　この無能どもが！」

　クルペオが穏おだやかではない言葉を発し、その手を振り上げる。報告に来たらしい男が肩かたを震ふるわせ、身を縮めた。英も叩かれるのかと身を硬かたくする。スノウがそれを阻そ止しするためか、席から腰こしを浮うかせた。

「……と、失礼。何でもございません……では、これで」

　クルペオは周囲に誰だれがいるかを思い出したらしい。振り上げた手を止め、何事かを問われる前に、席を立って廊ろう下かを小走りに走って行った。




　誰もいない廊下を部屋に戻もどる道すがら、英は布の切れ目から外を見る。

　会議室同様、廊下に切り取られた大窓からは白い山が遠くに見える。先ほどのオジロの発言が耳の中にふと蘇よみがえった。

「移転が一番話が早い気がするけど……」

　死の花は増えてはいくが、襲おそい掛かってくるわけではない。移転した家族同様、国家も場所を変えれば存続していくことが出来るだろう。

　英がした呟つぶやきに、スノウは静かに返事をした。

「何もない場所に国を作り、今の生活レベルまで戻すのに、どれほどの時間と労力が掛かるか、想像出来るか。移動した先に食料や安住出来る地がある保証もない。無責任な判断は出来ん」

　静かだったが、強い意志を感じるきっぱりした声だった。

「でも、どんどん花は広がっているんでしょ？」

　布の中で顔を隠しているせいか、英の口がつるっと滑すべった。スノウの手に、ぐ、と力が籠こめられる。

　同時に部屋の扉とびらが開き、大おお股またで室内を横切ったスノウは、いつになく乱暴な手つきで英を寝しん台だいに下ろした。英は肩をしたたかに打ち付ける。

「知ったような口を利きくな。お前はつい先日、この国に来たばかりだろう」

　青い目が怒いかりを灯ともしてそう言った。珍めずらしく感情的なそれに、英は言葉を失う。

「神しん託たくの花のお告げの通りこの国に来たお前を、私は娶めとった。お前は国の血を繫つなぐ役割を果たせばいい。それ以外、何もお前には期待していないから、ここで大人しくしていろ」

　吐き捨てるような言葉を残して、スノウは部屋を出ていく。乱暴に施せ錠じようされる音が聞こえて、英は一人、部屋に取り残された。

「……！　なんだよ、人のこと、子どもを産むための道具扱あつかいして！」

　英は枕まくらを持ち上げて、ばふっ、とやり場のない怒りを寝台にぶつけた。こんな風に「必要なのは身体からだだけで、人格など必要ない」と言われたのは初めてだった。

　そうだ、何でオレ、こんなとこにいなくちゃならないんだ。この数日、落ち着いてしまったせいで忘れかけていた怒りを思い出す。

　どうせすぐブランがやってきて、止められるのだと分かっても、英は溜たまりに溜まった怒りをここぞとばかりに爆ばく発はつさせた。

「スノウのバカ──！　冷血漢！　人でなし！　無む理り強じいヤロー！」

　思いつく限りの罵ば倒とうを、さんざん毛布と枕にぶつけ、肩で息をしていた英だったが、ふと奇き妙みようなことに気が付く。

　ブランがいない。

　この五日間、ブランはこの部屋にずっと控ひかえていた。寝台から下りようとすると近寄って、下りようとした用件を丁てい寧ねいに聞いてくるのだ。そして寝台に英を押し戻し、スノウがやってくると退出をする。その隙すきのなさは、鉄てつ壁ぺきといえるほど強固に変わらなかった。

　何かがあったのかもしれない。

　英は、これはチャンスなのでは、と窓の方へ向かった。

　ここは以前にも調べてある。鍵かぎは簡単に外せるが、その下の地面は遥はるかに遠かった。しかしここしかないような気がしている。扉から出ても、廊下で誰かに会ってしまう可能性があるし、それこそ戻ってきたブランと鉢はち合あわせしかねない。

　何か脱だつ出しゆつするための方法はないだろうか。英は窓から身を乗り出し周囲を見回した。

「あ、蔦つた！」

　先日白い壁かべを確かく認にんした時になかった僅わずかな蔦を見つけた。これを頼たよりに、下りられないか。手を伸のばし、そっと指先に触ふれる。

「これじゃちょっと危ないよな～」

　触れた蔦は意外と長さがあり、子どもの体重なら使えそうではあったが、大人の足を掛かけるには心もとない。

「わっ、ぷ！　すごい風だな……」

　時折吹ふく突とつ風ぷうに、英は一いつ瞬しゆん目を瞑つぶって部屋の中に退たい避ひする。ガラスを揺ゆらす風が落ち着いてから、再度窓に近付く。

「あれ？……あんなのさっきあったっけ」

　同じように覗のぞいたつもりだったが、さっきとは違ちがう方向に太い蔦が這はっているのを見つけた。もしかしてこれは使えるのではないか。英は手を伸ばす。触れた蔦は最初のものより、ずっと頼れそうに思えた。

　英は寝台に駆かけ戻り、先ほどの青い布を手に、また急いで窓辺に戻る。

「あれ……？　なんかまた太くなってるような……気のせいか」

　蔦は先ほど英が見たときよりも、大きくなっていた。短期間で成長する蔦なのだろうか。人を死に至らしめる花があるような世界だ。あってもおかしい話ではない。

　英は決死の覚かく悟ごで蔦を摑つかみ、壁を蹴けった。




　蔦は誂あつらえたように有能で、英をしっかり地上に下ろしてくれた。運の良いことに、その蔦をたぐっていくと、濠ほりの外に生えている大木に繫がっていた。城門をどう突とつ破ぱするか頭を悩なやませずに済んだ。

　向かうのは、最初にここに来たときに見たあの川だ。霞かすむ雪山を目印に、方向を確認する。市街地は人目が気になったが、持ち出した青い布を被かぶって足早に通り過ぎた。

　そこを抜ぬければ、道は緑に覆おおわれる。ここまで来ればそう遠くない。追いかけてくる気配もないぞと、英は周囲を注意深く見回した。

　不意に、甲かん高だかい子どもの声がした。それも、よくない悲鳴だ。

　子どもは遊びの中で雄おたけびのような叫さけび声を上げる。身近に子どもがいない人間には聞き分けられないかもしれなかったが、英にはこの悲鳴が異常事態だと知るだけの経験があった。

　英は周囲を見回し、先ほど越こえた雑木林を、小さなものが横切るのに気付いた。

　次いで、その後ろを剣つるぎを持った数人の男が追いかけていくのが見えた。

　男たちが小さなものを追っているのは明白で、追いついたときにそれがどうなるかは、想像するに難かたくなかった。

　英は逡しゆん巡じゆんするよりも先に走った。

　本当ならば関かかわっているヒマはない。今も逃げ出してきたあそこから、スノウが追いかけてきそうな気配に背中が震えている。

　今すぐにでもあの川に飛び込んで、元の世界に戻りたいのだ。そのためには一分一秒でも早く向かう必要がある。分かっている。理性が働いていたらこんなことはしないはずだった。

　しかし英の中で、理性を抑おさえつけるのは過去の後悔だった。幼い悲鳴の主に、[あの日]の菫が重なって、見捨てることは出来なかった。

　英は回り込んで追いかけてくる男たちよりも先に、小さいものと並走する。草むらを分けて飛び出してきたのは、英の膝ひざより少し高いくらいの身長しかない幼子だった。

　その頭にはスノウやブランと同じように耳がぴょこんと生えている。いきなり現れた英に驚おどろきを隠かくせないようで、驚きよう愕がくに見開いた目は大きくて落ちてしまいそうだ。

「だ、だれ？　いやぁ！」

　問われたが、答えている余よ裕ゆうはない。英は後ろから迫せまる刃は物ものの光に気付き、子どもを抱だき上げた。

「きゃっ！」

　子どもがいたあたりの地面に刃やいばがめり込む。もう一本、振ふりかぶった刃物が英の眉み間けんすれすれを通過する。

「っぶな！　走るから捕つかまって！」

　一ひと太刀たちめは反射神経で何とか避よけられたものの、それ以降は危ない。立ち止まると複数いた男たちが集まってきてしまう。走り続ける必要があった。

　英は胸に子どもを抱きかかえ、全力疾しつ走そうする。

　走り手が大人になったことで、子どもを追いかけていたうちの何人かは振り切れたようだが、一番体格の良い追っ手はスピードを変えずについてくる。体力的に余裕もあるのか、英の背中に向かって声を掛けてくる。

「坊ぼう主ず、そのガキは王族の子らしいぞ！　捕まえれば途と方ほうもねぇ大金がもらえるって話だ。くそみてぇな花から逃にげた先で、肩かた身みが狭せまい思いをすることもなくなるぞ！」

　腕うでの中の子どもがびくりと震ふるえた。王族の子、と聞いて英は別の意味で背を震わせる。

　まさかスノウと縁えん続つづきの子だったらどうしよう。一いつ緒しよにいるとまずいのかもしれない。

　しかし思い悩んでも、今いま更さらどうぞと差し出すわけにはいかなかった。英は足を止めずに走り抜ける。

「あっ」

　視界が開けたと思った英の視界の先に、目的の川が飛び込んでくる。安あん堵どしたが、背後の男はだんだん怒りを露あらわにし始める。

「おいガキ、いい加減にしろよ。お前も一緒にとっつかまえて売り払はらうぞ！」

　男が手を伸ばす。英は自分の足元に、ふんばりの利ききづらい苔こけが生えていることに気付いて、嫌いやな予感がした。

「あっ！」

　意識したのがいけなかったのかもしれない。嫌な予感は現実に変わり、英は姿勢を崩くずした。被っている青い布が落ちて英の視界を一瞬閉とざす。背後の男の気配が一層近くなり、英は姿勢を崩しながら腕の中の子どもを強く抱いた。子どももろとも、花の中に頽くずおれたが、追いかけてきた男にも何か起きたようだ。

「ぎゃっ！」

　英は、反射的に男が上げた悲鳴の方向を見て、あっと声を上げる。

　暮れの茜あかね色いろに染まりつつある空の下に、一いつ匹ぴきの銀色の大きなキツネの姿がある。その太い前脚の下に、先ほど英たちを追いかけてきた男が押さえつけられていた。

「くそっ！　なんだコイツ……っ！　放せ！　放せよ！」

　その銀色のキツネは、暴れる体格の良い男を悠ゆう然ぜんと押さえつけてから、口を開いた。

『この者たちが、王家の者と知っての狼ろう藉ぜきか』

　英は聞こえた声に背筋を伸ばした。それは少しくぐもってはいたものの、スノウの声だった。　>>>♥

　男は、何とか抗あらがおうとしながら「そっちのチビを捕まえれば金をくれるって男に持ち掛けられた」と答える。スノウは青い目を細めて『そうか』とだけ言った。

　スノウの背後から今度は茶色の大きなキツネが飛び出してくる。口を開けばそこからはブランの声がした。

　その後に続くように、キツネが四匹ひきやってきて、兵士の姿を取る。スノウは男の上から身を引き、その場で人に戻もどった。

「青い目の銀ギツネ……まさか」

　男は目の前の銀色のキツネの正体に気付いたようで、その身を震わせる。まさか、そんなと繰くり返す口にスノウは静かに頷うなずいてみせた。男は「あぁ」とだけ呟つぶやいて膝から頽れ、その場にひれ伏ふした。

　連行される男を見送り、英は気まずい思いでスノウの前に立つ。

　断頭台に立つ囚しゆう人じんの気分だった。スノウも、英の存在を横目に、おし黙だまっている。これは、英に謝れということだろうか。ちょっと納なつ得とくがいかず、英も同じように口を引き結んだ。二人の周囲の空気が張りつめる。

　そんな空気を切り裂さいたのが、腕の中にいた子どもだった。

「にいさま！」

　その言葉に英はめまいがした。関係者どころではない。似てないけど、まさかの兄弟。絶句する英の腕から子どもは下りた。

「チコ、ケガはないな」

　小さな固まりがスノウの足にしがみつく。ぷるぷると震えた身体は小さくて頼たよりなく、よくここまで追っ手を逃のがれてきたと感心する。

　スノウはその肩かたを抱き込むように屈かがむと、優やさしく頭を撫なでた。

「にいさまっ……怖かった！　おっきな大人のひとたちがいきなり追っかけてきて、チコ逃げてきたの！」

　必死にしがみついて訴うつたえるチコは、兄であるスノウの顔を見てやっと安心したのだろう。瞳ひとみに涙なみだを浮うかべている。そのチコと英の顔を見比べて、スノウは諦あきらめたようなため息をついた。

「……蓑みの虫むしは壁かべに貼はりつくことが出来るということを失念していたのは、私の落ち度だな」

　チコに聞こえないように呟いたそれは、英の逃とう走そうについてだが、どうやらお咎とがめは後回しにされたようだ。

　泣きべそをかくチコを連れたスノウは、「いくぞ」と声をかけて城へと踵きびすを返した。ブランたちに囲まれて、英もしぶしぶその後に続いた。




　帰りの道中で聞いたところによると、チコは護衛の目を盗ぬすんで、花を摘つみに城の外に出てしまったらしい。

　珍めずらしい花を探して森の中に迷い込み、気づいたときには件くだんの男たちに狙ねらわれていた。

　剣けん吞のんな空気を察知して、後先考えずに逃げ出した先で、英と遭そう遇ぐうしたのだという。

「このおにいさんが助けてくれなかったら、チコすぐに捕まってたの。いのちの恩人さん、にいさまのおともだちなの？　お名前はなんていうの？」

　なぜか懐なつかれてしまった英は、求められるまま、チコの抱っこ係になっている。

　無む邪じや気きに問いかけられて、英は言葉に詰つまった。花はな嫁よめが城から逃げ出して、連れ戻されてるところですなんて、王様の沽こ券けんにかかわるのではないだろうか？　気のせいかもしれないが、先を歩くスノウの気配が妙みように怖い。

「英だよ。オレも、ずっとお城の中にいたんだけど、外に遊びに出たくなっちゃったんだ」

　状じよう況きようを悪化させるよりは、と英は無理やり笑え顔がおを作って曖あい昧まいに応こたえる。チコは微び妙みような英の表情には気付かず、額面通り受け取ったらしい。

「英もそうなのっ？　チコもお外に出たかったの！」

　同じ気持ちだとその尻尾しつぽを膨ふくらませ興奮したように英の腕の中で飛び跳はねる。その言葉を聞いたスノウが、眉間にシワを寄せて振り返る。

「一人で飛び出すのは危険だと今回で懲こりただろう。おまえも王族の一員なのだ。身の程ほどを弁わきまえなさい」

　はぁい、と答えるチコの耳がしょぼんと垂れた。

「でも、ずっと王宮から外に出られなくて、みんな忙いそがしくて、つまらなかったんだもん……」

　その言葉から死の花の侵しん食しよくが進んでいるせいで、外出が制限されているのだろうことは察せられた。スノウも多た忙ぼうなのは知っている。チコの年ねん齢れいならば、いまが遊びたい盛りだろうに、可哀かわい想そうに。

「よし、じゃあオレと遊ぼう」

「ほんとっ？」

　英のその言葉を聞いて、垂れていたチコの耳が、バウンドするように跳ね上がる。鳶とび色いろの瞳がキラキラしていた。子どもの世話をするのは慣れているし、同じ部屋の中にいるのでも、何もせずにいるよりずっとましだ。

「あー……ただ、スノウが、いいよって言ったらだけど」

「……好きにしろ」

　スノウの表情は渋しぶい。しかし、喜ぶチコを無下に出来なかったのだろう。承しよう諾だくを得た。




　城に戻り、チコは「明日あした遊んでね！」と英に手を振ふりながら、自室に連れられて行った。英はそれを見送りながら、これから逃にげ出したことを含ふくめお叱しかりがあるのだろうなと身構える。

　スノウの青い目が英の方をじろっと見た。英はほんの少し姿勢を正す。

「弟を……助けてくれてありがとう」

　しかしスノウが口にしたのは想像とは違ちがう言葉だった。英は防ぼう御ぎよしようと構えていたので、予定外のことに戸と惑まどった。スノウは続ける。

「あれは、少し特とく殊しゆな立場にあってな。他ほかの王族の子どもよりも、窮きゆう屈くつな立場だから、相手をしてくれる者がいると、本当は助かる」

　さっきあんなに渋い顔をしていたのに、これは本音だろうか。探さぐるようにスノウの耳を見ると、元気がなさそうに垂れている。先ほどのチコと同じだ。ここはもしかして噓うそをつけない箇か所しよなのだろうか。嬉うれしい時にはしっぽを振ってしまう犬みたいな。だとしたら気持ちが隠せない動物っぽさが、ちょっと可愛かわいいな、と英は思った。




　翌日、約束通りに部屋にチコがやってきた。ノックもなしに飛び込んできたのでブランに注意されたが、鳶色の瞳をくるくるさせ、同色の耳と尻尾しつぽが英に会えた喜びを物語っている。

「きのうはありがとう。にいさまの、およめさんだってきいたの。お礼に、これあげる」

　小さな手が差し出したのは可愛らしい黄色の花だった。英は思わず顔をほころばせる。

　受け取ると、そのまま両手を広げて抱だっこをねだられた。可愛くて、英はねだられるままに抱だき上げて、頰ほおを合わせる。

　チコも抵てい抗こうすることなく、英に顔を寄せてきた。うふふ、と子ども特有の高めの笑い声が、そこから英の全身に染しみ渡わたる。この国に来て、初めての癒いやしだと英は思った。

「このお花ね、チコ大好きなの」

　チコがくれた花は薄うす紫むらさきの儚はかなげなものだ。英はつぶさないようにその花をよく見た。

　茜園でも、小さい弟妹たちが四つ葉のクローバーやシロツメクサの冠かんむりをくれたことを思い出す。懐かしくて、頰が緩ゆるんだ。

　英はチコを抱かかえ直して改めてお礼を言った。

「大事な花をくれたんだな。ありがと。チコがこれを好きなのは、可愛いお花だからか？」

「ううん！　にいさまが、昔くれたお花だからよ！」

　スノウが？　チコに花をあげた？

「小さかったころね、おへやに一人でいるの、さみしくてお外に出たのっ。そのときに、いやなこと言うおじさんに会ってねっ」

　王族に？　いやなことを言うおじさん？　チコは部屋に一人でいる？

　チコの言っていることに想像がつかなくて、英は曖昧な相あい槌づちをうちながら続きを聞く。

　話を要約すると、チコが退屈のあまり部屋の外に出た際、嫌いや味なおじさんに嫌なことを言われたようだ。でも、言いつけを破って外に出た自分が悪いと、チコは言い返さず、お説教を聞いていたようだ。

「……でもね、そこににいさまが来てくれて、その人に、ちがうよって言ってくれて！　とってもすてきだったの！」

　そして、この花をよこし、チコの部屋付きの侍女をつけてくれたらしい。一人で寂しくなくなったの、と言うチコにとって、スノウはヒーローらしい。英の膝ひざの上で、時々姿を見かける兄が、いかにカッコいいかを興奮気味に教えてくれた。

　チコの話を聞いているとスノウは、一いつ緒しよに遊んでくれたりはしないらしい。兄弟なのに。王族だと違うのだろうか。疑問に思った。

「スノウとは、一緒に遊んだりしないのか？」

　英の質問で、それまでふわふわだったチコの尻尾がしぼんだ。耳も垂れてしまう。

「……本当はチコも、にいさまと遊びたいのよ。けど、『せいむ』で忙しいからとか、王族たるものもっと学ぶことがたくさんあるとかって言われるの」

　昨日のスノウの様子を思い出す。

　王宮から出られないし、兄弟でも遊べないなんて、この世界の王族って面めん倒どうくさいものなのだな。

　それでも兄を慕したうチコは、健けな気げで可愛かった。英は出来るだけ優しく頭を撫でてやる。

「でね、でね。チコもね、にいさまみたく、お花そだてたいの！」

「にいさまがお花育ててるって……スノウのこと？」

　英は首を傾かしげた。あのお仕事人間な男が花を育ててるなんて想像もつかない。花、とは英の世界でいうところのガーデニングだろうか。水をやっている場面を想像しようとするが、想像力がそれを拒きよ否ひした。時間がないのだから、さっさと咲さけ、と花に言っている姿ならばとても分かるのだけど、と英は思う。

　しかし、きらきらした瞳のチコにそんなことは言えず、「そうか。チコにも出来るといいな」と合わせて答えてやった。

「じゃあこの花は、チコが育ててるのか？」

　英が、先ほどもらった花を指して何気なく言うと、チコがけろっと「にいさまのおんしつの近くで咲いてたから、チコが水をあげて育ててたの」と答える。

　ところが、これがとんでもないことだったらしい。ブランがすごい勢いでこちらを向いた。

「チコ様っ！　またスノウ様の温室に近寄ったのですか！　危険だから近づいてはいけないと何度も言われているでしょう！」

　昨日に引き続き、チコが腕うでの中でびくっと跳ねる。小さな口が失敗した、というように小さな手でふさがれる。英が思わず抱きしめてしまうと、チコは英の腕の中で小さくなる。ブランはそれを見て、声を尖とがらせた。

「英様、甘やかしてはいけません。いいですか、チコ様。スノウ様は意地悪であなたに温室の側そばへの立ち入りを禁じた訳ではありません。危ないから近づいてはいけないとおっしゃったのですよ」

　言い聞かせるような言葉の調子だった。英は首を傾げる。

　普ふ通つうの温室なら子どもの情操教育には良さそうなものなのに。「危ないから」とはどういうことなのだろう？

「なにが危ないんだ？　危険な場所に建っているとか？」

　疑問に感じてブランに尋たずねると、彼は一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせた。

「……そんなところです。とにかく近寄ってはいけませんよ」

　冷たく釘くぎを刺さされて、チコの耳がしゅんと垂れ下がる。

　子どもが思いもよらない行動を取るのは、茜園の子どもの面倒を見てきた英にもよくわかる。出来るだけ危険からは遠ざけるべきという意見もわからなくはないが、経験もさせず、なんでもかんでも一ひと括くくりに禁止してしまうのは可哀かわい想そうではないだろうか？

「なあ、温室じゃなくても、お花って育てられないの？」

　この世界のことはよく分からないが、茜園で英はミニトマトやナスを育てていたし、簡単な鉢はち植うえだったら室内でも育てることは出来た。植物を育てることにかけては、わりと得意なつもりだ。

　垂れ下がってしまったチコの耳をつまんで持ち上げながら、英は笑ってみせた。




「英、ここに置いてあるこの器うつわは何だ。中身は土か？」

　チコが勉強の時間だとブランに連れられてから数分して、入れ違うようにスノウが入ってきた。床ゆかの、邪じや魔まにならなそうな場所に置いたつもりだったが、すぐに気付いたらしい。隠かくすものでもないので英はあっけらかんと答えた。

「それはチコの花だよ。チコが花を育てたいっていうから、危ないところじゃなくてオレの部屋で育てればいいって思ってさ」

　スノウの青い目が丸くなる。英は先ほどまでいたチコの余波でか、それが妙みように可愛らしく見えて、笑みを零こぼした。

　それは英が初めてスノウに笑いかけた瞬しゆん間かんだったが、英は相手が虚きよを衝つかれたような顔をしていることに気付かないまま、説明を続けた。

　あの後、英はブランに頼たのんで小さなプランター代わりになりそうな器と、土と、花の種を持ってきてもらった。そんなに大きくなければ一緒に室内で育てられると思ってのことだった。

　予想通りその提案にチコは大喜びし、一緒に土をならし、種を蒔まき、水をやった。最後に一緒に「大きくなぁれ」と声こえ掛がけまでした。完かん璧ぺきだ。

　異世界だから手順が違ったらどうしようかと思ったが、こっちの世界でも、植物の育て方は大差はないらしいし、種や土も一見して違いはないように見えた。

　普通の花から、どうしたらあんなパンとか肉の味の花が育つのかは英にはまったくわからないけど、今回は普通に綺き麗れいな花が咲く種を選んでくれたらしい。思い返すだけで、チコのバラ色に上気した頰を思い出して口元が緩ゆるむ。

　スノウは何か考え込むような顔をしてから、ややあって口を開いた。

「ふむ……英は、子どもが好きか？」

　直ちよく截せつな問いかけに、英は首を捻ひねった。好きか嫌きらいかで問われれば、もちろん英は子ども好きな方だ。育った茜園でも面倒をよく見ていたから扱あつかいも上手うまいし、チコくらいの小さい子は、無条件に可愛いと思う。

　しかし何でそんなことを聞かれるのだろう。

「もちろん好きだけど。オレ、十七人兄弟の長男だし」

　それぞれ親は違うけど、一つ屋根の下で育ってきた仲間は本物の兄弟同然だ。

　嫌いだったら生きていけない。毎日戦争だよ、と茜園での生活を思い出して笑うとスノウはまた戸惑ったような顔をする。

「先ほども思ったが……英は、そんな顔で笑うのだな」

　そう言って、スノウもはにかんだように笑った。

　そんな顔？　英は一いつ拍ぱく遅おくれて自分の仕草や行動を思い出して、笑われるような変な顔だったかと恥はずかしくなった。顔を赤らめて俯うつむこうとするのを、スノウは不思議そうに見ていた。

「では。子ども好きな英を、連れて行きたいところがある」

　銀色のキツネ姿になったスノウが、英の手にいつもの青い布を渡してくれた。




　スノウの背中に、英は落ちないようにしがみついていた。乗馬の経験などないが、こんな感じなのだろうか。本当に飛ぶような速度だった。英は耳元で風を切る音を聞く。

　四ツ足で走るので上下動は確かにすごいが、時々青い目がこちらの様子を見ながら走ってくれるので困ることもなかった。後ろには同じくキツネ姿になったブランがついてきているので、たぶん落ちても何とかなるだろうという安心感もある。

　そう短くない時間を、その背中で過ごして到とう着ちやくしたのは、小さな集落だった。

「王様だ！」

　集落の入り口で、小さな子どもたちが集まってこちらに手を振ふっている。走るスピードを落としたスノウが、緩やかな足取りでそちらに向かう。

『みな息災か』

　その言葉に、子どもたちは「元気だよ」「こないだちょっとだけケガした」などと言いながら次々にスノウの頰や口元に、自分の頰を寄せてくる。まるで動物のグルーミングのようなそれに、スノウもされるがままだ。鈴すずなりに集まってくる子どもたちに続いて、大人もやってきて声を掛ける。

「国王陛下、お忙いそがしい中ようこそおいでくださいました。子どもたち、ご挨あい拶さつが済んだら陛下を集会所にご案内しなさい」

　スノウが英を背中から下ろして人の姿を取ると、その大人は驚おどろいたような顔をした。英に気付いたからだろう。英も顔を隠したまま、ぺこりと頭を下げる。

　迎むかえ入れられたのは、集落の中で最も大きな家だった。広い入り口を、スノウに続いて入ると、中から賑にぎやかな話し声と、僅わずかに赤ん坊ぼうの泣き声がした。

「遅おそくなってすまなかったな。長く待たせた者は、もうすぐ一歳になってしまうのだったな」

　スノウがそう言いながら部屋に進んでいくと、待っていたらしい四人の女性が一様に立ち上がって頭を下げた。全員がその腕に、赤ん坊を抱かかえていた。

「名前と性別を教えてくれ」

　スノウは用意された椅い子すに腰こしを落ち着けてから、差し出される赤ん坊を抱だき上げて言った。最初の女性が差し出したのは女の子で、スウィフトと言うらしい。スノウはブランが持参していた水を一いつ滴てき、赤ん坊の額に垂らしてから同じところに一枚花びらを置いて、そこにそっと口づけを落とした。その一瞬、花びらが発光する。

「……スウィフト、よく生まれてきたな。お前の母のように、賢かしこく強い女性に育てよ」

　口を離はなしてスノウがそう呟つぶやく。母親の手に返された赤ん坊の額には、ぼんやりと花びらの跡あとが残っていた。次の女性がスノウの空いた手に自分の子どもを託たくす。英が最初の赤ん坊をじっと見ていると、ブランが静かに耳打ちをして教えてくれた。

「あれは王から誕生の祝福を賜たまわった証あかしです。祝しゆく寿じゆ花かという花びらですよ」

「あの跡は残るの？」

　額を指しながら英が聞くと、ブランは首を振った。

「いいえ、あれは茎くきの方ではなく、花びらなので二日か三日で消えますよ」

「へぇ、茎の方だと消えないんだ」

「ええ。母親たちの薬指をご覧ください。ぐるりと囲んだような跡があるでしょう」

　指示されてそっと見やると、確かに言われたとおり女性たちの指には、輪のような何かの跡が見えた。

「あれは夫ふう婦ふが結けつ婚こんの誓ちかいを立てるとき、お互たがいの指に、この祝寿花の茎を巻いて口づけ合うんです。あの跡は、生しよう涯がい消えることがない」

　なるほど、と英が納なつ得とくしていると、スノウが集まった赤ん坊全員に祝福を終えたらしい。

「こんな遠いところまで本当に申し訳ございません、陛下」

「乳ち飲のみ子を連れて王宮まで馳はせ参じるのは難しいので本当に助かります。ありがとうございます」

　めいめい自分に感謝する女性たちを眺ながめてから、スノウは周囲を見回すように首を傾かしげて尋ねた。

「キットはおらぬのか。確か先々月が産み月だったはず」

　その言葉に、女性たちが顔を見合わせる。

　彼女たちに動どう揺ようの色が見て取れて、スノウは硬かたい声を出す。

「まさか、死産だったのか？」

「いえそんな！　ちゃんと男の子が生まれましたよ！……ただ……」

　女性たちが声を潜ひそめた。一人が思いきったように顔を上げて言う。

「キットの一番上の息子むすこが、国外再建派に参加しているのです。陛下はこの地に残ることを希望なさっているから、合わせる顔がないと……」

　スノウが、納得したというように頷うなずいた。

「ああ、オオミミのことか。確かにクルペオの先せん遣けん部隊に随ずい従じゆうしたことは知っている。危険が伴ともなう試練によく志願してくれたと思ったものだ」

　女性たちが、え、と顔を上げた。スノウは微笑ほほえんで言った。

「私の意見と同一であろうと、異なろうと、誕生の祝福には一いつ切さい関かかわりのないことだ。それに反対意見の国民は許さないなどと言ったことは、一度もない。オオミミは自分でよく考え、一番可能性があると思ったことをしただけだろう」

　スノウは女性のうちの一人にキットに今言ったことを伝えて、来られるようなら来てくれと伝えるように頼んだ。一時間待って来ないようなら、それが意志だと理解すると言って。

　女性たちが退出し、誰だれもいなくなった集会所で、ブランが長いため息をついた。

「……一時間ですか……こうしている間にも……書類が」

　スノウは耳が痛いことだ、と呟いて姿勢を崩くずした。傍そばに立ったままだった英に椅子を譲ゆずって、立ち上がり伸のびをして入り口の方へ歩いて行った。

　そこから集落全体が見み渡わたせるようだ。英も興味を惹ひかれて、その近くへ寄っていく。

　集落は小高い丘おかの上にあった。

　英とスノウのいる集会所は、丘の切り立った部分に建っていて、入り口を出た道の先、数メートルもしないところから崖がけが下へと続いている。

　そこから吹ふき上げる風に、身にまとっていた青い布が翻ひるがえってしまい、英は姿勢を崩しかけたが、その背をスノウは押さえて「落ちないように気を付けろ」と言う。

「……来るといいね」

　英はスノウの視線が遠くを見ていることに気付いてそっと呟いた。来なければそれが答えだと思うなんて言っていたが、その本心は違ちがうのだろう。スノウの手が、胸むな元もとにあるヒモで下げた小こ袋ぶくろを握にぎっているのを見て英は黙だまった。

　その袋には、何が入っているのか。英は何故なぜかずっと気になっていた。癖くせなのだろうか、考え込むような表情をするとき、スノウはそれに触ふれていることが多いように英には思えた。

　また風が強く吹いた。

　スノウに聞いてみようと口を開いた英は、その青い目が集会所に向かってくる女性の姿に、見開かれるのを間近で見た。

「キット……！」

　スノウが名前を呼んだ。早足気味の女性の、その手には赤ん坊が抱かれている。

　集会所に入った女性は深々とスノウに頭を下げた。

「……息子が逸はやったマネをいたしました。スノウ様の御お心こころに背そむくようなことを……」

「良いのだ。謝ることではない。その……後ろにいるのは、シマか？」

　スノウは、ほろほろと涙なみだを流すキットから、赤ん坊を受け取った時、顔を覗のぞかせた少年の名前を言い当てた。キットはそうです、とスノウの前に少年を押し出して挨拶をさせた。恥ずかしがりやなのか、少年は会え釈しやくをしたっきり口を開かない。

「シマ、そなたが生まれたときのことをよく覚えているぞ。亡なき父上のスジオ殿どのそっくりで、集落中の話題になったな」

　スノウにそう言われて少年は顔を赤らめた。その首元を見て英は、おや、と思った。

「そのペンダントはどうした。美しい翡ひ翠すいだが、少しシマには大ぶりすぎやしないか」

　スノウも同じことを思ったらしく、英の代わりのように質問をする。しかしシマはそれには答えず、ぷいっと表に出ていってしまった。キットは息子のその態度に青ざめて、叱しかりつけようとしたが、スノウがそれを止めさせた。

　それよりもまずは、と腕うでの中の赤ん坊に祝福をする。

「セチュラよ。よく生まれてきてくれた。……そなたの兄と、亡き父は勇ゆう敢かんな男だ。そなたも勇敢で優やさしく、自分の信じた道を貫つらぬける男になるのだぞ」

　キットが両手で顔を覆おおって嗚お咽えつを漏もらす。スノウが額に口づけをしてから、赤ん坊を返す。その受け渡わたしをしながら、スノウは暮らしぶりや、困ったことがないかを聞いていた。

　英は込み入った話になりそうなので席を外そうと、その場から離れる。そうすると、先ほどの少年がどこに行ったのか気になった。表情が気になったのだ。茜園にやってきたばかりの子どもたちがよくする表情に似ていたからだ。良くないことを思い詰つめていることが多かった。

　何でもないならそれで良い。

　様子だけ確かく認にんしようと思い、姿が見えないので周りをぐるっと探すと、集会所の崖になっている裏手側にその後ろ姿を見つけた。

　あっと小さく声が出た。少年は、周りにあまり注意もせず、胸元につけていたペンダントと、足元だけを見て歩いている。

　こういう時の嫌いやな予感はよく当たる。英は駆かけだしていた。

「危ないよ！」

　崖のすぐ近くまで来ていた少年は、英の声の大きさに驚いたようだった。両手をびくっと硬こう直ちよくさせる。その衝しよう撃げきで首から外して持ち歩いていたらしいペンダントが、鈍にぶい緑色の光を放ちながら崖の方へ転がっていく。

　少年はそれを追った。英も危機は去っていないと追いかける。

「危ないって……！」

　少年の身体からだを両りよう腕うでで捕つかまえることに成功した英は、集会所の方へ引き寄せようとして、激しい抵てい抗こうにあった。

「放してよ！　兄ちゃんのペンダントが！」

　二人の視線の先で、傾けい斜しやのついていた崖からペンダントが落ちた。少年が「あ」と叫さけんで更さらに激しく暴れ出した。その騒さわぎにスノウも気が付いたらしく、「英」と名前を呼びながら近づいてきた。

「あっ」

　子どもを抱かかえた英の身体が崖の方に傾かしぐ。踏ふみとどまろうと踏ん張った足元に、運悪く青い布がまとわりついていてバランスが取れなかった。

　まずい、と英は子どもを守ろうと強く抱だきしめた。

「英！」

　スノウの声が徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　ふわっと身体が宙に浮うき、次にくる衝撃に英が身構えていると、突とつ然ぜん身体ごと上に引き上げられた。

「!?」

　目を開けると、そこは崖の途と中ちゆうだった。首の後ろの布を引っ張られるようにして、キツネ姿のスノウに支えられている。引き戻もどされてから、英は少年にケガがないことを確認してほっと息をついた。

『何をしているんだ、お前は！』

　キツネ姿のままのスノウが英に詰め寄る。

「だって、この子が崖から落ちそうになってたから……」

　説明しようとした矢先に、先ほどの少年がひらりとキツネに姿を変えて、崖を軽々と下りていく。そして途中で引っかかっていたペンダントを咥くわえて、来た道を走り戻ってきた。

「え？　ええ？」

『英、この程度の崖では我らはケガなどせぬぞ』

　そうだ。彼らは子どもであってもキツネになれるのだ。そして、昔見た動物のテレビ番組ではキタキツネが、このくらいの崖を軽かろやかに駆け下りていた。

　つい自分と同じと思って、慌あわてて飛び出してしまった向こう見ずさに恥はずかしくなった。助けようとした英の方が危ない。

　過去の後悔を繰くり返したくないと思う気持ちが強すぎて、余計なことをしてしまったのだ。

「……余計なことしてごめんね」

　英は失態を察して、戻ってきた子どもに謝った。人型に戻った子どもはそんな英を見て左右に首を振ふった。

「どうしたの？」

　少年は、ペンダントを持って英に何か話したそうにしているけど、人の姿になって隣となりにいるスノウのことも気にしていた。ちらちらと視線を感じたらしいスノウも気が付いたようだ。

「私がいると話しにくいことがあるようだな。先にあちらに戻っているぞ、英」

　スノウの後ろ姿が集会所に消えるまで、少年は黙っていた。英は様子を見ながら声を掛かける。

「そのペンダント、大事なものだったんだろ？　無事に拾えてよかった」

　少年はスノウの後ろ姿が消えた集会所から、今度は英に視線を移す。幼い顔に、似つかわしくない決意の表情だった。

「拾えたから大だい丈じよう夫ぶ。……あなたは、国王陛下の新しい部下のひと？」

「ち、違うよ」

　じゃあ何？　と聞かれて言葉に窮きゆうした。

「一応、花はな嫁よめ……ってことになってる」

　そう答えると、少年は顔を輝かがやかせた。言わない方が良かったか、と英が反省する間もなく、子どもは英の腕の中に飛び込んできて、矢や継つぎ早にまくしたてる。

「ほんとに？　じゃあ、お願いがあるんです！　僕はシマって言います。陛下に、はやくこの国を安全なところに移動させてって言って欲しい！　オオミミ兄さんが先に行ってるんだよ。父さんが花の毒で死んだ後、この国にこのまま住むのは危険だって教えてくれたんだ！」

　英は勢いに気け圧おされて、口を噤つぐんだ。シマは更に続ける。

「兄さんはきっと暮らしやすい土地を見つけて迎むかえに来てくれる！　そうしたら、みんなこんな怖こわい花から逃にげなくて済むようになるんだよ」

　そう言うシマの、その笑え顔がおは期待に溢あふれていた。英は、希望を語るシマの右手の薬指と小指が白く固まっていることに気付く。シマは懇こん願がんを続けた。

「お願いだよ、花嫁様。このペンダントは、兄さんとの約束の証あかしなんだ。再会するときまで絶対になくさないって約束したんだけど……でももう、住んでる家のすぐ近くにまで、死の花が来てる。もう僕もお母さんと弟を連れて、国境を越こえる覚かく悟ごをしたよ」

　シマの口調は勇ましい。先せん遣けん隊で第一線を務めている兄が、希望を持ち帰ってくれることを信じているのだろう。そしてそれは、迫せまってくる死の花の恐きよう怖ふに打ち勝つための、シマの心の支えであり、唯ゆい一いつの解決策になっているのだ。

　三賢花衆のクルペオという男と同じで、スノウと違ちがう考えを受けて、英はうんともいいえとも言えず、ただ抱だき付いてきた子どもの熱を感じながら、困こん惑わくしたまま空を振り仰あおいだ。

　この国はどうなるんだろう。そして、スノウはどういう決断をするんだろう──。




　スノウと十分に話をしたらしいキットが、何度も何度も頭を下げながら戻っていく。

　英は自分に向けてシマが何度も「頼たのんだよ！」と手を振るのに、何とも言えない気持ちで手を振り返した。

「すっかり打ち解けたようだな。しかし、先ほどの行動には肝きもを冷やしたぞ。自分が死ぬかもしれないのに、飛び出していくとは……。向こう見ずにもほどがある」

　スノウの言葉と、姉の菫の言葉が重なった。何だか懐なつかしくなる。

「やらずに後で、こういうことが出来たかもしれないって悔くやみたくないんだ」

　それは忘れもしない、あの菫が施し設せつにやってきたときだった。

　よく晴れた春の日だった。児童福ふく祉し司しに連れられたアザだらけの黒髪の少女を追いかけて、酒気を帯びた菫の父親が園庭に乱入し、子どもたちに殴なぐりかかったのだ。男の侵入に、最初に気付いたのは、園庭のジャングルジムの頂上にいた英だった。菫や、みんなを守らねばと思ったことを覚えている。しかし急いでジャングルジムから下り、立ち向かおうとしたところで、足がすくんだ。

　あまりに菫の父親が大きく、その手から振るわれる暴力に恐怖を感じたせいだ。

　そして、英の目の前で菫に刃物が振りかざされ──。

　そこまで思い出して英は強く目を瞑つぶる。

「あの時、オレが後ろから飛びついていれば、菫姉さんはケガをすることはなかったのにな、って」

　そうすれば、胸むな元もとに傷が残ることもなかった。どんなデザインのドレスでも、着られたはずだ。ホルターネック以外だって、好きなように選べただろうに。

　言ったって仕方のないことで、誰も英を責めることはなかったが、それはずっと英の中に残る後悔だ。

「それから、考える前に行動しちゃう悪い癖くせがついちゃったんだよな」

　スノウは呆あきれたように眉まゆをひそめた。

「まったく……。それから英はまったく変わっていないということか。英の家族の心労が思いやられるな」

「でも、そのおかげであのシマって子と仲良くなれただろ。子どもには時には捨て身の行動が大きな味方になるんだよ」

「それで、そのシマに、何を、頼まれたんだ？」

　気の重い先ほどの話を思い出し、英はため息とともに言われたことを全すべて白状した。

　スノウはそれを最後まで聞いてから、一息ついた。英には何の相あい槌づちもうたず、ブランに声を掛けた。

「ブラン。英と、墓へ参りたい。……先に戻っておれ」

　英は何のことだと顔を上げる。それを聞いたブランは、ほんの少しだけ苦い顔をしたが、渋しぶ々しぶといったように頷うなずいた。

「……非常に、非常に不本意ではございますが……分かりました。決裁書類は急ぎのものだけ選えり分けておきます。母に、よろしくとお伝えいただければ」

　その返答にスノウは喉のどの奥で笑って、了りよう解かい、といつもよりフランクな言こと葉ば遣づかいでブランの背中に触ふれた。




　墓参りと言われてもさっぱり分からなかったが、大人しくスノウの肩かたで流れていく景色を見る。空が東から暮れ始めているのを見て、一日があっという間だと思い起こした。

　色々なことがありすぎて、もっと短かったように感じるが、目まぐるしさで感覚が狂くるっているなと思った。

「あれ？　あのでっかい石せき碑ひ見たことある……ここって」

　英は前方に見えてきたものに、伏ふせていた背中から少しだけ顔を上げる。

「ああ、お前が最初に現れたときに逃げ込んだ場所だ」

　そう言ってスノウは緩ゆるやかにスピードを落として英を背中から下ろした。ピンクの絨じゆう毯たんのように一面に広がる花の上に英は足を載のせてゆっくりと歩を進める。

　ここは、あの日、英が初めてこの世界にやってきたとき、走りこんだ死の花畑だ。

　あのときはただの花だと思い、何故なぜスノウがあんなに驚おどろいたのか、分からなかったが、今見ると国家を揺ゆるがす毒の花の群生地なのだ。

　あんな顔になるのもしょうがないことだ。自分に効果はないと分かっていても、これがこの国を苦しめている毒花だと思うと歩き方に慎しん重ちようになりもする。

　振り返りながら、英はこの大きな石碑の前でスノウに怒ど鳴なられたことを思い出す。

「……そういえば、あのとき墓を横切るなって怒られたんだっけ」

　いつの間にか人型に戻っていたスノウは、隣を歩く英の言葉にゆっくり頷いた。

「ここは、この国の墓地だ。……男女も老いも若きも身分の高い低いもなく共に、この地に眠ねむる。ゆえに、この国の墓は、あの石碑ひとつだ。みなあの石碑に手を合わせる。各おの々おのの心に思う者に語り掛けながら」

　見上げるような大きな石は、墓参するものの象しよう徴ちようなのだろう。だが、とスノウが言葉を区切る。

「……二年前に、この墓地も少しずつ死の花に侵しん食しよくされ始め、今ではこの通りだ。墓前に参れるのは私だけになってしまった」

　スノウは石碑の前で立ち止まった。英もその横に立つ。

「だから、こうして来るのだ。国の者たちが参りたい気持ちを代表して」

　スノウは目を瞑つぶって手を合わせる。同じように英も手を合わせた。祈いのる相手におぼえはないけれど、どうか安らかであれと思う気持ちだけ捧ささげた。

　祈りに静かな風が立つ。

　英が目を開けると、真横ではスノウが腕うでを組んでいる。

「あ、ごめん。何かそういう空気かなって思って」

　縁えんもゆかりもない人間が手を合わせるのはおかしかったかと言い募つのる。スノウはそういう意味ではない、とゆるやかに首を振ふった。

　風が吹ふき、二人の周りで死の花の花粉が舞まう。

　英は周囲を見み渡わたして言った。

「こんな生えてるんだ……いきなりこの国に来て数年でこんなになるなんて、すごい繁はん殖しよく力の花なんだね」

　視界の及およぶ限りが死の花だ。しかし、スノウは首を振った。

「いや。死の花自体は元よりこの国に古くからあるものだ」

「そうなの？」

　外来種だと思い込んでいた英は、予想外だと目を見開く。スノウは英の驚きに、頷いてから続ける。

「そうだ。ごくごく狭せまい山さん岳がく地域に、ほんのわずかに咲さくだけの毒花だったのだ。もちろん人の生活する地域になど咲いたことはない。それが、この数年で変化が起きた。英、足元の花を一本抜ぬいてみよ」

　言われるまま、英は手を伸のばして死の花を引き抜く。

　するとその後に起きたことに、英はあっと声を上げた。

「待って、抜いたとこから……また芽が……」

「それがこの花の恐おそろしいところだ。踏ふみつけても、抜いても、燃やしても、増えていく。だから我々は死の花を見つけても、触れない、刺し激げきを与あたえないということを子どもの頃ころから徹てつ底ていして教わってきた。……それで共存をしてきたはずだが、この数年で何かが起きたのだ」

　死の花が増えるような意図的な何かが、とスノウが呟つぶやく。

　英は手にしていた花をそっと土に置く。するとその死の花は、恐ろしいことに、土の中に根を伸ばし始めたのだ。抜いたばかりだというのに。

　その光景に震ふるえあがった英は「本当に、何も方法はないの」と呟いた。

　スノウは英の問いかけに対して、真一文字に引き結んだ唇くちびるの奥で唸うなってから、ようやく渋々と言う風に口を開いた。

「……唯ゆい一いつの、天敵の花がある」

　英は顔を上げた。死の花の天敵。その言葉は輝かがやいて見えた。

「じゃあ、それを植えれば解決するんだね」

　簡単なことのように思えた。英は「解決」の言葉を出しながら、ならば何故この国はこんなにも悩なやんでいるのか、大きな疑問に襲おそわれる。スノウは苦々しく言う。

「それがそう簡単な話ではないのだ。……それは、【命の花】という幻まぼろしの花でな。私もこれまで一度しか見たことがない」

「命の花」

　英はスノウの言葉をなぞるように繰くり返す。スノウは疲つかれたように頷いた。

「私は子どもの時分、豊ほう穣じようの一族に会ったことがある」

　命の花、そして豊穣の一族。

　その言葉は、どこかで聞き覚えがあった。スノウが補足するように「その一族も幻と言われている」と言った。英は、三賢花衆の中の老女が言っていたことを思い出した。

「城にいるのに飽あきて、こっそり外に花を摘つみに行ったときのことだ……相手も幼い子どもでな、母を亡なくして泣いていた。慰なぐさめて、家まで送ろうとしたが、さすがに幼くても隠かくれるのが得意な一族だ。溶とけるように消えてしまった。……しかし、その子どもが涙なみだを落とした土の上に、見たこともない青い花が咲いていた」

「……それが、死の花の天敵？」

「そうだ。試ためしに抜いてみて確かく認にんしたから間ま違ちがいない。命の花も死の花同様に、抜くと増える。周囲の枯かれかけた花や、私の手のひらの小さな傷なども癒いやしてくれた」

　英は思い出すように手のひらを見るスノウに問いかける。

「そのとき、命の花は増やさなかったの？　抜き続ければ増えたんじゃない？」

　スノウはそうだな、と呟いたが、すぐに苦く笑しようしながら首を振った。

「そのときは、自し然ぜんの摂せつ理りに反するようなことは出来なかった。私たちは花と生き、花に生かされているからな。……それに、死の花と命の花は、天敵だが隣となり合うような植物だ」

　風がまた強く吹いて、英はスノウのマントに顔を埋うずめる。

「死の花が限界まで咲いた土地には、命の花が咲くと言われている」

　強風が通りすぎた後の静せい寂じやくに響ひびいたその言葉に、英は目を瞠みはった。

「だが、その限界がいつ来るかは誰だれにも分からぬ。もしかするとこの国ひとつでは足りぬのかもしれない」

　スノウは胸むな元もとの小こ袋ぶくろに触ふれる。

「いま……命の花が見つけられれば、この国が救えると思う。あの青い花を見たことがあるのは、私だけだからな」

　強固な意志を感じる声こわ音ねだった。英は何も言えなくて、ただ花の平原を無言で見つめる。

　また風が吹くが、やはりどちらも何もしゃべらなかった。

　英は不思議と沈ちん黙もくが心地ここちよいと感じた。　>>>♥

「……今から話すのは、独り言だ」

　その穏おだやかな沈黙を破ったのは、スノウの声だった。

　英は無言でその続きを待った。

「クルペオの策は、ある意味で正しい。強い者だけなら、たしかにこの土地にこだわらず、新天地を探すべきだ」

　少し強めに風が吹いた。日暮れのせいもあってか、その風は冷たい。

　スノウは続ける。

「しかし、国には幼子を連れた者や、年老いて逃にげられない者も多くいる」

　その手が胸元の小袋を強く摑つかんだ。スノウの目が、陽ひが落ち始めた空を射るように見た。

「弱い者だからと言って、捨てることは出来ない。すべての国民が、幸せで平和に生きられるよう国を守るのが私の役目だ。……たしかに時間はないし、道も限られているが、必ずやってみせる」

　英は無言でいる。陽が落ち始め、その場を橙だいだいに染めていった。その橙がスノウの銀色の髪かみにも当たって、きれいだなと思ったのだ。

　スノウが言った。

「英、この光景を見ろ」

　促うながされて顔を上げた英は、息を吞のむ。

　夕暮れの茜あかねがかった橙色の光が、空も森も、死の花畑も、すべてを赤く染めている。

　花畑の中には、死の花以外の花もいくらか存在していたが、それらもすべて同じような色に見えた。

「夕日が満ちれば、みな等しく同じ花に見えるだろう？」

　英の心を読んだようにスノウは言った。

「……私は、この国が好きだ」

　遠くを見るようなスノウの目には、きっと死の花のなかった頃の情景が見えているのだろう。強く小袋を握にぎるスノウに、英はただ首を振るだけの相あい槌づちをうった。

「……出来れば捨てたくない。死の花に打ち勝ちたい。……生まれたこの国で生きて、同じ地で死にたい」

　歌うような言葉だった。それが噓うそ偽いつわりのない、スノウ個人の言葉なのだと英は思った。

　陽が落ちて、周囲が暗くなるまで二人はその場にいた。




　英の部屋の真ん中で、チコがふくれっつらをしている。

　耳もぴんと立ち、尻尾しつぽもほっぺた同様ふくれていた。夕食を終えて、部屋着に着き替がえた英は、「何に怒おこっているんだ？」と思いながら、チコを抱だっこしようと両手を開いて近づいていく。

　その足元に、今日の昼間にチコと一いつ緒しよに植えた花の種の器うつわがあったので、何気なく見た。土の上にぴょこりと緑のものを見つけた気がして、え、と驚おどろきの声が漏もれる。

「べんきょうおわって、戻もどってきたら、英がいなかった。ごはんもひとりでたべた」

　英は驚きを抱かかえたまま、今度はチコの言葉が予想外で面めん食くらった。抱き上げようとした英の手から、チコは距きよ離りを取って、鳶とび色いろの瞳ひとみに涙を浮うかべながらもう一度言った。

「遊んでくれるって言ったのに！」

　しまった。英は遊びのルール確認が不十分だったと自分の失態を悔くやむ。

　子どもと約束するときは、大人の暗あん黙もくの了りよう解かいは通じない。「遊ぶって約束はしたけど、午前中に遊んだから、午後は良いでしょ」というのは大人の勝手な認識なのだ。子どもからすれば何時から何時、と言われなければずっと遊んでもらえると思うものだ。特にチコくらいの年ねん齢れいで、遊びに飢うえていたならば、その傾けい向こうは顕けん著ちよだ。

　しかしスノウは目を尖とがらせてチコに注意を飛ばす。

「チコ、わがままを言うな！　英も忙いそがしいのだぞ」

　チコは納なつ得とくがいかぬと頰ほおをふくらませてしゃがみこんだ。スノウもその態度にイラッとした様子だ。また何かを言う前に、英はスノウを両手で押しとどめる。

「あ～、スノウ。スノウ、それくらいにして」

　むくれたまま、涙目で英を見るチコの前に、同じくらいの視線になるように、しゃがみこむ。

「チコ、約束やぶってごめんな。出かける前に、いってくるねってお話しするべきだった。オレが悪い……で、オレはチコと仲直りしたい。どうしたらいい？」

　チコは潤うるんだ目のまま、英をじーっと見つめる。英も目を逸そらさず、チコの反応を待った。

「……ブラシ、してくれる？」

　可愛かわいくむくれたその口から唐とう突とつに出た言葉に、英は首を傾かしげた。察したようにスノウが部屋の引き出しから何かを取り出して、英に渡わたしてくれた。

　持ち手に凝こった装そう飾しよくのされたブラシだった。受け取った英の「なんだこれ」という顔にスノウが補足するように口を開く。

「そこに座って、コレをかけてやれ。背中から尾おの流れが気持ちいい」

　言われるまま指示されたソファに腰こしかけると、その膝ひざの上にチコが飛び乗ってきた。英は、ちらりとチコとスノウの尻尾を見比べる。確かにチコの尻尾は毛並みがボサボサしていた。子どもの整せい髪はつみたいなものか。納得する。

「これで、こう？」

　言われた通り、背中から尻尾への毛流れに沿ってブラシをゆっくり動かす。フワフワした尻尾はところどころにからまったところがあり、そこを梳ときほぐしてやった。

　根元から毛に沿って押し引くように梳すく。スノウに視線で「これで合っているか？」と問うと無言で頷うなずかれる。

　最初はおっかなビックリだったが、勝手が分かると触さわり心地の好い尻尾のブラッシングは楽しかった。絡からまっていたところを梳いたり、細い切れた毛を取ってやったりしているうちにチコの尻尾はみるみる整ってくる。

「あれっ？　チコ……？」

　先ほど見比べたスノウの尻尾と同じくらいの整い方になった頃ころ、ふと英は自分の膝の上に伏ふせているのが一いつ匹ぴきの子ギツネになっていることに気付いた。

　子ギツネは膝の上に伏せたまま、両脚を前に差し出し、ぷうぷうと寝ね息いきを立てている。人型だったときの髪と同じ茶色の毛並みを英は思わず撫なでた。

「気持ちいい……」

　英は園の近くに来る野の良ら猫ねこしか触った経験がなかったが、それの滑なめらかな触り心地とはまた違ちがって、キツネの毛並みは外側に生えるしっかりした毛と、その下にあるふわふわした毛がそろっている。身体からだのラインに沿って手のひらで撫でると、たまらない心地がした。柔やわらかいとは別の感覚で、気持ちがいい。

　これは役得とばかりに英は膝の上の子ギツネを可愛がる。側そばでイスに座るスノウが腕うでを組んだまま何も言わなかったので、そのまま続けて耳や額のあたりの柔らかい毛並みを堪たん能のうする。

　撫でられるのが気持ち良いのか、チコの身体はどんどん力が抜ぬけていく。

　リラックスしてみるみる平べったくなっていく身体に、スノウと目を合わせて声を出さずに笑い合った。




「チコ様いらっしゃいますか？　お休みの時間ですよ」

　扉とびらの向こうからチコを呼ぶブランの声に、スノウが小さく笑う。ブランに手て渡わたそうと、英の膝の上で眠ねむっていた小さな身体を起こさないように静かに持ち上げようとして、その小さな前脚に阻はばまれる。

「あぁ～、寝ね落おちの子によくあるやつ……」

　眠っているはずのチコの前脚が、英の部屋着の裾すそを摑つかんだまま、外れそうにない。チコを持ち上げたスノウは困ったように、その小さな脚を辿たどった。

「いいよ。無理に外して起こしちゃったら、可哀かわい想そうだ。夕飯も終わったし、一緒に寝ちゃう」

　そう言うと、スノウも「ふむ」とだけ言って、扉の前で待つブランに何かを伝えに行ってくれた。




　英はチコをひっつけたまま、寝支度をする。ベッドは普段英とスノウが二人で寝ても広々としているから、小さなチコが一人が増えたところで余裕だ。

　チコを起こさないように中央に寝かせ、冷えないように布ふ団とんをかける。

　小さな寝息をたてる寝顔を眺ながめていたら、ふとベッド脇わきに立ちすくむスノウの姿が目に入った。

　何を突っ立っているんだろう？　いつもみたいにベッドに入ってくればいいのに。

「どうしたんだよ？　そっち側にスノウも寝られるだろ？」

　スノウも疲つかれた顔をしている。今日は背中に英を乗せて長距離移動をしていたのだ。疲れていないはずがない。

　ところが、スノウの口から出てきたのは意外な言葉だった。

「……私も一緒に寝るのか？」

　一瞬、どういう意味だろうと訳が分からなくて、英は茫ぼう然ぜんとしてしまった。

　養護施し設せつでたくさんの兄弟と暮らしてきた英にとって、家族と一緒に寝ることはごく自然なことだ。一人で寝るのが怖いという子もいるし、冬は暖房代わりになって暖かい。

　それに、チコは一人が寂さみしいと言っていたから、たまには兄弟で温ぬくもりを分かち合うのも安心出来ていいのではと思ったのだが。

「……ほら、兄弟水入らず、っていうじゃん」

　こちらの世界にそんな言葉があるかは知らないが、動物の兄弟がくっついて寝るように、生物にとって共通の認識なのではないのだろうか？

「我ら王族は授乳期を越こえると自室を与えられ、一人で寝るよう教育される。私は物心ついてから、親とも一度も一緒に寝たことはない」

　困こん惑わくしたようにスノウが告げるのを見て、英は彼が一般市民とそもそも育ちが違うことを改めて認識した。

　親離れも出来ないうちから、王宮の広い寝室の広いベッドで一人で寝かされるのは、どんな気持ちがするんだろう？　寂しいと泣くことも許されず、暗い天井に母親を思い浮かべて？

　それを聞いて、英は余計に今日は一緒に寝なくてはと決心した。小さなチコはもちろんのこと、この不器用な王様にも、人のぬくもりがどんなに人を安心させるか教えなくては。

「いいから寝なよ。オレとはいつも普通に一緒に寝てるだろ」

　すぐには動かないスノウに後押しをするように、英はチコの隣となりの空いているスペースをアピールした。

　チコを中央に、川の字になった状態で三人でベッドに横たわる。

　むにゃむにゃというチコの寝言は愛らしく、聞いていると眠気を誘ったし、温かくフワフワした毛並みに触れているととても気持ちが良い。

　うっとりとチコの頰ほおに顔を寄せていると、横から不機嫌そうな声が降ってきた。

「随ずい分ぶんとご機嫌だな。私と寝る時はずっと仏ぶつ頂ちよう面づらをしているくせに」

　視線を上げると、肘ひじをついてこちらを睥へい睨げいしているスノウの顔があった。その表情には「気に入らない」と書いてある。

「スノウとチコじゃ比べものにならないよ。チコはスノウみたいに嵩かさ張ばらないしな。こんな小さくて可愛いんだもの」

　素す直なおに本心を告げると、ピクリとスノウの眉まゆが跳はねる。

「ほら、スノウも背中を撫でてあげなよ。すべすべして気持ちいいよ」

　スノウの反応はお構いなしに、チコの背中を指し示す。一瞬ためらうが、スノウはそろそろと手を持ち上げ、そっとチコの背中に当てた。

　そのままゆっくりと二度、三度と撫でおろす。小さな背中は一瞬ピクリと動いたが、そのまますやすやと穏やかな呼吸を繰くり返した。

「……子どもというのは、こんなに温かいものなのだな」

　チコの温もりを確かめるように、スノウが呟く。

「大人より少し体温が高いからね。オレの家は兄弟が多かったから、冬はしょっちゅうみんなでくっついて、暖房代わりにしてたよ」

「みんなでくっついて？……寝苦しくないのか？」

「布団をくっつけて寝るから狭せまくはないけど、結局すみっこのほうにみんなで固まって寝てたな。ちっちゃい子はやっぱり人の体温で安心するのか、絵本とか読み聞かせながら、よくひっついて寝ちゃってたなぁ……」

　チコの頭を撫でながら、ふと茜園のみんなを思い出す。ミカは寂しがって泣いてないだろうか？　カズキはちゃんと遅刻せずに起きられているだろうか？　須崎さんは、菫は──。

　するとふと髪を撫でる感触があって、見上げるとスノウが英の頭に手を伸ばしていた。

「なるほど。子どもの体温は人の気持ちを緩ゆるませるらしい。お前のそんな顔が見られるのなら、みんなで寝るのも悪くない」

　いつになく優やさしい顔で見つめられて、なぜか急に体温が上がった気がした。不意打ちにそんな気き障ざなセリフを言ってくるなんて、心臓に悪い。

　しかし、寝言を言いながら寝返りをうつチコが、二人の間の妙な空気を霧む散さんさせてくれた。

「キツネって……いいねぇ……」

　英は半分眠りながら、そう呟いた。スノウの青い目が、優しく自分を見つめていることに、眠気に負けた英は気付けなかった。




　翌朝、英の目を覚ましたのは、興奮したようなチコのけたたましい声だった。

「英！　えーいー！　起きて！　早くこれ見て！」

　いつの間に起きていたのだろう？　いつものように人型に戻ったチコは頰を輝かせて英の顔を覗のぞいていた。

「チコ？　どうしたんだ？　トイレならあっちの方に……」

「違うよ！　いいから早く起きてってば！」

　無理やり手を引かれて体を起こされる。連れられて行った先は、チコと二人で種を植えた器うつわのところだった。

「ほら！　見て！」

　チコが指をさした先を見ると、土の真ん中に芽が顔を出していた。

　しかも、伸びた先は双葉に分かれ、更さらにその先には蕾つぶみが膨ふくらみ始めている。半日でこれとは、英が知るよりもずっと早いスピードだ。

「え！　すごい。昨日のお昼に植えたばっかりなのに、もうこんなに成長するの？」

「すごいでしょ!?　チコもこんなに早く芽が出たの初めてで、英に早く教えたかったの！」

　頰を上気させてチコが見上げてくる。王族が手て掛がけると花の成長も早くなるのだろうか？　ともあれ、チコが喜んでくれたなら何よりだ。

「早いなぁ。花の国だから成長も早いんだね」

　さすが花の国、と感心しきっていたが、いつの間にか側そばにいたスノウが怪け訝げんな顔で呟く。

「……そんなはずはない」

　そう言いながら英の側まで来て、同じようにその土の上の緑を見て押し黙だまる。

「早すぎる。本当に昨日植えたばかりか？　別のものと間ま違ちがえた可能性はないか」

　英は、まさか、と首を振った。これはブランが用意してくれた器に間違いない。英がそう答えると、スノウは「信じられん」と呟く。

「……この種は何の花だ？　こんなすぐ芽が出るものばかりなら私の温室も──」

　言いかけて、チコを見て口をつぐむ。温室は危険があるから、チコを近づけてはいけないのだ。余計な話はしない方が得策だ。

「これ、部屋付きの侍女に見せてきていい!?　チコにもお花が育てられるんだよってほめてもらうの！」

　まだ芽が出たばかりだが、チコは相当に嬉うれしかったらしい。すぐにブランを呼んで、チコの部屋までお伴ともをさせた。

「やれやれ、やっと落ち着いたな。朝一番からあれを見つけて、はしゃいで大変だったのだ」

「あ、そうだったんだ。でも本当にすごいよね。一日であそこまで成長するなんて」

「私もわけが分からない。さっきも尋たずねたが、温室から取ってきたわけではないのだな？」

　しげしげと眺めてスノウはそう言った。英は聞き慣れない言葉だと思って問いかける。

「温室？　チコに、近づいちゃダメって言ってたやつ？」

「そうだ。私が命の花を探すために建てた場所だ」

　スノウが発芽した種を観察しながら、英の質問にさっくりと答える。英はその内容にぎょっとする。

「命の花って、幻まぼろしなんじゃなかったの？　探せるの？」

　スノウは苦く笑しようを浮かべながら、英の方を向いて首を振る。

「幻の花であることに変わりはない。ただ、この国は花の国だ。国庫には花の、ありとあらゆる種子が大量に保管されている。この国と花の長い歴史の中で、あの花の種だけが存在しないという方がおかしい」

　だから、片かたっ端ぱしから植えて咲かせて確認している、とスノウは言った。この世界の植物の種類がどれくらいあるのか詳くわしくないが、英のいた世界では何千、何万という規模だった。今どれくらいまで行ったのか、英が問いかけると途方もない数が返ってきて、驚く。

「まさかと思うけど、その、花の面めん倒どうも、全部スノウがやってるの？」

　何の躊ちゆう躇ちよもなくスノウは頷うなずいた。

「命の花を見たことがあるのは、この国では私だけだからな。……それに」

　スノウは言葉を区切って、少し間を置く。

「……温室の一番奥に、死の花も植えてあるのだ。戸板で触れられないよう隔かく離りしてあるものの、他の者を入れる訳にはいかない」

　その顔に苦悩が浮かぶ。英は何も言えずにただ黙って聞いていた。

「確認用だ。記憶にある花に似たものが開花したときに、すぐに死の花で確かめたいと思ってな……しかし、いっこうにそれらしいものは咲かん」

　命の花は幻の花だという。それを見たことがあるのが王であるスノウだけというのが奇き跡せき的だが、そのせいで彼はたった一人で途方もない作業を余よ儀ぎなくされている。

　国中の花という花を育てて一つ一つ検証するのはどれだけの時間がかかるのだろう？

「オレ……その作業手伝えないかな？」

　思ったときには、すでに口にしていた。

　死の花がネックなのであれば、それが効きかない英が手伝えばいい。二人で分担すれば、効率は二倍になるはずだ。

「何を言ってるんだ。昨日、温室に入れるのは私だけだと話しただろう。あそこには死の」

　言葉は最後まで続かなかった。スノウ自身が話しながら思い出したのだろう。不自然に途と絶だえてしまった言葉の続きを継ついで、英は自分を指差して笑いながら言った。

「うん、だから手伝うよ。オレ、死の花効かないじゃん」

　英の、その事実を認識してはいたものの、人手としては結びついていなかったらしいスノウは、少しの時間あっけにとられたような顔をしたものの、考え込むように手のひらを額に当てた後、「わかった。頼む」と頷いた。




　連れられた温室は、英がイメージしていたものより遥はるかに大きかった。

　骨格のような白いフレームにガラス張りの壁かべがはめ込まれた温室は、英の思い描えがいていた農家でよく見るビニール張りの温室よりも、植物園の方が近い。高い天てん井じようから、陽ひの光が穏おだやかに差し込んできている。

　進むスノウの背中についていくと、英の想像を超こえる光景が、またそこには広がっていた。

「……工場みたい」

　英は、ことごとくイメージを覆くつがえされる場所だと思った。スノウが歩みを進める道は両サイドに何段にも連なった棚たながあるのだが、すべての棚に太陽が当たるように工く夫ふうされていて、その上には所せましと小さな鉢が置かれている。その数はパッと見で、一つの棚板の上に、二十鉢ぱちはあるように見えた。それも植えたばかりなのかまだ何もないもの、咲いているもの、枯かれかかっているものまでバリエーションは様々だ。

　英は一つの棚段にいくつの鉢があるか計算しようとして、その棚段が延々と続くその道を見通して諦あきらめた。

　前を歩くスノウは、棚板の鉢を一つ一つ見ながら何かを確認しているようだった。

「どれも該がい当とうなし、か」

　そう呟つぶやく視線の先を見て、英はこの温室の目的が何かを思い出す。幻だという命の花を探しているのだった。その花は青い、という外見の特とく徴ちようしか知らない英にとっては、棚にある花は全すべて青いのだが、スノウの探しているものではなかったらしい。残念そうな背中が、一つだけ鉢を摑つかんだ。英は、それに置いて行かれないように足を速める。

　温室の一番奥に辿たどり着くと、スノウはそこにあった机の前に英を座らせて、先ほど摑んだ鉢の中に咲いていた花をひっこ抜ぬいた。英は驚いたが、スノウがその抜いた後の鉢をしげしげと眺めているのを見てことの成り行きを見守ろうと口を閉じた。ややあって、スノウがぽつりと呟く。

「……命の花も、死の花と同じ性質だ。抜けば増える。……この花は似ているように見えたが、やはり違ちがうようだ」

　抜いた花をスノウは埋うめ戻し、別のところへ持っていく。机に残された英がしばらく待っていると、戻ってきたスノウは、辞典なみに分厚い本のようなものを手にしていた。

　机の上で開かれたその本の中には、小分けにパッケージングされた袋ふくろがページごとに整然と並べられていた。

「国庫から持ち出した、花の種だ」

　そのうちの一袋を手に取って、スノウが言う。

「この二年で確かく認にん出来たのはここまでだ」

　指された箇か所しよは、本の七割程度のところだった。残りを見てスノウがため息をつく。

「この一ページ分を確認するのに何週間も掛かかる。植えても、枯れたり、発芽に至らなければ再度植え直しているからな」

　その工程を思い起こし煩はん雑ざつさを思い出したのか、スノウはもう一度ため息をつく。

　英は並ぶ棚を眺ながめて、腕うでを捲まくった。まずは枯れているものを回収することからだ。久々に労働が出来るのだと躍おどる気持ちを抑おさえ切れず、足元が軽くなった。

「楽しそうだな」

　スノウが英を見て言う。不ふ謹きん慎しんだったか？　英は緩ゆるむ口元を慌あわててひきしめる。しかしスノウのその言葉は、なじるような口調ではなかった。純じゆん粋すいに、英の様子を評しただけのようだ。

「うん。楽しいよ。……オレ、親いないからさ」

　スノウの手が止まる。英は出来るだけ重い雰ふん囲い気きにならないよう、何でもないことを話すように口を開いた。

「暮らしてた祖母ばあちゃんちが養護施し設せつだったから、自分より小さい子の面めん倒どう見たり、洗せん濯たくしたり料理したり畑で野菜育てたり。とにかく色々やってたんだよね」

　英は手にした鉢を落とさないようにそっと持ち上げた。

「だからここに来て、やることが全然ないの、ちょっとつらかった」

　そこまで聞いて、スノウが口を開く。

「以前にも十七人兄弟だと言ってたが、そういうことか……」

　どれだけの大家族なのかと思っていた、ようやく合が点てんがいったとスノウが呟つぶやくのがちょっとおかしい。英は笑いながらも、手元の作業は止めずに話し続けた。

「そう。だからこういう作業得意だよ。植物だったら、祖母ちゃんが育てるのすごく上手だったから、もっと習っておけば良かった」

「英の祖母殿どのは、どんな方だ？　息災にしているか？」

　スノウも英と同じように鉢はちを手にしながら言った。息災、とは元気かという意味だっけ。あまり日常で聞かない言葉を、変へん換かんしつつ英は首を振ふる。

「オレにとっては母親代わりだったけど、二年前に死んじゃったよ。なんでか、あまり目立たないようにってオレに言い聞かせる人だったけど。母親が目立つ仕事してたから、変に好こう奇きの目で見られないようにって気をつけてくれてたのかもしれない。でもそれ以外は優やさしくってさ。夜寝られないとき、ずっと付き添って絵本を読んでくれたり、ホットミルク作ってくれたりしたっけな。大好きだった」

　スノウは、そうか、と言った後は何も言わなかった。鉢を集める音だけが聞こえる。静かだ。この温室自体が、城内の人通りの少ない場所にあるせいで、周りの音はほとんどない。

　何となく、今なら聞けそうな気がして、英は思い切ってスノウに話を振った。

「……スノウとチコのご両親のことって聞いていい？」

　スノウが鉢を動かす音が静かになった。

　やはり触ふれられたくない点なのだろうか。実はずっと気になっていたことだったが、無理しないでいいと声をかけるべきか。スノウが、ふ、と息をついて口を開いた。

「私の父と母は、大分前に他界した。チコは、私にとって従弟いとこにあたるが、チコの両親も、もういない」

「えっ、弟じゃないの」

　スノウは首を振った。驚おどろきで英は手にしていた鉢を落としそうになる。

「前に少し話をしたな。チコは、少し特とく殊しゆな状じよう況きようの子だ」

「それ、気になってた。どういうことなのかなって」

　スノウは手にしていた鉢をその場に置いて、何か考え込んでいる様子だ。言葉を探しているようだ。沈ちん黙もくが必要かと英は口をつぐんで続きを待った。

「あれの生まれは、遊女小屋だ」

　英の手が跳はねた。何とか鉢を落とさず済んだが、それだけ衝しよう撃げきは大きかった。国王の従弟がそんなところで生まれるってどういうことだ。英の疑問に答えるように、スノウは続ける。

「チコの父親は、私の叔父おじ上うえにあたる。あまり……素行の良くない人でな。遊女を無理やり孕はらませ、生まれたチコを金と引き換かえに引き取って、すぐに流行はやり病やまいで亡なくなった」

　スノウが痛みに耐たえるように、時折眉まゆを寄せる。

「チコは、そのせいで私が引き取るまで、王宮内で謂いわれのない差別を受けていた。生まれてすぐに離されたせいで、母親の愛情も知らない。王弟の子として権力争いに利用しようとする者がいるせいで、身の回りの者は制限される……哀あわれな子なのだ」

　英は黙って鉢を棚に置いた。あんな小さな子供なのに、自分にはどうにも出来ない立場に翻ほん弄ろうされている。

　謂れのない差別、と言っていた。チコの置かれた状況とは比べものにならないが、英も母親の仕事や身体的な特徴で傷ついた経験があった。

　今チコが、あんなに元気で素す直なおなことは奇跡的なことだ。胸が痛んだ。

「にいさまー？　えいー？　ここにいるのー？」

「!?」

　沈黙を突とつ然ぜん破った声に、二人で立ち上がる。その声は、話題の中心人物だ。入り口の方で何やらガサガサ音がする。スノウがそちらへ俊しゆん敏びんに駆かけて行った。飛び込んでくるとは思わなかった英は「見つかっちゃったか」と思い温室内を見回した。

　鉢の置いてある棚が整然と並ぶ温室の、入り口から最も遠い場所にあるものに、英は気付いて近寄っていく。そこには英の身長より少し高いくらいの、白い戸板が四方を囲むように立てられていて、一部の板を外すことで出入り出来るようになっている。

　これが中に死の花があるところか。英は目当てをつけた。これを置いたせいで他ほかの人が作業が出来ない、そして確か、花粉が有害で、抜いたりすると増える、ということだった。

　そのスペースは上部に隙すき間まがあって、確かにそこから花粉が漏もれたりする危険はあった。

　でも、ガラスで密閉されたこの温室から死の花が外に出ていないのなら、このスペース自体を完全に密閉することは出来ないだろうか。

　そうすれば、英だけでなく、他の者もこの温室に入れるのではないだろうか？




　可能かどうか分からないものは、とにかく実じつ践せんあるのみである。

　英はその後、ある提案をスノウに行い、半ば強引に実行に移した。

　温室の中の死の花のあるスペースを天井から個室状に塞ふさぎ、空気が漏れないように施ほどこす。

　更さらに、二重にしたガラスケースに死の花を保管することで、容易に花粉が漏れ出ないよう密閉した。

　そうして安全を検証した数日後。

「すごい！　すごい！　お花がたくさんあるー！　にいさまってすごーい！」

　立ち入り禁止にしていた温室の中でチコが飛び跳ねる。

　スノウは横目で温室の奥を見ていた。そこにある死の花について不安に思っているのだろう。英は勇気づけるようにスノウの背に触れた。

「あれだけ密閉したんだから、大丈夫だよ。念のためにこれ以上近づかないっていう安全ラインも引いたし。もう一個、保険もかけとくけどね」

　英はそう言ってチコを呼び寄せた。満面の笑みで近づいてくるチコを英は抱だき上げる。

「チコの今日のお仕事は、オレの背中を守ることだから。よろしくね」

　チコの顔が輝かがやいた。英の背中に小さな手足でえっちらおっちら移動して、そこで雄おたけびを上げた。

「おしごと！　チコがんばるー！」

　それから数時間、英はチコと一緒に、まだスノウが手をつけていない種の鉢植えに専念した。

　チコは元々花が好きだったこともあって、この世界の花の知識が豊富で、英が一人で作業するより遥はるかに役立ってくれた。

　なぜ花が好きなのか聞いてみると、母親が花を育てるのが好きだったのを、うっすらとだが覚えているらしい。

「朝起きると一番はじめにお花に水あげながら、おはよーって声をかけるの。そうするとお花が良く育つんだって母さま言ってた」

　父親である王弟に引き取られてからは、ほとんど外に出してもらえず、窓の外に見える花々を羨うらやましく眺ながめていたらしい。

　ようやく念願だった花の栽培を思う存分やることが出来て、チコは本当に楽しそうだった。

　勉強の時間だとチコが温室からブランに連れ出されて、ようやく一息つこうとお茶を淹いれる。

　昨日より格段に埋うまった棚を満足げに眺めて、英はほっと一息ついた。

「チコがあんなに楽しそうな顔をしているのを見たことがない。よほど英といるのが楽しいのだろうな」

　カップを傾けながら、スノウが言う。

「いや……オレといるからじゃなくて、単純に花をいじるのが好きなんだと思うよ」

「そうか？」

「うん。小さい頃、母親が花を育ててたのを覚えてるんだって。よほど花を育てるのが好きな女性だったんだね」

「よく覚えているものだな。チコが母親と引き離されたのは二歳頃と聞いているが」

　それについては、英にも思い当たるところがあった。

「たぶん、だからだよ。記憶が少ない分、大切な思い出なんだと思う」

　記憶があったら、きっとそのことを何度も思い返してしまうのだろう。

　でも、記憶がなければないで、きっと余計にそのことを考えてしまう。

「────英？」

　突然黙り込んだ英を不思議に思ったのだろう。スノウが窺うかがってくる。

　今から話すことは、過去に英を傷つけたことがある。時には聞かせた人を嫌いやな気持ちにさせるかもしれない。だから誰にでも話して良い内容ではない。

　でも、聞いているのはスノウだ。英は意を決して口を開く。

「……オレもちょっとだけ気持ちが分かるなって。……て言っても、オレの場合は会ったことないけど」

「会ったことがない？」

　スノウが首を傾げた。その表情には同情も、侮ぶ蔑べつもないことを確かく認にんして、英は続ける。

「うん。オレ、自分の父親に会ったことないんだ。父親もオレのことを知らないかもしれない」

　一番古い記憶にあるアパートには、英と母親の二人だけで、母親が死んでから引き取られた茜園にもそれらしい男性が面会に来ることはなかった。母親は、一人で産んで一人で育てていたのだ。そう思っても差し支えないだろう。スノウは何も言わず、時折カップを傾けながら、英の言葉を聞いていた。

　想像した通り、スノウには話が出来た。英は思い切って、誰にも話したことのない部分まで踏み込んだ。

「……三年前に、園の仲間が恋人だって、ある男の人を連れてきてさ」

　それが須崎だった。英以外の在籍者全員が黒くろ髪かみだった施設に、初めて英と同じ淡あわい茶ちや髪ぱつの人間がやってきて、胸が高鳴った。

「それまで気にしたことなかったんだけど。たぶん、その人に、会ったことのない父親を重ねたんだと思う。ずっと、ずっと聞きたいことがあったから」

　英は喋しやべりながら自分の心が整理されていくのが分かった。逆に何故なぜここまで話しているのかは、分からなかったが、喋ることは止められなかった。

「……オレが、生まれることを望んでいましたか？　って」

　祖母から目立ってはいけないと言われ続けたのは、実は父親にとって望まれない妊にん娠しんだったからなのかもしれない。母さんはいつも笑っていたけど、英はいらない子どもだったのでは。

「悲しいことを言うな、英。お前が生まれたことを世界の誰が否定したとしても、私だけは必ず祝福をしてやる」

　これは祝寿花ではないが、とスノウは机の上に残っていた花びらを一枚取って、英の額ひたいにそれを置いて、口づけた。

「よく生まれてきてくれた。お前の誰かを守れる、強く優やさしい心に救われた人間も多い。私もそうだ。……これからもそのまま、まっすぐに生きていってくれ」

　それは英の心にあったしこりを消滅させる言葉だった。

　英は抱きしめてくれるスノウの腕うでの中で、気にしてなどいないと思い続けたのは噓うそだったのだと気が付いた。やっぱり気になっていたのだなと、自分がすっきりした気持ちになったことで思い知った。




　温室で思わず気持ちを吐と露ろしてしまったことが恥はずかしくて、その後はなんだかスノウの顔がまともに見られなかった。

　それでもスノウが英の気持ちを優しく受け止め、励はげましてくれたことは嬉うれしくて、食事と入浴を終えて寝室に入ろうとした英は、ふとスノウの方を見て思い立った。

　英の部屋の机で仕事をしているスノウは、日常風景になりつつある。英は、その背後に椅い子すを持って回った。

「なんだ？　どうした」

　スノウは英の存在に気付きながらも、書類を見る手を止めない。書類の枚数はいつもよりは少ないように見えた。英はスノウに見えるように手にしたブラシを振ふった。

「尻尾しつぽ、ブラッシングしてあげるよ」

　英はチコの茶色の尻尾とはまた違ちがう、銀色のスノウの尻尾に見ながら言った。スノウも入浴後なのか、いつもより毛並みが整っていない。先ほど夕食を共にしたチコの尻尾を、英は今日もブラッシングしてあげた。その手が、気持ちいい毛並みを求めてわきわきと動く。

　英の視線に恐怖を感じたのか、スノウは気持ち尻尾を下げて首を振った。

「……私はチコとは違う。自分で出来る」

「耳かきみたいなものじゃない？　大人になれば自分で出来るけど、人にやってもらうと気持ちいいみたいな……嫌だったら止やめるけど」

「耳かきが分からん……」

　最後まで抵抗しようとした様子だったが、英の姿勢にスノウが折れた。

　垂らしていた尻尾を持ち上げて、後ろに座る英の膝ひざの上に尻尾を出す。英は「いいこだな」と飼い犬を褒ほめるような声で喜んでブラシを当てて滑すべらせた。

　チコと違い、絡からまったところがなく、すべすべした毛並みだ。銀色の毛の中には白い毛や一部には黒い毛も交じっている。それが一つになると美しい銀になるのだから面おも白しろい。

　単純にきれいだな、と英は思った。

　そうだ。初めてこの世界に来たときもスノウを見て、きれいだと思った。あの時はただ見た目の美しさだけでそう思ったが、今は少しだけ違う。

　この銀色の中には色々な苦労が混ざっている。この国に生きる人の命の責任、死の花のこと、国政すべて。それをたった一人で預かっているのだ。　>>>♥

　思わずブラシを置いて、手で撫なでてしまった。スノウがびくっと尻尾を震ふるわせる。信じられないものを見るような顔をしている男に英は手を振った。

「あ、ごめん。スノウはすごく頑がん張ばってるんだなぁって思ったらつい」

　謝あやまるが尻尾は抜ぬき取られてしまう。どうやら終わりらしい。仕方ないが、少し手が寂さみしくなった。

　しかし英の認識と、スノウの考えは少し違った。

　スノウは尻尾を引き抜いた後、くるりと英の方を向く。その姿がぶわりと変化し、現れた大きなキツネが英の襟えり首くびを咥くわえた。

　向かったのは寝室で、キツネ姿のスノウがベッドの上に英をぼふんと下ろすと、その膝の上に、そのまま身体からだを横たえた。

「……スノウ？」

　驚いて英が名前を呼ぶ。雪のような銀色の毛並みの中に、青い目がぱちっと開いて英を見る。

『本来、尾をブラッシングする行為は、親しい相手だけに許される愛情表現だ』

　スノウがキツネ姿のまま、英の膝に頰ほおを擦すりつける。英はブラシを持って固まった。このブラッシングは、愛情表現だと。動どう揺ようする英をよそにスノウは続ける。

『先日チコにしていた時も、あの子だからこそ許したが本来は誰にも許したくはなかった。私の尻尾に触れるのは側近か、伴はん侶りよだけに許された特権だ。存分に感触を楽しむがいい』

　そう言って銀色の尻尾がふさっと揺ゆれる。英は言われた言葉を反はん芻すうした。

　本来は誰にも許したくはなかった、という意味。

「……もしかして、嫉しつ妬としてたりする？」

　銀色の尻尾は応こたえない。しかし耳がぱたぱたっと忙せわしなく動いているのが、何よりの証拠に思えた。

　いつもは人の姿のスノウ相手には言えない言葉も、キツネ姿のスノウの前では、素す直なおに言える気がした。

「オレも、この感触は誰にも触らせたくないな……」

　尻尾に顔を埋うずめて、囁ささやくような声で告げてみる。

　もう自分の心に噓はつけなかった。スノウに魅ひかれている。

　そう思ったら、すぐに首から耳まで血が上ってきて、胸がドキドキしてきた。毎日同どう衾きんしてるのに何を今うま更さら。落ち着こう、まずはしがみついているこの手を外そう。

　けれど起き上がろうとした英を、スノウは尻尾で包んで腹のあたりに引き寄せた。

「特別サービスだ。今日はこのまま寝るのを許そう」

　お腹の毛は尻尾とは違って、羽毛のように柔やわらかくフワフワしていた。

　スノウの顔が見たいなと思ったけど、そのぬくもりの気持ちよさに段々と思考が薄れていく。

　英は眠りの世界に誘いざなわれながら、今後について話をしなくてはいけないな、とひとりごちた。










　今日はスノウもチコもいないから、静かだな。

　背中の軽さに、英はふふ、と一人で笑う。チコはここのところずっと、英と温室にいた。

　戸板とガラスで三重に密閉した死の花は、やはり直接触ふれなければ変化しないようで、増えていない。

　英はやることを終えたのを確認してから、いつもの青い布を身にまとって温室を出た。

　いつものように部屋に戻もどろうとした英は、聞き慣れない声に呼び止められる。

「おや、これは。花はな嫁よめ様ではございませんか。わたくしめのことを覚えておいででしょうか」

　英は青い布で顔を隠かくしながら、近づいてくる男を見た。

　坊ぼう主ず頭あたまに濃こいめのグレーの耳が揺ゆれている。クルペオだ。英は躊躇ためらった。その声の調子は、おもねるような感じに見せかけ、少し馬ば鹿かにしたような空気も含ふくんでいて、あまり好感が持てなかったからだ。

　しかしクルペオの方が動きは速い。戸と惑まどう英の腕を布越ごしに摑つかみ、その場から動けなくさせる。顔を近づけてきた男に、英はこう言われた。

「……死の花の毒が、効き及およばぬ体質と伺うかがいました。しかし、国王陛下とは夫ふう婦ふとしては不仲でいらっしゃるとも」

　英は不ふ穏おんなことを言われて硬こう直ちよくする。不仲？　スノウがそう言っているのか。英は布が自分の顔から落ちそうになっていることに気付かないまま、クルペオを見た。

「仕方のないことです。陛下は、ずっと心に思う初はつ恋こいの方をお待ちしていたのですから。貴方あなただって、神しん託たくがあったとはいえ望んで陛下の許もとに侍はべっている訳ではないでしょう」

　初恋の方。英は心の中で、その言葉を繰くり返す。それが何かを英が認識するより先に、クルペオは続ける。

「健けな気げに首から下げていらっしゃるあれは、その初恋の方との思い出の品と聞いています」

　クルペオが胸むな元もとから伸びるネックレスのようなジェスチャーで示すもの。英も思い至る。スノウが悩なやんだり、思いに耽ふけったりするときに必ず触れるあの袋ふくろだ。そんな謂いわれのあるものだったのか。

　そういえば、と英はあることに気が付いた。

　お互たがい様だと言われたのだ。最初に強ごう引いんに抱だかれたとき。英に好きな相手がいると知ったスノウが、吐はき捨てるように「だがそれはお互い様だ。諦あきらめて運命を受け入れることだな」と言ったことを。

　あれは英だけに言ったのではなく、スノウも自分に言い聞かせていたのかもしれない。

　クルペオは、考え込んでしまった英の耳元に「またお会いしましょう」とだけ囁ささやいて、その場を去っていった。残された英は、ぼんやりその後ろ姿を見送って考えに耽った。

　初恋の方。何度も繰り返してみるが、心の中にガラスのような膜まくが出来てしまったようで、うまくその言葉が飲み込めない。初恋、好きな人、大事に思っている人。

　スノウにそういう人がいる。英は息苦しくなったような気がして、胸元に手をやった。

　そんなに大事に思っている人がいるのに、英を伴はん侶りよになんかして良いのだろうか。スノウはそのことをどう思っているのだろう。

　スノウの本当の気持ちも知らずに花嫁になるなんておかしい。もしスノウに本当に想おもう人がいても、そしてそれを承知でスノウが英と結けつ婚こんするつもりなのだとしても、英はスノウ自身の口から本当の気持ちを教えてほしいと思った。

　何も告げずにいるわけにはいかない。

　執しつ務む室に行って、話をしよう。英はそう決めて、この時間にスノウが在室しているはずのそこへ足を向けた。




　執務室に英が着いたのは、ちょうど昼を過ぎた時間だったので一いつ緒しよに食事を摂とろうと思って来た、とでも言えばいい。英はそう思って部屋の扉とびらをノックしようとした。

　しかし部屋の中から漏もれ聞こえる会話に、自分の名前が含まれていたような気がしてその手を止める。

　話をしているのは、スノウとブランのようだった。英はいけないことと分かっていながらも、静かに扉を少しだけ開けて耳をそばだてた。

「スノウ様、まだ妊孕花はお使いにならないのですか」

　鮮せん明めいに聞こえた内容に、その手はぎくっと止まる。スノウは扉の前に英がいることを知らないまま、長いため息をついて零こぼした。

「なぁ、ブラン。……王家の血を残すためだけに子を生なすことに、意味があるか」

　英は息を止めた。スノウが、あんなにハッキリ自分に求めていたことを悩んでいるなど、気付きもしなかった。ブランが慌あわてた。

「どうなさったのですか。あれだけさっさと国の血を継つぐことを済ませるとおっしゃっていたのに」

　スノウはその言葉に苦く笑しようした様子で言った。

「確かに最初は、義務を果たすためなら相手が誰だれであろうと、どう思っていようと構わないと思っていたが、……どうやら心は素す直なおらしい。迷いを感じてからは手が出せなくなってしまった」

　スノウは、それに何より、と付け加えた。

「決められた結婚で結ばれた両親から生まれた子は、幸せになれるのだろうかと思ってな……」

　英はそこまで聞いて、そっと扉を閉じた。音は立たなかったから、自分を褒ほめた。




　部屋に戻る気にはなれなかった。人通りの少ない中庭に出て、木こ陰かげにあったベンチに腰こしを掛かける。鉄で出来た硬かたいそのベンチは、ひどく冷たく感じた。

　先ほどのスノウは決められた結婚、と言っていた。それは、スノウが望んでいないという意味だ。迷っているとも。

　最初はあれだけ強引だったのに、迷っているとはどういうことだろう。英と一緒に過ごすうちに、英ではだめだと判断されたのか。伴侶にふさわしくないと、いらないと思われてしまったのだろうか。

　英は身を守るように手足を丸めて息をついた。震ふるえているのはベンチが冷たいからだ。ショックだったからじゃない。そう言い聞かせる。

　大だい丈じよう夫ぶだ。いらないと思われるのは、初めてじゃない。気にしない顔をするのも慣れてる。

　悲しい気持ちになった時は、別のことを考えるのがいい。夕飯に何を作るか。みんなはいつ帰ってくるのか。誰かに話しかけるでもいい。そうして、気を逸そらすことで乗り越えてきた。

　けれど、ここでは誰もいない。英は独りぼっちだ。

　みんなに会いたくてたまらなくなった。茜園の日常が恋しい。菫や、下の兄弟たちはどうしているだろう。いきなりいなくなった英のことを、心配しているだろうか。

「帰りたいなぁ……」

　身体からだが冷えていくのに反比例するように、じくじくと血を流して痛む心だけが熱かった。あの川に入れば、帰れるのだろうか。元の生活に戻れば、この痛みを忘れられるだろうか。

　どれくらいそうしていたのか。

　ベンチで膝ひざを抱かかえる英の側そばに、慣れた気配が近づいてくる。

「ここか。部屋にも温室にも姿が見えないから探したぞ。……どうした、体調でも悪いのか」

　側にいると明らかに気付いているのに、顔を上げない英に、心配そうにスノウが声を掛ける。

　そっとしておいてほしかったが、少しでも口を開いたら、ひどいことを言ってしまいそうで英は黙だまるしか出来ない。

　しかしスノウの手が優しく慰い撫ぶするように肩かたや背中に触ふれてくる。触れられて、嬉うれしいのに。嬉しいのに虚むなしい。

　青い布を、スノウは優しく剝はがしていく。埋うずもれていた英の顔を、あたたかな手がそっと包んだ。嫌いやだと思ったのに、スノウの青い目を見てしまったら、思いが溢あふれてしまった。

「ねえ、スノウ。……ほんとにこのまま、結婚していいの？」

　思ったよりも強い口調になってしまったことに、英は驚おどろいたが、スノウも驚いたようだった。

「私の……伴侶になるのは、嫌か。……何故なぜ」

　英の耳に届いたのはスノウの低い声だった。青い目が衝しよう撃げきを受けたようにせわしなく動いている。

　どうして今いま更さらそんな顔をしてみせるんだろう。想い人がいると聞いて胸を痛めているのは英の方なのに、スノウの方が傷ついたような顔をしていた。

　傷つくことなんか、ないじゃないか。だって、スノウが好きなのはオレじゃなくて……。英は思ったが、口にするのは惨みじめで、押し黙った。

「……元の世界に想う相手がいるからか？」

　黙っている間に、思いも寄らないことをスノウから問いかけられる。

　英は驚きで言葉を詰つまらせた。

「……ち、違ちがうよ。須崎さんのことは関係ない」

　何で今いま頃ごろそんなことを気にしているのか。今はそれよりも、スノウが本当の気持ちを押し殺している方が問題なんじゃないのか。

「ならば何故そう思った？　私が無む理り強じいしたからか？　今になって元の世界に戻もどりたくなったか」

「そんなんじゃない！　オレが言いたいのは、スノウの気持ちの方だ。決められた結婚だからって、無理やり気持ちを押し込めるのなんてオレは嫌だ！」

「英……？」

　困こん惑わくしたようなスノウ。俯うつむいた英の目に、スノウの胸元の小こ袋ぶくろが飛び込んでくる。その中にあるものを想像して、胸が焦こがれた。

　ここまで言っても、本当の気持ちを自分には告げてくれないのか？　恋こいじゃなくてもこの世界での時間を一緒に過ごすことで、スノウとは分かり合えていたと思っていたのに。その信しん頼らいは、英が一方的に感じていたものだったのか。

　英は爆ばく発はつしそうな気持ちを抑おさえ切れず、叫さけんだ。

「義務で……一緒にいるのはもう嫌だ！」

「英！」

　呼び止める声を振ふり切って、英は駆かけ出した。スノウの手が、英のまとう青い布の端はしを摑つかむ。

「まだ話は終わっていない！」

　英は必死で暴れ、布の中から脱け出て逃とう走そう経路を探すが、スノウが道を塞ふさいだせいで逃にげ場がなかった。手を伸のばされ、英は身を捩よじる。

「スノウ様──！　申し訳ございません！　至急お知らせしたいことがございます！」

　その背後からブランが息を切らせて走ってくる。何事かとスノウがそちらを見た一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、英は逃げ出した。

「英！……部屋に、部屋にいてくれ！」

　背中に投げられた声が切なそうに聞こえたのは、自分の願望だと英は思った。




　言うことを聞く必要はなかったが、英は結局迷って、スノウに言われた通り自室に戻った。

　スノウはまだ話は終わっていないと言っていた。話とは、義務で一緒にいるのはもう嫌だと言ったことに対しての返答か？　聞きたくない。英は首を振る。

　そんなの胸が痛くて死んでしまうかもしれない。膝を抱えながら途と方ほうに暮れた。

　そのまましばらく待ったが、陽ひが傾かたむいて、すっかり暗くなってしまってからも部屋にスノウが戻ってくる様子はない。

　何かあったのだろうか。

　英はにわかに不安になり、様子を窺うかがうために部屋の扉を開いた。

「おや、素す晴ばらしいタイミングです」

　誰かがそう言って、開けてすぐの英の視界を埋めた。スノウかと思って顔を上げると、相手は大きな手で英の口を塞いで、部屋の中に押し戻した。

「クルペオでございます、花はな嫁よめ様。少しお話がございまして。失礼します」

　英は不ぶ躾しつけな手を振り払はらおうともがくが、顎あごから口を押さえたその手は、凄すさまじい力でびくともしない。布がない状態で顔を見るのは初めてだった。クルペオが口くち端はしをゆがめたような嫌らしい笑えみで慇いん懃ぎん無礼に頭を下げる。

「花嫁様、あまり大きな声を出されませんよう。あまり暴れられると、この袋ふくろの中にあるものがうっかりこの部屋に零こぼれてしまいますよ」

　そう言って英の目の前で袋を振る。厚手の布袋だった。袋の口は厳重に閉じられている。

「死の花の毒です。……この部屋の主あるじである花嫁様と、国王陛下には問題ないかもしれませんが、立ち入る他ほかの人間はどうでしょうなぁ」　>>>♥

　英の脳のう裏りに、チコとブランの顔がよぎる。天てん真しん爛らん漫まんなチコや、すでに片目を失っているブランのことを思うと背筋が寒くなり、抵てい抗こうする力が弱くなった。

「そうそう。物わかりのいいことです。……花嫁様に申し上げたいのは、二つ」

　クルペオは英の目の前に指を二本立てて続ける。

「一つ目は、国王陛下に国外での国家再建を選せん択たくするよう花嫁様から、お口くち添ぞえください」

　国外再建の決断を、スノウにねだること。

　クルペオが言ったそれは、以前に別のところでも、英に求められたことだった。英の脳裏に、あの大ぶりのネックレスを胸から下げた少年の顔がよぎる。

　あの少年は失うものと、未来への希望を量はかり、その結果、変化を選んだ。

　その結論に至るまで少年に何があったか、想像することしか出来ない英には立ち入れず、スノウもずっと悩なやみ続けている。この男はそこに干かん渉しようしろと言っている。

　そんなの、出来るわけがない。

　英は口を塞ぐ手を引きはがそうとクルペオの手首を摑んだ。

「フフ、抵抗なさるか。……でしょうな。二つ目です。花嫁様には、誰だれもいなくなったこの国の跡あと地ちで、命の花を探すお手伝いを、お願いしたい」

　英はその提案に目を瞠みはった。どういうことだ。国外再建を求めているのに、国の跡地？　命の花？　今スノウが必死に探しているものだ。その幻まぼろしの花を、英が探せるのなら、あんなに苦労をしていないだろう。

　英の疑問は表情に出ていたらしい。クルペオはくぐもった声で笑った。

「どういうことだ、という顔ですねぇ。……花嫁様は、死の花が臨界に達すると命の花が咲さくことをご存じないのですか？」

　ハッとなった。そのことは、前にスノウから聞いたことがあるような気がする。そうだ、墓で聞いたとき、安あん堵どと失望を覚えたから記き憶おくにある。

　死の花が限界まで咲くと、命の花が咲く。

　しかし。英は首を振った。スノウは、こうも続けていたはずだ。

　その限界がいつ来るか誰にも分からないと。国ひとつ飲み込んでも、足りないかもしれないと。

　もしや。

　英の背中に、冷ややかなものが走る。

　ずっと疑問だったのだ。

　温室で密閉した死の花は、周囲に戸板を立てたり、ガラスで覆おおったりしても増えなかった。風が当たったりしなければ花粉も飛ばず、周囲の土に触れても花本体に触れなければ変化もしない。

　その死の花の増ぞう殖しよくルールにのっとれば、あの花は他の動物や人間の介かい在ざいなくして爆発的には増えないということになる。それなのに、どうしてこんなことになっているのか。

　まるで、誰かが無理やり増やそうとして刺し激げきを与あたえたような──。

「……お気づきですか。聡そう明めいなことだ。そうです。……死の花を増やしたのは、私ですよ」

　英の考えを読んだように、クルペオが笑う。今度のそれは、低く昏くらいものだった。

　刺激を与えなければ、増えないはずの死の花が、この国を苦しめるまでに増えたこと。その原因が、目の前にいる。スノウやこの国の人が苦しめられていた元げん凶きようを知り、猛もう然ぜんと怒いかりがこみ上げてきた。口が塞がれていなければ罵ののしってしまいそうだった。

「最初はね、死罪人に森の奥で試ためさせたんです。恩おん赦しやを与えてやるから死の花を抜ぬけと。抜き続けろと。……命の花が生まれるという、死の花が限界に達した時とは、どんな状態か知りたかった。でもどれだけ森の中で増やしても、その瞬しゆん間かんは訪おとずれなかった」

　この男は、本当か分からない言い伝えを実証するためだけに、自分が何をしたか分かっているのだろうか。どれだけの人間が被ひ害がいに遭あい、苦しんでいるのか。王宮にいるから分からないとでも言うつもりか。

　怒りなどという単純な言葉で表せない衝しよう動どうに任せ、英は唸うなりを上げてクルペオの拘こう束そくから逃のがれようと暴れた。

「おお怖こわい怖い。……花嫁様。あなたも国に嫁とつぐからには、国家繁はん栄えいの方法を理解するべきですなぁ。死の花で敵国の力を削そぎ、命の花で取り引きする。そうすれば我が国は、血を流すことなく、この世界に君臨することが出来るのです」

「……ッ！　スノウがいる限り！　そんなことはさせない！」

　ようやく塞がれていた口から、クルペオの手を引きはがすことができた。顎から首にかけては摑まれたままだが、深呼吸が出来る。新しん鮮せんな空気をいっぱいに吸ってから絶ぜつ叫きようした。

「ええ、もちろん。今の国王陛下の治世では、そうでしょうね」

　クルペオの小こ馬ば鹿かにしたような声こわ音ねが英を苛いら立だたせる。

「何も、今の国王陛下にご協力願う気はないのです。スノウ様には、国外に退去していただく」

「……それで、あんたが王になるってこと」

「そこまで身の程ほど知らずではございませんよ。……国王など、義務と責務が多すぎる。それよりも、我が国には、もうお一人、王家の血脈を汲くむ方がいらっしゃる。そうでしょう？」

　王家の血脈。それが誰にあたるか理解した英は、息を吞のんだ。

「チコ王子の父上にあたる王弟殿でん下かと、私は国への志を共にしておりました。半ばで王弟殿下はご逝せい去きよなさってしまわれましたが、そのお子様であるチコ様は、私が手元で育てるつもりでしたのに……何を間ま違ちがってか、あの男の許もとに」

　クルペオは歯は嚙がみする。

「折を見て何度か取り返そうとしましたが、結果は散々でした。……最近では、あなたにも邪じや魔まをされる始末」

　どんどん英の首を摑つかむ手の力は強くなっていく。英は外そうともがいたが、外れない。気道が押され、だんだん苦しくなっていった。

「クルペオ！　この部屋で何をしている！」

　酸欠でブラックアウトしそうになった耳元にスノウの声が聞こえたのは、無意識に助けを求めた幻げん聴ちようかもしれない。英はそう思ったが、次に解放された身体からだが床ゆかに倒たおれないよう支えてくれる手を感じて、現実だと理解した。

　クルペオのたくらみを伝えなくてはいけない、英は何とか起き上がろうとスノウの肩かたに縋すがった。

「睨にらむのはお止やめください、国王陛下。花嫁様に、結けつ婚こん前の火遊びがしたいと誘さそわれたのですよ」

　クルペオはいけしゃあしゃあとそう言った。しかしスノウもスノウで、ハナから信じていない、というように言い捨てた。

「貴様、愚ぐ弄ろうする気か。本当は、何の用で参った」

　英はスノウに伝えなくては、と咳せき込みながら口を開いた。

「死の花を、増やしたのはクルペオだよ……！　命の花が欲しいって、そう言ってた！」

　スノウはその言葉に目め尻じりを吊つり上げるが、クルペオは「存じませんなぁ」と肩をすくめた。

「証しよう拠こはございますかな？」

　ついさっき、英に協力を求めたのと同じ口でそう言うのだ。英は怒りで目の前が赤くなった。

「……英、止めよ」

　しかし止めたのはスノウだった。英は信じられなかった。勝ち誇ほこった顔をするクルペオを見て、スノウは英に首を振ふる。

「……今クルペオを断罪しても、死の花は消せん。たった一人を粛しゆく清せいしても、止まれないところまで、もう、この国は来ているのだ」

「さすが名君。正しい判断です」

　スノウの血を吐はくような言葉に、クルペオが手を叩たたく。青い目がぎらりとそれを睨み据すえた。

「黙だまれ！……今すぐその面つらの皮を引きはがして、ずたずたに切り刻んでやりたい気分だ。決して、決してこのままにはせぬぞ！」

　クルペオはそれを鼻で笑った。

「繰くり返しますが、証拠はございませんな。花はな嫁よめ様は、幻聴でもお聞きになったのでは？　それとも、国王陛下では物足りなかったとか？　現に、私もこうして部屋に誘われましたし、王の気をひくために、その方は、何でもなさりたいのではないですか」

「この期ごに及およんで人の伴はん侶りよを色しき情じよう狂きよう呼ばわりか……！」

　いきり立つスノウに、クルペオは更さらに続けた。

「伴侶？……本当に連れ合いたかったお相手は、もう良いのですか」

　刺さすような声音だった。それは英の鼓こ動どうも、一いつ緒しよに貫つらぬいた。

　スノウの答えを待とうと、嫌いやな汗あせを背中に滲にじませながら思ったが、スノウは何も言わず、黙り込んでいた。その表情はとても悔くやしそうで、隣となりにいる英のことなど忘れてしまったように見えた。

「まあ、宜よろしいのではないでしょうか。報むくわれないことなど、この世には山ほどあります。お若い国王陛下と花嫁様には分からないかもしれませんが」

　そう言い放ち、扉とびらから出て行くクルペオをスノウは引き止めなかった。その場に残されたのは、英とスノウと、嫌な沈ちん黙もくだけだ。英は痛む胸を押さえながら、スノウが何か口を開くのを待った。

「……英」

　呼ばれたのは自分の名前だ。反射的に顔を上げると、スノウは想像よりもずっと穏おだやかな表情で英を見ていた。

「……明日、お前を元の世界に帰す。危険な目に遭わせて、すまなかった」

　穏やかな声が、英にそう告げた。

「どういうこと？　だって、」

　思わぬ発言だった。英は驚おどろいてスノウの側そばに歩み寄ったが、スノウは首を振った。

「城内の裏庭で、死の花が見つかった。……この城の濠ほりは、もう防ぼう御ぎよ壁へきにはならない」

　戦せん慄りつした。その言葉の意味するところは。

「クルペオは、ずっと疑っていた。見張りもつけてあった。……しかし、それでも指示を受けた誰だれかが持ち込んで、城内で死の花が咲さいた」

　一度咲いてしまえば、スノウはそう言って唇くちびるを嚙かんだ。もう時間はない。

「国内に逃にげる場所もない。明日、各地区の代表者を集めて、そこで国民審しん判ぱんを行い、その後全国民に向けて発表する。皆みなの意見を聞き、そこで出た結論を行使しようと思う」

　スノウの言葉は、英の中を素す通どおりしていく。

「結論が、国外に行くことでも、受け入れよう。何をしてでも、最後まで民たみを守る責務が私にはある」

　スノウは決然としていた。その上で、と英の手を強く握にぎった。

「私も自分ひとりでやるのではなく、皆がどう考えているのか、聞いて、皆で結論を出すのも良いと思ったのだ。……お前が助けてくれたからだ。だが、お前がそこまでこの国に付き合う必要はない。……手配はするから、元の場所に、帰れ」

　英は顔を上げたが、もうスノウは英から目を逸そらしていた。

「英のことを、この国のものだなんて言って、すまなかった。お前は、お前自身のもので、誰の所有物でもない。自由に生きて、幸せになってほしい」

「待って」

「……早朝に、送らせる準備をしている。今夜は早く休むんだ」

「待ってってば！　ねぇ！」

　英の言葉を、スノウは聞こうとしなかった。「おやすみ」と、それだけ言って扉の向こうへ足早に立ち去ってしまう。閉じられた扉に英が飛びついたとき、久しく聞いていなかった施せ錠じよう音がした。ドアノブを捻ひねってもがつん、と音がするだけで開かない。

「スノウ！　スノウ！　ここ開けろよ！」

　何度も名前を呼んだが、扉の向こうにいた気配はゆっくり遠ざかっていく。ある場所を境に、その足音が早くなっていくのを絶望的な思いで英は聞いた。

　スノウは英を元の世界に帰すと言った。英のことを、あれだけ花嫁だと、神しん託たくの花のお告げ通りにすると言っていたのに。どうして手放してしまうのだ。

　英にとってスノウの言葉は、初めて自分に示された執しゆう着ちやくだった。

　誰かに自分を強く求められる経験は、初めこそ戸と惑まどったが、それ以外の高こう揚ようするような気持ちも、確かに英の中に存在していた。

　でもスノウは、やっぱり一緒にいてみて、いらないと思ったのか。本当に好きな人がいるから？　あんまりじゃないか。生まれたことを、スノウだけは祝福してくれるって、言ってくれたのに。

　絶望で胸が塗ぬりつぶされる。一緒に連れてってほしい。花嫁でなくても、何かスノウの役に立ちたい。もう二度と会えないなんて嫌だ。重く閉ざされたままの扉の前に膝ひざをつき、英は何度もスノウの名前を呼んだ。




　思いつく限りの脱だつ出しゆつ方法をひとしきり試ためした。それこそ以前成功した窓からもアタックしたが、厳重に施錠されたそこは開かず、他ほかの方法も結果は捗はか々ばかしくなかった。そのたび募つのった絶望を抱いだいて、英は力なく寝しん台だいに座り込む。

　すでに夜明けが近い時間だった。ほのかに白んできた空を見ていると、扉がためらいがちに叩かれた。

　飛びつくように扉の前に行くと、開かい錠じよう音とともに、ブランが姿を現した。その手にある洋服には、見覚えがあった。

「それ……オレの服」

　この花の国に来た日に、着ていたものだ。初日に脱ぬがされてから見なかったので、てっきり捨てられたものだと思っていた。

「早く着てください。……昼ごろに予定されている国民審判のために、国民がこの王宮に集まってくる前に、ここを出ます」

「その前に、スノウに会える？　オレ、言っておきたいことがあるんだ」

　ブランは答えず、ただ服を着き替がえるように言うだけだった。英は問答をしていても意味がないと、言われた通り元の服を身につけ、部屋から出るブランに続く。

　まだ寒い廊ろう下かを足早に歩いていくと、城門に続くビロードの道の途と中ちゆうで、待ち望んだ相手の姿が見えた。良かった、会えた。英は息を弾はずませてその近くに歩み寄る。

「スノウ……？」

　しかし途中で歩みは止まる。スノウはいつもの鎧よろいにマントという姿ではなく、真っ青なローブを身につけ、金と銀で刺し繡しゆうされた美しい服を身にまとっていた。その銀色の髪かみの上には、同じように輝かがやく王おう冠かんが載のっている。その表情は、いつもよりも硬かたかった。

　いつもと違ちがうスノウの様子に、英はそれ以上近づけない。

　それを見たスノウの方が、英の近くへ歩いてきてくれた。

　王としての正装をしたスノウに圧あつ倒とうされている英の肩かたに、そっと触ふれる。

「気をつけて帰れよ」

　言われたのはそれだけだ。それだけ言って、スノウはブランに目配せをする。別れの言葉はそれだけなのか。英は縋すがるようにそのローブを握った。気持ちを伝えたくて、英は何とか言葉を探そうとスノウの顔を見た。

「これは、お前が持っていけ」

　スノウは英の顔を見ない。肩にふわりと掛かけられたそれは、もう英の一部と言っても良い青い布だった。スノウのローブと同じ布だと、遅おそまきながら英は気付く。スノウは英と目を合わせずに、布が落ちないよう着せ付けてくれた。

　小さく、スノウが呟つぶやいた。

「……許せ」

　ぐちゃぐちゃで何も言葉が出てこなかった英に、スノウがそう言った。その意味を理解するよりも先に、英の視界はスノウでいっぱいになり、唇に柔やわらかいものが触れた。

　一度、二度とそれは続けて重なる。英が、それがキスだと思い至ったときは、もう終わっていた。

「すまない……」

　触れるだけのキスを落としたスノウは、何かを堪こらえたような表情をしていて、英には理解が出来なかった。言葉の意味も、このキスに意味があるのなら、どうして遠ざけようとするのか。問うべきかを悩なやみ、スノウの手がいつものように胸むな元もとの小こ袋ぶくろを摑つかんでいるのを見て、止やめた。

　その袋が、スノウの恋こいを表しているのだと知らなければ、問いただしただろう。

　英は唇を嚙んだ。

　ブランが英を呼ぶ声がする。スノウのことも、誰かが呼んでいた。

　これで最後だ。見つめ合う視線が交差するが、お互たがいに何も言葉はなく、先に視線を外したのはスノウだった。呼んでいるフェネクの方へ、英はブランの方へと、それぞれに別の方向へ歩き出した。




　キツネ姿になって道をひた走るブランの背の上で、英はこれまでのことを思い出す。

　そうだ、チコにお別れも言えなかった。もうあの可愛かわいい姿を見ることもない。突とつ然ぜんの別べつ離りに、あの純真な心が傷を負わないと良いのだけれど。

　景色がどんどん後ろに流れていく。市街地も抜ぬけ、チコと初めて会った林も抜け、もうあの川はすぐそこだ。

『スノウ様から、出会った場所にお連れするようにと言われておりますが、ここで大だい丈じよう夫ぶですか』

　視界が開けた。ブランに場所を確かく認にんするように言われ顔を上げた英の前に、すっかり明けた空が大きく広がる。その青の下、遠くにかすむ白い山を英は見た。

　今日の審判の結果で、スノウたちが、あの山を越こえる未来もあるのかもしれない。そう思うと、ただの山も、特別に思えた。あの向こうに、豊かな世界がありますように。出会った国民のみんなが、あのペンダントの子たちが幸せになれる世界が待っていますように。英はそう思わずには、いられなかった。

『帰る方法は、お分かりですか？』

　ブランの背中から下りて、川の方へ向かう。ブランも見送りのためかキツネ姿のまま、後ろについてくる。

「うん、たぶん、この川に入ればいいんだと思う」

　そう答えると、ブランは落ち込んだように『そうですか』と言った。英のことを名残なごり惜おしく思ってくれているのか。その気持ちは嬉うれしい。手を伸のばしてブランの頭を撫なでると、ブランも大人しく首を下げて、鼻先をこすりつけてくれる。

『……あなたが来てから、スノウ様は楽しそうでした』

　ぼそりとブランは言う。英を気き遣づかって言ってくれたのか、英はこの国で、何も出来なかったのに。神託の花のお告げ通りなら、英はこの国を栄さかえさせることが出来たはずだったのに。

　結局英は何も成しえなかった。

　無力感をおぼえたまま、英はブランから離はなれ、川に足を入れた。

　ちゃぽり、と爪つま先さきが水に浸ひたる。一歩、もう一歩と英は川の中に足を進めた。

「……あれ？」

　しかし景色は変わらない。英は遠くにかすむ白い山を茫ぼう然ぜんと眺ながめた。

『英様？　どうされました？』

　声を掛けてくるブランに答えることもせず、英は川の流れを下ったり、上ってみたり、走ったりしてみる。それでも、何も起こらない。

　ブランも問題が起きたことを察したのか、英の後ろをウロウロする。

　どういうことだ。川に入るだけじゃだめなのか。

「……ブラン、何か聞こえない？　呻うめき声……みたいな」

　川の中で混乱していた英は、唐とう突とつに耳慣れない音に気付いて周囲を見回す。

　ブランも顔を上げた。英と同じようにあたりを見回した。再度音が聞こえる。やはり人の呻き声のようだ。鮮せん明めいになっていくと、それが助けを求めている単語を含ふくんでいる。英は焦あせって川から上がった。

　それと同時に、川向こうの茂しげみが弱々しく動く。虫や小動物かと思ったが、英は悲鳴を上げた。

　その不規則な動きが止やんで、隙すき間まから覗のぞいたのが血に塗まみれた人の手だったからだ。

　俊しゆん敏びんに動いたのは人型に戻ったブランだった。川を飛び越え、地に這はいつくばるように蠢うごめく人を助け起こした。

　英も続いた。現れたのは男性で、その顔の一部は、死の花の毒を受けたのか白く石化している。それ以外にも男の身体からだはボロボロで、あちこちから血が出ていて、着ている服は、元の色が分からないほど変色していた。

　英は一いつ瞬しゆん見み間ま違ちがいかと思った。その男性が胸から下げている緑の石が、血で汚よごれて別の色に変わっているせいかと思った。しかし時間を置くごとに、それが確実に見覚えのあるもののような気がして、鼓こ動どうが強く激しく脈を打つ。

〝──お願いだよ、花はな嫁よめ様。このペンダントは、兄さんとの約束の証あかしなんだ。再会するときまで絶対になくさないって約束したんだ〟

　記き憶おくにある少年の声が耳を打った。

　彼が持っていたそのペンダントと、男性が持っているものが一いつ致ちする。英は悲鳴のような声を上げて男の名前を呼んだ。

「オオミミさん？　もしかしてオオミミさんですかっ？」

　傷の手当てをしようとしていたブランが驚おどろいたように「国外調査先せん遣けん隊の、オオミミですか？」と助け起こした男の顔を覗き込んだ。

　男は半分石化した口元を動かしながら頷うなずいた。震ふるえる手でペンダントを摑み、それをブランに押し付けるようなジェスチャーをした。

「これを……弟に……止めてください……国外へ、出るのは……無理だ……」

　途と切ぎれ途切れだったが、はっきりと「無理」と聞こえる。ブランはそのペンダントを受け取って、「無理とはどういうことだ」と問いただした。男も必死でそれに応こたえようと胸を上下させる。

「……あんな……ッ！　荒こう涼りようとした、何もない砂の大地で……生きていけるはずが……ないっ！」

　オオミミは激げき昂こうし、声を荒あらげて咳せき込んだ。ブランが小川から水を汲くみ、その口元を湿しめらせる。

「私たち先遣隊は、山を越えてすぐに……そのことに気付き……クルペオ様に、連れん絡らくをしました」

　水を含んだことで少し楽になったのか、オオミミは、先ほどより滑なめらかに言葉を続ける。しかし続いた言葉は、ブランと英を震しん撼かんさせた。

「連絡を受けて、我々を迎むかえに来た、クルペオ様の手の者に……私以外の者は……全員、殺されました。情報を持ち帰られては困る、と……ッ！」

　唯ゆい一いつ生き残ったオオミミも、大ケガをして、なんとか時間を掛けてここまで戻もどってきたと血を吐はくように言い、一人だけおめおめと生き残ってしまったことを詫わびた。ブランが叱しつ責せきする。

「スノウ様がそんなことを責めると思うか！　よく戻って、知らせてくれた！」

　私はすぐに戻ってスノウ様に伝えてくる、とブランが立ち上がろうとしたが、オオミミの様子がおかしい。引きつけを起こしたように痙けい攣れんを始める。

「おい！　おい、しっかりしろ！」

　震えだしたその身を放ほうり出す訳にはいかないと、ブランはもう一度オオミミのところへ戻る。しかし、事態は切せつ迫ぱくしていた。スノウのところに誰だれかが真実を伝えに行かなくてはいけない。

　焦ったブランの手を握にぎったのは、英だった。

「オレ、スノウのところへ行って知らせてくるよ」

「……英様？　いけません、あなたを元の場所に帰すよう、私は……」

　動どう揺ようを隠かくせないブランに、英は首を振ふった。ブランにスノウの言いつけを破らせるのは心苦しいが、戻る方法が分からないのではどうしようもない。

　英はオオミミに「これ、借りるね」と言って、翡ひ翠すいのペンダントを持ち上げる。小刻みに震える男も、英が手にしたそれを目で追いながら、何度も頷いた。

「……弟さんは、あなたの帰りを待ちわびてた。どうか、頑がん張ばって」

　オレも頑張るから。

　英はブランが呼び止める声も聞かず、それだけ言って、元来た道を駆かけだした。城を出たときはまだ地平線の向こうにあった太陽は、すでに空の高いところまで来ている。

　国民審しん判ぱんは昼から行われると言っていた。間に合うだろうか。

　英は駆ける足に力を込め、一層強く大地を蹴けった。




　城門の中に入って、英は更に驚きよう愕がくした。普ふ段だんは城門が閉じられているため、広く感じていた城の庭だったが、今日は国民審判を聞くために国民が集まっていて、その広さは全く感じられない。それどころか、人にまかれて身動きが取れないほどだった。

　今回は特にスノウが今後について発表するとあってか、家族全員で集まっている人もいて、小さな子どもを押しのけて無理に動くことは憚はばかられた。

　英は焦った。どうやら代表者で話し合う議会は終わってしまったらしく、今はその発表を待っている段階だという。国の外に出るのか、残るのか、どちらになったのか。英も、その場にいる国民と同じように不安になる。

　正午を知らせる鐘かねが、広場に響ひびいた。それと時を同じくして、城庭を一望出来る高台に、スノウとクルペオたち三賢花衆が姿を見せた。

　集まった国民が、口々に歓かん声せいを上げて、その名を呼ぶ。英もスノウの名前を呼ぶが、その轟ごう音おんの中では紛まぎれてしまって届かない。

　意を決して、英は人の隙すき間まをすり抜けてスノウの方へ駆けだした。

　人にぶつかり、謝りながらも進む。ぶつかられた人に後ろから怒おこられ、前にいる人間には押し分けて進んでくる英の姿に、何事かと目を剝むかれる。目立たないように生きてきた英には、地じ獄ごくのような苦行だった。今すぐ足を止めてしまいたい。

　しかし、その先に、目的がある。英は、刺さすような人の目に負けじと何度もスノウの名前を呼んだ。

　あと少しでスノウのいる場所に到とう達たつ出来そう、と思った英の行く手を、今度は飛んできた衛兵が止めに掛かかった。

「後ろから人を押しのけて国王陛下の近くまで行こうとするとは、何事だ！」

　引きずられそうになって英はよろめき、その場に倒たおれた。長ちよう距きよ離りを走ってきて、疲つかれのある足は踏ふん張れず、周囲の人間も転てん倒とうに巻き込まれまいと避よけたため、英を中心に人ひと垣がきが崩くずれる。

　近くで起きた騒そう動どうに気が付いたのか、スノウがこちらを見た。

　その青い目が、英を見つけて見開かれた。英、とスノウの唇くちびるが動く。

　英はもう一度スノウの名前を呼んで、手を伸のばした。衛兵がそれを叩たたこうとするのに気付いたのか、スノウが弾はじけるようにこちらへ駆けてくる。

「国王陛下！」

　英の周囲に出来ていた人垣が、向かってくる国王に驚おどろいて、更にその輪を広げる。着地点が広がって、下りやすくなった場所にスノウが舞まい降りるようにして英をすくい上げた。

「英！　どうして戻ってきた？　一人か。ブランは？　何があったのだ？」

　矢や継つぎ早の質問に、英は答えるより先に口を差し挟はさんだ。

「それより、結果はどうなったの？　国外に出るの？　残るの？」

　スノウは英を抱だき上げたまま、高台に戻る道を歩き出す。その表情の硬かたさに、英は嫌いやな予感がした。

「……国外に参ることになった」

　声を潜ひそめてスノウが言う。

「クルペオの遣つかわした先せん遣けん隊より、肥ひ沃よくな土地が見つかったと報告があったらしい。すでに簡素ながら住居を組み立て始めていると。……それを聞いて、私以外の全員一いつ致ちで国外に活路を見み出いだすことになった」

　それは、すべてが噓うそだ。

　英は体の芯しんから怒いかりで震ふるえた。言葉にならない怒りをどうして良いか分からず、スノウの服を強く握り、奥歯を嚙かみしめる。

　それが噓だと断言出来るのは、この場では真実を知る英一人だけだ。すべてぶちまけてやるとスノウの腕うでの中から身を乗り出して、英はクルペオに向かって叫さけんだ。

「噓だ！　クルペオが言ってるのは、全部でたらめだ！」

　切り裂さくような英の声に、一いつ瞬しゆん国民の歓声が止やむ。三賢花衆と、国民の視線がすべて英に集中し、その場に静せい寂じやくと緊きん張ちようが走った。

　クルペオは英の姿を認め、顔をしかめた。

「……どなたかと思えば、顔も見せない花はな嫁よめ様ではないですか。今度は、いったい何の幻げん聴ちようをお聞きになったのですかな」

　クルペオの後ろには、国外移転を熱望していた、オオミミの家族の姿が見える。移転派のシンボルとして登とう壇だんしていたのか、その手には花束があった。それをまさに今、クルペオに差し出そうとしていたらしい少年──シマは、英を見て、ぽかんとした顔をしていた。

　その胸に下がっているのは大ぶりの翡翠のペンダントだ。英は約束を果たそうと、持ってきた兄のペンダントを、よく見えるように頭上に掲かかげた。

「その子の、お兄さんのオオミミさんが持っていたペンダントだ！　彼は今、山から必死に下りてきて、国外が移住出来るような大地じゃないことを教えてくれた！」

　シマが大きな目を瞠みはった。クルペオの表情が苦虫をかみつぶしたようなものになる。

　集まっていた国民の中から不安の声がざわつくように漏もれ始めた。

　先遣隊に含ふくまれていた者の、家族だろう。その、安否を気き遣づかう声がする。英は、その先を言うのをためらった。しかし、クルペオの顔を見て、覚かく悟ごを決めた。

「……ほかの人は、殺されたって。クルペオに、殺された。……オオミミさんも、ひどいケガをしている」

　シマが駆かけてきて、英の手から渡わたされたペンダントにこびりついた血を見て、絶ぜつ叫きようする。その悲痛な叫びに、国民たちも真実を悟さとった。

　スノウは英を腕から下ろして腰こしの剣つるぎを抜き、クルペオに向けた。同じくフェネクも後ろにオジロを庇かばいながら抜ばつ刀とうする。

「……クルペオ、その話は本当か。……貴様、死の花を増やすだけでは飽あき足らず、国民に手を掛けたのか」

　スノウの声が広場に響いた。二人に剣を向けられたクルペオは、それでも余よ裕ゆうを崩さず、昨日と同じように肩かたをすくめた。

「……だとしたら、どうなさるのです？　私が死の花を増やし、先遣隊を口くち封ふうじに始末したことが、真実だとして。この国が救われるとでも？　この命を奪うばうことが、この国の未来のためになるのでしょうか」

「おのれっ！　クルペオ！」

　怒りの雄おたけびを上げたのは、フェネクだった。スノウが止めるのも聞かず、斬きりかかる。その刃やいばは、間ま違ちがいなくクルペオの腕を切り裂いた。

　しかし、呻うめき声を上げ、顔を押さえて倒れたのは、誰だれあろうフェネクだった。剣が足元に落ちる。英を後ろに庇っていたスノウがフェネクを守ろうと近寄って、その身体からだに起きた異変に気付く。

　口以外の顔の大半が石化していたのだ。クルペオが血を流しながら、盾たてのように掲げる袋ふくろの中身。

　理由を悟ったスノウが叫ぶ。

「死の花の毒か……！」

　その声に、広場が騒そう然ぜんとなった。

「国民の命？　青あお臭くさいことを抜ぬかすな、小こ僧ぞう！　そんなもの、知ったことではないわ！」

　クルペオ自身、フェネクにぶちまけた際に袋から漏れた毒に触ふれたのか、指の一部を石化させている。逃にげようとする国民と、家族の安否を気遣って事情を聞こうと高台に近寄ろうとする国民と、どうしてよいか分からず佇たたずむ国民とで、広場はパニックになっていた。スノウはそれを見て、舌打ちをし、衛兵たちに指示を出す。

　そしてそれを終えたスノウは、猛もう然ぜんとクルペオに向かって行った。

　ふりかざすように剣を向ける。太陽の光をぎらりと受けて、それはまっすぐにクルペオに落ちて行った。しかしクルペオも、フェネクが落とした剣を拾っていたようで、それとスノウの剣がぶつかり、高い音が重なった。

　しかし英は最初こそ身をすくめたものの、両者の実力が段違いであることに気付く。明らかに剣の重みに振ふり負けて肩で息をしているクルペオを、スノウは悠ゆう々ゆうといなして追い詰つめていった。

「……もう止やめだ、クルペオ！　剣を下ろせ！」

　明らかに揺ゆれている剣けん先さきを、スノウが弾はじく。あっさりと持ち主の手を離はなれた剣は床ゆかに落ちて甲かん高だかい音を立てた。

　同時にクルペオが膝ひざをついた。うずくまるようにその場に伏ふせる。

「クルペオ……罪を話せ。先遣隊に何をした。そなたには、その義務があろう！」

　スノウの声が鋭するどく叱しつ責せきする。衛兵の誘ゆう導どうによって、広場にいた国民たちも落ち着きを見せ始めていた。

　しかし、突とつ風ぷうが英の頰ほおを切った。

　それは本物の風ではなく、二つのペンダントを手にしたシマが、英の横を通ってクルペオに飛びかかっていた時に起こしたものだった。

　英が止めようと伸ばした手は、シマの小さな尻尾しつぽを掠かすめただけで、何も摑つかめない。

「──兄さんにっ！　何をしたっ！」

　そう金切り声を上げ、小さな身体がクルペオに向かって突とつ進しんしていく。クルペオの目が、それをぎらりと捉とらえた。その手に摑まれている袋の中身が、シマをどんな目に遭あわせるか分かっている。英は無心で追い縋すがり、その身体の上に自分の身体を投げ出した。

「英っ！」

　焦あせったようなスノウの声がする。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ。死の花の毒は英には効かない。スノウはまた忘れてしまったのか。そう安心させようと顔を上げて、英は自分の間近に迫せまった銀の光に、思考を止めた。

　クルペオが自分たちに振りかざしていたのは、先ほどフェネクが落とした剣だったのだ。

　気付いたが、もう避よけられないところまで来ていた。英はとっさにシマに傷がつかないよう、身体を丸くして腕の中に庇いこんだ。

「ぐっ……ッ！」

　英の背中を、誰かが抱かかえている。覚悟した衝しよう撃げきが来ず、英は恐おそる恐る目を開けた。そしてその場にある光景に声のない悲鳴を上げる。

　スノウが、赤い血に染まっている。

　英に覆おおいかぶさったスノウの背中を、クルペオの剣が刺さし貫つらぬいていた。

　だが、スノウも黙だまって刺されたままではない。銀色の大きなキツネ姿になり、貫かれた背をよじるようにして、クルペオの喉のど元もとに嚙みついていた。

　双そう方ほうから、低い威い嚇かくの声が続く。ぐっ、ぐっと力が籠こめられるのが分かった。

　英は耳を塞ふさぎたくなったが、何が起きるか分からない恐きよう怖ふにそれどころではなかった。

　スノウとクルペオがお互たがいに持っている鋭い牙きばを突つき立て合う姿は、まさに命の攻こう防ぼう戦せんで、英にとって恐怖でしかない。

　やめてくれ、やめてくれ。もういいじゃないか、それ以上なんの意味があるんだ。

　錯さく乱らんしたようにその場で英は叫さけぶ。スノウのその身を染める血の色は、スノウの傷から流れたものか、クルペオの喉のど笛ぶえからか、どちらのものか分からないが、命にも関かかわることだったらと思うだけで震ふるえた。

　スノウの名前を何度も呼ぶ。帰ってきてほしかった。呼ばなければ、日常が終わってしまうような感覚に襲おそわれた。

　風が英の肌はだを激しく叩たたきつけてくる。天気が悪くなってきたのかもしれない。しっとりと湿しつ気けを含む風は、さきほどよりも強くなっていた。

　決着の時は、風の止んだ一瞬だった。

　クルペオの身体が、ぐらっと傾かしぐ。その動きに合わせて、スノウも倒たおれた。

　転がり合ったふたつは、それきり動かない。

　英は口を押さえて震えた。

「……スノウ……！」

　英は、自分の手足が氷のように冷たくなっていくように感じた。血が止まってしまったようで、心臓もうまく動かない。スノウは大丈夫なはずだ。疲つかれただけで、すぐに起き上がってくれるだろうと。だから怖こわがることはない、と英は自分に言い聞かせた。

　どれだけの時間を待ったか分からなかったが、毛皮のかたまりがぴくりと動く。

「スノウ！」

　それしか知らないように英はスノウの名前しか喋しやべれない。潜もぐり込んでいた毛皮が、上に乗っていた身体を押しのけて立ち上がった。

「スノウ！」

　力なく地に落ちたのはクルペオだった。よろめきながらも身を起こした銀色の毛皮に英は駆け寄って抱だき留める。

　その触れた手に、濡ぬれた嫌いやな感かん触しよくをおぼえた。

『……英……』

　抱き留めた英の耳元で、困ったような笑いを含ふくんだスノウの声がした。どうしようもないな、と愛情のこもった自じ嘲ちようのような声だったが、英には人型に戻もどったスノウの全身を覆う出血をどうやって止めたら良いのか焦るばかりだった。

　英は着ていた服を引きちぎって、スノウの首からも腕うでからも胸からも溢あふれてくる血を必死に押さえた。

　英は全くケガをしていないのに、体中が冷えて冷えてしょうがなかった。どうやって今自分が手足を動かしているのか分からない。脳内はただひたすらにスノウのことばかりだ。

　声を掛かけて意識を失わせないようにしなくてはと思うのに、スノウの微笑ほほえみや拗すねた顔ばかりが浮うかんで涙なみだが零こぼれそうになる。

　走そう馬ま燈とうなんて要いらないのだ。そんなものは、この血が止まれば、あの時は怖かったねと言い合えるはずなのだ。

「……英」

　涙で息が出来ないままの英を、スノウが呼んだ。その声は思っていたよりもしっかりしていて、英は弾はじけるように顔を上げて答える。

「スノウ、つらいよな。大丈夫だ、もうすぐお医者さんが来るから！　もうちょっとだけ頑がん張ばってくれ！」

　もう英の手元の布は、白かった部分よりも赤に染まった面積の方が大きかった。

　血は、押さえ切れずに段々と滲にじんできている。でも大丈夫だ。あんなにちゃんと声が出せたのだ。ちょっと大げさに血が出ているだけだ。英は自分に必死で言い聞かせた。

「英……すまなかった……」

「スノウ？……何言って」

　スノウが苦しそうに息を吸った。その喉のどの奥で、ごぼりと嫌な音がする。

「……これを……返していなかった」

　震えるスノウの手が宙を探さぐるように動く。

「スノウ、もしかして──……見えて、ない？」

　青い瞳ひとみは、変わらずそこにあるのに。英には、その青い目に自分が映っているのに。その目にはもう、花どころか英の姿も見えていなかった。

　体中の血が逆巻くのを感じた。スノウの命が、こんなにも簡単にすり抜ぬけようとしている。なくなろうとしている。その事実は、そうやすやすと受け入れられなかった。

　スノウの血まみれの手は、ようやく探しているものを見つけたらしい。摑みだしたそれを、英の手に落とす。

「……すまなかった。本当は、お前のものと分かっていても……ひとつでいいから、思い出のよすがとして、手元に取っておきたいと……、浅ましい、恋こいした男の思いと……許してくれ」　>>>♥

　渡わたされたのは、スノウが肌はだ身み離はなさず身につけていた小こ袋ぶくろだった。告げられる言葉に英は何のおぼえもなかったが、途と切ぎれ途切れになっていく声を引き留めようと必死に言う。

「気にしてない！　気にしてないから！……スノウ、もう黙って……お願い……」

　言葉を喋るだけ、スノウの喉の奥で血が漏もれるような音がする。言葉と引き換かえに魂たましいが抜けていくようだ。

「英……帰る前に、一度だけ……抱きしめてくれるか。……お前と一いつ緒しよの眠ねむりは、ひどく気持ちが……いいんだ」

　英は首を振ふる。まるで遺ゆい言ごんのようなそれを実行するのは躊躇ためらわれた。満足してしまったら、スノウは逝いってしまうのではないかと怖かった。

　もう血は止まっていた。それは、もう流れ出すものがないかのように見えた。

　そこに這はい寄ってくる命の終わりから、英は少しでもスノウを引き離したくて腕の中に抱え込む。

　結果的に希望通りになったためか、スノウは満足そうに息をついた。

「……幸せだ」

　満ち足りた声は今までのスノウの声で聞いたことがないほど、丸いものだった。

　けれど、その言葉を最後にスノウの胸は上下するのを止やめ、手足は弛し緩かんして地に投げ出された。

「……スノウ……？」

　終わりは静かだった。風もない。

　英は唐とう突とつなことに涙もなく、ただ眠るように穏おだやかな顔で横たわるスノウに声を掛ける。その頰ほおに触ふれた。まだぬくもりはあるのに。

　英は事実を受け入れられない。

　直後に突き上げてきた慟どう哭こくは、あまりの轟ごう音おんで、自分の声とは思えなかった。

　どうすればこんなことにならなかったのか、考えても意味のないことばかりが自分自身を責めるように身の内で聞こえる。

　無力な自分がうらめしかった。自分に、何か力があれば、スノウをこんな目に遭あわせることなく、クルペオに邪じや心しんを抱いだかせることなく、死の花からこの国を救い、その愛に報むくいて幸せに暮らせただろうか。英が何ひとつしてやれなかったことを、出来たのだろうか。

　間ま違ちがいだったのだろうか。英が来たことに一体何の意味があったのだろうか。英が来たことで、何が狂くるったのだろうか。

　最後に受け取った袋ふくろを握にぎりしめたまま、英の頰からとめどなく溢れていく涙は、スノウの胸やその地面に落ちて行った。




　風が一いち陣じん、英の薄うす茶ちや色いろい髪かみを撫なでる。

　それは傷の手当てを終えたオオミミを連れてブランが城の広場に到とう着ちやくしたのと、決着を察した国民が悲ひ嘆たんに暮れるのと、フェネクがオジロに抱き起こされるのと、全すべてが同時だった。

　最初はその場にいた全員が突とつ風ぷうかと思った。

　まっすぐ立って目を開けていられない衝しよう撃げきが襲ったからだ。英もぼろぼろ涙を零こぼしながら、スノウの身体からだにすがりついた。離はなれるものかと力を込めた。

　しかしその突風の二度目は、ふわりと英の足元から巻き上がる。英の涙が落ちた地面が、揺ゆれていた。スノウと英の体重を支える地が、周囲を黄金こがね色に染めながら、ゆっくりと持ち上がる。

　その現象の意味が分からず、英は茫ぼう然ぜんとする。地面は、英のそんな反応など知ったことではないと、身み震ぶるいするように幾いく筋すじもの光を放った。

　──まるで発芽の瞬しゆん間かんのように。




　英の目に映っていたのはそこまでだった。次の瞬間、柔やわらかい何かが暴力的な量で英の足元から襲おそい掛かってきて、その身体を持ち上げる。

　まるで大水に流されるようで自由が利きかない。スノウの身体から引き離されまいと英は唯ゆい一いつ残った力を指先に必死に込めて耐たえた。

　襲い掛かってきたそれは、何だか分からないまま英を包んだ。

　視力だけは守ろうと固く瞑つぶっていた目を開けた英が、意識を失う前に周囲で見たのは、まるで海の中を泳ぐような青さだった。小さな花の集合体であるその青は、スノウの瞳の色によく似ていた。




　　　　◆




　桜の木がさざめく音がする。

　幼い英は、茜園の庭を歩いている。中に通じるドアの前で、立っている人の姿が見えた。

　背中だけで、それが誰だれかはすぐ分かった。

〝おばあちゃん。英、お母さんにあげる花、持ってきたの〟

　彼女を呼んだが、祖母は振り返らない。表情を窺うかがうが、その顔は見えなかった。やはり勝手に出たことを、怒おこっているのだろうか。英は手にしていた花をそっと抱だきしめて、思った。

　しかし祖母は振り返り、黙だまって英を抱き上げた。棺ひつぎのところまで連れて行ってくれ、そっとその蓋ふたを開ける。英は抱き上げられたまま、まるで眠っているような母の遺体に、手に持っていた百合ゆりを捧ささげた。

　英は、幼いながらに、ある違い和わ感かんに気付いた。母の棺の中に、真っ赤な薔ば薇らがまるで敷しき詰つめられたように置かれていたのだ。

　葬そう式しきで、献けん花かする人たちの手にあった淡あわい色の花ではない。英はそう思いながらも、美しい母にはこの花の方が似合うと思った。そのまま棺の縁ふちに手を掛かけ、涙なみだぐむ。その肩を、祖母は優やさしく撫でてくれた。

〝……英、隠かくれるのよ〟

　祖母が唐突にそう言う。英は首を傾かしげた。何から？　問うが、祖母は厳しい顔で英の髪を撫でる。

〝黒くろ髪かみは、目立ちすぎるわ。……色を変えましょうね〟

　そう言われて、英は自分の髪の色を思い出した。祖母や母と同じ、漆しつ黒こくだ。それを変える？

　何故なぜそんなことをするのか、問おうとしたが、英は祖母の目に涙がいっぱい溜たまっているのを見てしまった。

〝どうして……咲さく美み。……目立たないで、隠れなさいって言ったのに……〟

　英の母の名前を呼び、涙に震ふるえる祖母を見て、慰なぐさめようと英は小さな手で抱きしめた。

〝英……英は行かないでね。おばあちゃんの側そばにいてね……〟

　抱きしめ返してくれる祖母にそう言われ、幼い英は強く頷うなずいた。




　世界が暗転する。

　英は空を飛んで、今度は都会の高級ホテルの前に立っていた。雨の中、ホテルの車寄せに停車したタクシーに乗り込む男女を何気なく眺ながめて、あることに気付いた。

　片割れの女性は、英の母親だった。それも記き憶おくの中にあるより、幾いく分ぶん若い。タクシーに乗車する際、お腹なかを庇かばうように、右手を添そえていた。

〝気を付けて。もう君ひとりの身体じゃないんだから〟

　母のその後ろに立つ男性が、柔らかい声でそう言う。タクシーを覗のぞき込んでいるせいで、顔は見えないが、その手は、母のお腹を愛いとしげに撫でていた。

　もしや、と英の胸が騒さわいだ。

　英の母がタクシーの座席に完全に座ったのを見届けてから、男性もその隣となりに座ろうとしてか、姿勢を変える。その途と中ちゆうで、目が合った。

　何故か顔は見えなかった。

　しかし、英はその男性が、英を見てにっこり笑ったように感じた。そして、ゆっくり左手を掲かかげ、薬指を指すのも見た。

〝君に会えるのを、心から楽しみにしているよ〟

　そう、声なき声を、聞いた気がした。

　何かが変だ。

　そこで英は違和感をおぼえて、理由を探す。

　そうだ、自分は、もう生まれているはずだ。英は唐突に気が付いた。

　だから英は、茜園で祖母に育てられ、高校まで卒業して、あの国に行ったのだ。

　身の内から「あの国？」と問う声がする。その声は、まぎれもなく自分の声だ。自問自答に英は言葉を途と切ぎれさせた。

　英の足は貼はり付けられたようにその場から動けない。

　言葉は出ないが、突つき動かされる。今の英は本当は、茜園にはいない、両親の前にもいないのだ。どこにいるかを思い出さなくてはいけない。

　どこかで桜の木のさざめきが聞こえた。

　その桜の声は、英の思考から正解をかき消すように大きくなる。微かすかに、英の名前を呼ぶ声が、その中からした。ささやかだったはずのそれは、二重になり、競きそうように声を張り上げた。

　その声はぐるぐると英の周りを回って、最後には英を押し流してしまった。

「うわっ！」

　押し流されまいと全身に力を入れた途と端たん、英の名を呼ぶスノウの声がクリアに聞こえた。

「英っ！　目が覚めたか！」

　スノウの顔の向こうに、青空が見えた。気を失う瞬間の青いものは、これだったのだろうか。英は茫然とした頭を覚かく醒せいさせようと首を振ふった。

　そしてその視界に入ったものに愕がく然ぜんとする。

「スノウ、……なにこれ」

「……私にも、訳が分からん」

　英の見み渡わたす限かぎり、青い花がその場を埋うめ尽つくしていた。

　ここは、確か城内の庭だったはずだ。広場には、大勢の人がいて、クルペオたちもいて……英は順じゆん繰ぐりに思い出していって、最後の瞬間に思い至り、すごい勢いでスノウを振り返った。

「スノウ！　そういえばケガはっ？」

　その悲鳴のような切せつ迫ぱくした声に、スノウは首を横に振って、血に濡ぬれたままの自らの服をつまみあげて見せた。

「染しみた血だけだ。切り裂さかれたはずの痕あとはどこにもない……」

　そう言われ、確かめてみると、スノウの肌はだのどこにも傷が見当たらない。あるのは血の痕だけだ。それも乾かわきつつある。

　好きなように肌を探さぐらせていたスノウだったが、しばらくして英に囁ささやく。

「英、その髪かみのことは、気付いているか？」

「髪？　オレの？……なんだこれ。なんだこれっ？」

　血のついた手のひらしか見ていなかったので英自身は気付かなかったが、スノウに言われて悲鳴に近い声を上げた。

「髪の色、えっ、黒、黒くなってる？」

　自分の髪を自分で直視することは出来ないが、前髪を視線の高さまで引っ張ってくると、それは記憶にあるよりもずっと濃こい色をしていた。

　気を失っている間に、何があったのか。英は震えるが、スノウは英の手を摑つかんだまま、信じられないものを見るように首を振ってから言った。

「……やはり、昔会ったあの豊ほう穣じようの一族の幼子は、英だったのだな」

「……え？」

　英は何のことかと首を傾げたが、スノウの手が、英の側そばに落ちていたあの小こ袋ぶくろをつまみ上げた。

　その中身を英の手のひらに渡わたした瞬しゆん間かん、英の中でばらばらだった記憶のピースが組み上がっていくのが分かった。

　母の葬式の後に、この世界に来たこと。花を分けてくれた少年に会ったこと。そして、その少年に、英はこの指輪を渡したのだ。あの時も、川の一面を桜の花びらが埋め尽くしていた。

　ざわ、と鳥とり肌はだが立つような感覚だった。

「……親指姫、スノウだったの……っ？」

　スノウは強く頷いた。そして感かん極きわまったように、英を腕うでの中に閉じ込める。

　大きく息を吸って、スノウが何かを言おうとした、その瞬間。

「国王陛下！　なんですかこれはー！」

　英たちの後方から、大声が聞こえる。スノウはびくっと背を震わせて、口を閉じてから、その声の方を恨うらめし気に見た。

　同じように青い花の中から埋もれていた誰だれかが顔を出す。よくよく見れば、それは三賢花衆のフェネクだった。英は、その無事な姿に安あん堵どした後、あることに気付いて「あ」と呟つぶやいた。

「……あれっ……私……死の花の……」

　英の驚おどろきは、当の本人にも同様だったらしい。フェネクは両手で、自分の顔をぺたぺた触さわってから、驚いたようにこちらを見て言った。

「……治って……ますよね？」

　英とスノウは無言で頷いた。そのフェネクの顔は、以前と変わりない。何が起きているのか分からない英をよそに、周囲では同じように花の中から這はい出してきた人々が驚きよう愕がくしていた。

　みな、どこかしら死の花によって石化していた部分があったらしい。それが、きれいに元の血の通った皮ひ膚ふに戻もどっているようだ。スノウは、無言で足元の花を引き抜ぬいた。

「……これは、命の花だ」

　英はそう言われて、引き抜いた地から、また新たに青い花が顔をもたげるのを言葉なく見守った。死の花と同じ。そして、その天敵。

　スノウは広場に向かって大声で叫さけんだ。

「国民に告ぐ！　今すぐこの花を抜き、死の花の咲さく地に植えるのだ！　死の花も、またその毒も、この花は浄じよう化かしてくれる！　急げ！」

　青空の下、その号令は澄すんだ空気を切り裂くように広場に響ひびき渡った。その言葉に呼応するように、集まっていた民衆が叫び声を上げる。それは歓かん喜きの声だった。

「スノウ様！　英様！」

　争うように人々が足元の青い花を摘つんでいく。摘まれた跡から、次の青い花が咲いていく。溢あふれすぎて手の中から零こぼれた花も、何もない道に落ちて、またその青い花びらを増やして行った。

　その中を、ブランが駆かけてくる。

「ブラン……！　目、良かった！」

　片目を隠かくしていた包帯を外し、両目から涙なみだを零こぼしながらやってくる側近を、スノウは無言で抱だき留めた。英は、その閉じられていた片目の色を見て、安堵のため息を漏もらした。

　オオミミとシマの兄弟が再会の抱ほう擁ようを交かわしているのも見える。

「英──っ！」

「チコ！」

　長く会っていなかったような気がして英は飛びついてきたチコをぎゅっと抱きしめる。柔やわらかく、陽ひの光の匂においのする身体からだだ。その尻尾しつぽが可哀かわい想そうなまでにボサボサなのを見て、英はブラッシングをしてやらなくちゃなと思い、のんきに抱かかえなおそうとした。

　その英の首を、スノウが無言でわし摑んだ。腕の中にいたチコもむしり取られた。ブランが慌あわててチコを迎むかえに来る様子だけが見える。

「いかな幼子でも、夫の前で……他ほかの男に触ふれさせてはならん」

　顔の近くで光ったその青い目が意味する所に、ぞくりと英の身体を何かが走った。




　みんな命の花を植えに行っていて出で払はらっているのか、人のいない城内をスノウは、どかどか歩いていた。慣れた英の部屋に辿たどり着くや、ドアが蹴けり開けられ、シーツは払はらい落とされ、英は寝しん台だいに放ほうり投げられた。

　すべてが乱暴だと抗こう議ぎするために英は顔を上げたが、すぐ目の前にあるスノウの深刻そうな表情を見て、口をぱくんと閉じた。スノウは両手を強く握にぎりしめた状態で、英に向けて呻うめくように言った。

「……お前が欲しい。……やはり元の世界には帰したくない。……お前が心を寄せる、その男も連れて来い。ここで暮らさせろ。お前が誰を好きでも、耐たえてみせるから……！　この国で、私と一いつ緒しよに暮らしてくれ……！」

　おかしなことを言う。英は、その懇こん願がん内容に首を傾かしげた。何が？　一体誰を連れてこいと言っているのか？　と返すのは簡単だった。しかし耳も尻尾も緊きん張ちように震ふるえているスノウの気持ちを落ち込ませることは、英にとって本意ではない。

　今になって帰る方法は、何となく分かった。今回来たときも、子どものときも、すべてあの川の水面に「花」が一面に浮うかんでいたのだ。きっとそれが異世界を行き来するときの条件なのだろう。

　けれど、英がそれをすることは二度とない。

　この自制的で利他的でクソ真ま面じ目めな王を、英は愛しているのだ。

　胸がきゅっと切なくなる思いを伝えるには、言葉よりも雄ゆう弁べんな方法を、と英は寝台に膝ひざ立だちになり、両手を広げてスノウの方に身を投げ出した。

　いきなり倒れ込んだ英の身体を、慌ててスノウが受け止めてくれる。隙すきあり、と英はそのまま首にかじりついてキスを奪うばった。

　至近距きよ離りでスノウの銀色の睫まつ毛げが震え、驚きに見開かれた青い目が変わらず美しかった。英の優勢にスノウが戸と惑まどったのは瞬間のことだった。

　すぐに大きな手が英の後頭部を包み、口で口をこじ開けるように奪われる。歯が当たるのも構わず、奥へ奥へと舌が侵しん入にゆうしてきた。

　キスを繰くり返してどれくらい経たったのか。

「……英、良いか」

　耳元で呟かれたのは、どこかで聞き覚えのあるセリフだ。

　英はあえて答えず、身体の力を抜いて身を任せた。青い目が、ちらちらと英の表情を窺うかがうようにするから、英は「答えたほうがいい？」と言う。

　しかしスノウの方は英の顔中にキスをしながら「いや、いい」と返事をした。いいとは何事だ。返事は大事だぞ。同意のない関係は道徳的に良くない。英がキスの合間に唇くちびるが空いた隙を見てモゴモゴ言うが、スノウはその都度ていねいに塞ふさいでしまう。

「スノ……いひゃっ」

　三度目に名前を呼んだら、焦じれたのか舌を嚙かまれた。大人しくしてろと青い目が言っている。

「……壊こわしたくない」

　スノウの言葉に、確かに英もぶち壊したい訳ではない、と大人しく口を開ける。スノウは英を自分の下に引きこんでキスを続けた。英もスノウに包まれたことで、体温が心地ここちよくて気分が良くなってきた。

　だんだん自分の舌とスノウの舌の境目が分からなくなる。

　息いき継つぎの合間に、もうお互たがいの名前を呼ぶことはない。英は口の中にある唾だ液えきをすするのに必死だったし、スノウはキスをしたまま英の服を全すべて脱ぬがせていたからだ。

　服を脱いで肌はだを合わせると息が漏れるような心地よさがある。英は気付けば何も着ていなかったが、相手も同じ恰かつ好こうだから良いか、とまたキスに没ぼつ頭とうしようとした。

　しかし当のスノウが、今度は英の胸むな元もとにキスを始めている。遠くなってしまった口づけが切ない。寂さびしくて息をしたら仔こ犬いぬが飼い主を呼ぶような声が漏れてしまう。

　その声にスノウは胸から顔を上げないまま、右手を伸のばして英の唇に触れた。一人になって寂しい英の唇を、端はしから端までをするりと撫なで、それから忍しのび込んできた。

　英は無心でそれに吸い付く。先ほどからスノウが触れるところ全てがビリビリして、声が出そうになるのを何かで塞ぎたかった。

「あ……そこ、やだっ」

「……ここか？」

　スノウが後ろに濡ぬれた指を持っていく。それでくるくると周囲を撫でてから、そっと入ってくる。痛みはないが、そこがじわりと広がっていく感かん触しよくが落ち着かなかった。

　スノウの何かを口に含ふくんでいたくて首を伸ばしてキスをねだると、荒あらっぽく与あたえられた。先ほどよりも陶とう酔すい感かんが強い。浸しん透とう性の毒でも含んでいるのだろうか。英の身体は、あちこちがビリビリしていて、ほとんど自分の意思では動かなくなってきた。

　今日は、冥花蜜を飲んでいないのに。英は陶とう然ぜんとしながら、スノウの手が、自分の身体を検分するように這いまわるのを小さく声を上げて受け入れた。

　スノウが身を起こし、英の身体を両手で持ち上げた。寝台に座る男の膝の上に、英はゆっくりと腰こしを下ろす形になる。

「──あ」

　狙ねらいを定めたそれが、自分の中に静かに入ってきたのを悟さとって英は息をついた。

　緊張していなかったせいで、一番太いところが狭きよう隘あいを抜ぬけると、自重で根本までが英の中に全て静かに埋うまる。

　ほんの少しだけサイズが合わないのか、奥が突つき上げられて痛みを覚えたが、スノウの肩かたに顔を埋めて何度か息を散らしている間に気にならなくなる。

　そっと顔を上げるとスノウが目を閉じて息を抑おさえているのが分かった。英を壊したくないと、その言葉に噓うそはないのだろう。体内にいるものも、圧あつ迫ぱく感かんは凄すさまじいが、その場からは一いつ切さい動かない。

　しかし英もこのままでは辛つらかった。挿そう入にゆうから時を経るごとに、スノウの脈動が甘く染しみこむように快楽を与えてくるのだ。それが解放されない苦しさを分かってほしいと、スノウの唇にキスをして、指を口に含んで、慣れない誘ゆう惑わくを懸けん命めいにしてみる。

「……つらいばかりでは、可哀想だと思ったが……もういいな」

　スノウの目がぎらりと光った。そう言うなり、体内にいたものが膨ぼう張ちようし、大きく奥を突き上げる。想像していなかったその衝しよう撃げきを、英は口を、はくはくと開くことで逃のがそうとしたが、時すでに遅おそし。抱えた英をスノウが、強く抱だきしめ、腰を使い始めたのに息を上げるしか出来なくなっていた。

「ひっ、あっ、あっ、やだ……っ！」

　下から突き上げられ、座り込んで自分の体重で咥くわえこんでいる形になっているから、逃にげられはしないのに反射的に身体は逃げようとする。そのたびにたくましい腕うでに、きつく抱きすくめられる。広い寝台の上では転がり落ちることも出来ない。

　過ぎる快楽から身を捩よじるほどに、スノウの指は強く英の腰を摑つかんで恐きよう悦えつの世界へ引きずり込んでいく。

「やっ、やぁ、やぁ……っ！　んーっ」

　何かに摑まりたいと両腕を伸ばして、寝台の四方から下がるカーテンを搔かき抱いたが、それはすぐにスノウが引きはがして自分の方へ強く引いた。それにより接合が深くなり、頭がおかしくなりそうな快楽の波が英を襲おそった。英は自身が触れられないまま達したのを見て、首を振ふって絶ぜつ叫きようしたが、スノウの律動は止まらなかった。

「嫌いやだ、は聞かぬ。……お前は自分で私の許もとへ戻もどってきたのだ。こうなることは分かっていただろう。諦あきらめろ」　>>>♥

　英だって本気で嫌だなんて思っていない。思っていないが、絶頂に達した身体が敏びん感かんになっているのを揺ゆすられ続けるのは辛かった。一度目の絶頂を追いかけるように波が何度も襲うのだ。前も後ろも気が触ふれそうになるくらい気持ちが良いが、それは果てがあってのこと。止まらない快楽は拷ごう問もんのようで、英の思考回路をとばしていく。

　ようやくスノウが胴どう震ぶるいをし、ひときわ強く腰を押し付けた状態で律動が止まった。

　英も体内に広がる飛沫しぶきに、何度目か分からない絶頂を迎むかえて、ようやく終わったかと肩で息をする。

　英だけが、安心していた。引き抜かれていくそれが愛いとしいと思うくらいには。身体からだの奥に残る残ざん滓しが、その動きに合わせて零こぼれていって臀でん部ぶを伝う感触に、英はまた小さく達した。

「ん……スノウ……あっ……なん、で……っ……こんな、冥蜜花も、飲んでないのに……っ」

「英、今は私を受け入れろ。それだけでいい」

　スノウは英のその様子を見て、震える腕を引いた。無む抵てい抗こうな身体を今度は敷しき布ふに俯うつぶせにし、腰を高く上げさせてから、零れた残滓を指ですくって、塗ぬり込むように触れてくる。

「あーっ！」

　抵抗する間もあればこそ。意図を察する前に、まるで熟うれた桃ももを串くし刺ざしにするような簡単さで、英の身体の中にスノウが戻ってくる。

　今度は腰だけを上げた英の上に覆おおいかぶさっているので、逃れようがない。肉にく食しよく獣じゆうに食べられるために身体を差し出しているようだ。骨までむしゃぶりつかれる感覚に、英は自分のものとは思えないほど甘く高い声を聴ききながらそう思った。




　　　　◆




「飲まれていた南と西の丘おか、東の湖から死の花の除去を確かく認にん。この北の城下街近くの森の中で発見された死の花も、同様です。命の花も、死の花が消えた後、溶とけるようにその地に消えていきました。……現在、確認出来ている死の花は、住居地域からは遠く離はなれ、五年前の調査と同じ規模まで縮小しました」

　一夜明け、英は泣き疲つかれ、目を腫はらしたままの顔で、ブランからの報告をスノウの膝ひざの上で共に聞いていた。全身疲ひ労ろうなのは、明け方近くまでスノウに貪むさぼられていたせいだ。

　ブランは、一通り説明を終えると、今度は怪け我が人の回復状じよう況きようの説明に移る。英はその口から耳慣れた名前を聞き、顔を起こした。

「オオミミとシマの兄弟は、ケガも、死の花の毒からの回復も早く、もう集落に戻って生活の立て直しを始めたそうですよ」

　ブランは優やさしい目をして英にそう告げた。クルペオと、その企くわだてに関かかわった者も全て捕ほ縛ばくされたらしい。スノウは満足そうに頷うなずいて、続きを促うながした。

「……午後からは執しつ務むに戻る。みなが多た忙ぼうな中、私用で外していてすまなかったな」

　報告を最後まで聞き終わり、そう言ったスノウに、ブランは首を振った。

「いいえ。この国にとっては、大切なことです、陛下。……、フェネク様と協議した結果、本日の政務はもう結構ですという結論に至りました」

　立ち上がろうとしたスノウが、側近の不思議な言い回しに首を傾かしげる。

「何を言っている？　よく意味が……」

「こういうことです」

　そう言ってスノウの手に渡わたされた器うつわを英も覗のぞき込もうとする。

「妊じん孕よう花ばな……？」

　しかしスノウが、その器の中身を察して呟つぶやいたことで、顔をひきつらせた。あまりに露ろ骨こつなアピールだ。スノウが首を振って返そうとしても、ブランはそれを受け取らず、後ずさって扉とびらから出て行こうとする。

「ちょっとは新しん婚こん生活を、二人きりで楽しませようという配はい慮りよはないのか」

　もうほとんど扉の外に出てしまったブランが、スノウのその言葉に顔だけ覗かせた。

「……スノウ様のご両親は、その新婚生活を三年も続けたそうです。周囲が困こん惑わくするのも無視して三年も！　そして四年目に、ようやくスノウ様を授さずかったと思ったら、今度はスノウ様の成長に集中したいと……！　叔母おばのオジロから、今回きつく言いつかっているのです。私はスノウ様のお子様を、一年以内に見ると誓ちかいました！」

　そう言って扉は、ぱたんと閉じられた。残された二人は、顔を見合わせた。

「……使うの？　それ」

　英はスノウの手にある器をじっと見た。もちろん、嫌いやではない。愛しい男の伴はん侶りよになると決めたのだから、いずれとは思っているが、それが今日と言われると少し落ち着かない気分でもあると思った。

　スノウは首を振って、その器を机に置きに行って、別のものを持って戻ってきた。

「英、左手を貸せ」

　英は支えを失って寝しん台だいの上に寝ね転ころがり、ごろんと伸のびをしているところだった。促され、横着にも横たわったまま、左手を出す。

　スノウはその姿に、ふ、と笑った。

　取られた英の左手の薬指に、何かが巻きつけられる。

「それ……」

「そう、祝しゆく寿じゆ花かの茎くきだ」

　スノウはそう言って、英の方を向き直り、姿勢を正した。

「……英。私と、夫ふう婦ふになってほしい。私は、お前がこの国で不自由のないよう、この命を懸かけて大事にすると誓おう」

　青い目が、英の返事を待っている。英は慌あわてて起き上がった。とんでもない姿勢の時に、どうして言うのだと恨うらめしくも思った。精せい一いつ杯ぱいちゃんとしようと、寝ね癖ぐせで跳はね上がった髪かみを押さえながら、神しん妙みような顔をして、頷いた。

「……うん。オレも、スノウが幸せになれるよう、何だってするよ。……よ、宜よろしくね？」

　スノウが緊きん張ちようしていた面おももちを、ふと崩くずして抱きしめてくる。愛しい男の重みが何よりも幸せだった。

　スノウが茎を巻きつけた指に、そっと口づけを落とす。すると茎は、淡あわい光を放って、英の指にその影かげを焼き付けるようにして、消えて行った。英は指輪のように残る、その茎の跡あとを物もの珍めずらし気に眺ながめた。

「すごい……」

「これは、……一生消えぬ誓いの証あかしだ」

　スノウは白状するようにそう言って、その指に触れる英の手に、自分の手を重ねた。

「うん、知ってるよ。ブランが教えてくれた。……スノウのもある？」

　お揃そろいにしよう。英はにこっと笑って、スノウの左手を取る。

　見み様よう見み真似まねでスノウの指に、茎を巻きつけ、同じように唇くちびるを落とした。スノウは薄うすく微笑ほほえんでその光景を見守っている。

「んっ……！　あれっ？　ん、ん？」

　しかし様子がおかしい。英が何度ちゅっちゅと口づけても、スノウの指にその影が焼き付くことはない。見守っていたスノウも、おかしいことに気付いたのか身を起こして覗き込んできた。

　茎の方がおかしいのかもしれない。スノウがそう言ったので、別のものでも同じように試ためしたが、反応はなかった。最後にスノウが呟く。

「……豊ほう穣じようの一族の前では、無効なのかもしれんなぁ」

「オレの指には発動したのにっ？」

　お揃いに出来ず、英はしょんぼりしながらスノウの手を撫なでた。スノウは尻尾しつぽで英の背中に触れて宥なだめてくれた。

「……仕方あるまい。豊穣の一族は、その身に着けていた指輪だけで、私を死の花の毒から長年守ってくれるような強大な一族だ。祝寿花も、敬意を払はらっているのではないか」

「なんだよそれ……あ、でも、そうか。指輪あったね」

　慰なぐさめともつかないスノウのコメントに英は、ため息を漏もらしていたが、その言葉で指輪の存在を思い出した。英の手元から長年離れていた母の形見の指輪だ。あれがあったと英は寝台の横に手を伸ばす。

　すぐに見つけた金色の輪を、スノウに差し出した。スノウは「良いのか？」と嬉うれしそうに左手を貸してくれる。英も嬉しくなって、女性用だから恐おそらく小指にしか入らないだろうそれを、スノウの指に嵌はめこんだ。

「……？」

　スノウの小指に入れた指輪が、くるりと回る。余よ裕ゆうがある、と気づいて英は一度それをスノウの指から抜ぬいて、その手をまじまじと見た。

　スノウのそれは、女性用の指輪が余るような手だろうか。いや、節もしっかりした男性の手だ。

　首を傾げる。英は今度は指輪がおかしいのかと思い、その内側に目をやった。

「……えっ」

　太陽の光が反射して、英の目を一いつ瞬しゆんだけ眩くらませた。英はごしごしと目を擦こすってから、もう一度その内側に目を凝こらす。そして、小さく「うそだろ……」と掠かすれた声で呟いた。

「どうした、何があった」

　様子がおかしい英に、スノウが心配そうに声を掛かけた。英は、何と言っていいか分からず、ただ、一言スノウに告げた。

「……これ、母さんのじゃない。父親の、指輪だ……」

「何だと……？」

　スノウは、指輪を持ったまま放心したように寝台に座り込む英の肩かたを支えるようにして、その横に座った。覗き込んでくるスノウの前に、指輪の内側を見せる。まるで誰だれかに説明することで、自分で納なつ得とくしたいような気持ちだった。

「エス、トゥ、アールって……書いて、あるんだけど……エスは、たぶん母さんの、咲さく美みの頭かしら文も字じで……」

「もう一つの文字は、……英の、父親の名前か」

　スノウが英の手から指輪を受け取って眺めた。英は信じられず、空を見つめた。頭文字のその後に続く四桁けたは、おそらく英の生まれた西せい暦れきを表している。

　自分の、生まれ年に、母から父に贈おくられた指輪。

　英は喉のどの奥を震ふるわせた。

　思い出すのは、あの一瞬の両親との邂かい逅こうだ。

「……英の父上は、きちんと英と、英の母上を愛していらっしゃったのだな」

　スノウの言葉は、英の涙るい腺せんを崩ほう壊かいさせた。

　あのとき、顔も見えなかった男性が、英を見て、にっこり笑ったように感じた理由。そして、ゆっくり左手を掲かかげ、薬指を指したのは。




〝君に会えるのを、心から楽しみにしているよ〟




　そうして聞こえた、声なき声。

　あれが、英の願望からくる妄もう想そうだったとしても、いい。生まれることを望まれていたいと思った自分を慰めたいという幻げん想そうだったとしても。

　英は声を上げて、スノウの腕うでの中で泣いた。

　母がどんな理由があって、籍せきを入れぬまま父と別れ、どんな気持ちでその指輪を持って英と暮らしていたのかは分からない。

　でも時を超こえ、異世界で再会したその指輪に刻まれた文字には、確かにその時の二人の関係が示されていたのだ。英はそれが、魂たましいを揺ゆさぶられるほど嬉しかった。

「英。英……これは大切な指輪だ。ちゃんとしまっておけ」

　泣き続ける英の手のひらに、スノウがそう言って指輪を返してくれた。

　しかし英はしゃくりあげながら、スノウの手にそれを戻もどす。

「だ、大事だから……こうしたいんだ」

　そう言って、スノウの左手の薬指に静かにそれを進ませる。指輪は誂あつらえたようにぴたりと嵌まった。そうして指輪を眺めていると、また涙なみだが滲にじんでくる。　>>>♥

　スノウはその涙の浮うかぶ眦まなじりに口づけを落としてくれた。

「泣くな。……お前の泣く原因が、私でないのは、何となく嫌いやだ」

　その仕草と裏腹に、言われた言葉に含ふくまれた幼い独どく占せん欲よくを感じ、英は抱だきしめられた状態で噴ふき出した。

　英は泣き笑いながら、スノウの口づけに応こたえる。

　繰くり返している内に、それはだんだん深くなっていく。

　スノウの目が、英を求めているのを察すると、不思議と、それを受け入れようとしてか身体からだの内側が蕩とろけたようになっていった。

「明るいの、やだ……」

　素す肌はだに一枚羽織っただけだった布を、簡単に取り払われ、肌はだ寒ざむいような空気に触ふれた英は少しだけ震えた。スノウはその言葉を口づけで吸い取ってから、英を横たわらせる寝しん台だいの四方のカーテンを解ほどき、すべてを閉とざしてしまった。

　まるでそれは、親指姫が、現れた花びらの中に戻るようなそんな光景にも見えた。




　城内の庭には、一輪の青い花が静かに咲さいている。


ＥＮＤ










あとがき






　はじめまして、塩山オーロラと申します。お手に取っていただき、ありがとうございます。

　私事ですが、部屋の乾燥がひどいため、加湿器を購入しました。お値段お手て頃ごろなのに高性能で、とても良いものなのですが、ひとつ問題があります。カラーライトがついていて、それがちかちかと切り替かわるタイプなのです。赤、青、黄、緑、黄緑、紫むらさき、シルバー、ゴールド。

　就寝時にスリープタイマーをつけて消灯すると、真っ暗な室内に点滅する光のせいで、まるで部屋がクラブのようです。

　とても影響を受けやすいタイプなので加湿器初日の夜は、カラフルなレーザーライトが明滅するクラブのフロアで、担当さんに叱しかられる夢を見ました。

　翌日、ライトが消せることに気が付いたので、ライトなしのスリープタイマーを掛かけたところ、今度は加湿器の中で湧きたつ水音が気になりました。

　でもまぁ、これくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうと思って寝入ったところ、今度は、せせらぎの聞こえる河か川せん敷しきで担当さんに叱られる夢を見ました。

　担当さんに叱られたこと、一回もないのに……！

　たぶん自分の不ふ甲が斐いなさを、ひしひしと感じていた頃だったので、担当さんに対する申し訳なさの表れが夢に出たのだと思います。

　今回、審しん査さ員の皆みなさまのお計らいで読者賞をいただきました。審査に携たずさわっていただいた方には本当に感謝の気持ちばかりです。あらためて、ありがとうございました。

　同時に、あまり経験もないうちに、このような機会をいただき、自分でも恥はずかしさで顔を覆おおってしまうくらい拙つたないものを、お見せしてしまっている事態に、打ちひしがれています。

　そんな拙せつ著ちよのイラストを担当して下さった[image: ]さかき先生、ありがとうございます。気分的に、ぺちゃんこになっていたところ、[image: ]先生のイラストを拝見して「こんな素す敵てきなイラストがついている本になるんだ！　恥ずかしがってる場合じゃない！」と奮ふるい立ちました。

　[image: ]先生のイラストに背を押されるようにして、英えいとスノウとチコを連れ、カラフルなレーザービーム明滅するクラブフロアに躍おどり出た、そんな気分です。

　審査に関わって下さった皆さま、イラストを担当して下さった[image: ]先生。左右どころか、上も下も何も分からない私を叱り飛ばすことなく、丁てい寧ねいに面めん倒どう見てくださった担当様。販売に携わって下さる皆さま。お力添え、ありがとうございます。

　たくさんの方に支えられて形になったこの本を、手に取っていただけて本当に嬉うれしいです。贅ぜい沢たくな願いながら、どこか少しでも気に入っていただければ、それに勝る喜びはありません。

　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。


塩山オーロラ


















『狐王と花咲ける恋妻』

電子版特別ショートストーリー







「やっばい、全然わかんない。そもそも書き順ってあるのか、これ」

　王宮の中庭のテーブルで、英は分厚い本を広げて唸っていた。左手で本を支え、右手には羽根ペン、下に敷いた白紙にはミミズがのたくったような跡がある。

　英はそのミミズ跡と、参考にした本を見比べて大きくため息をついた。




　　　　◆




　文字を習得しなくてはいけない。

　英は奮闘していた。

　ことの起こりは、挨拶にやってきた三賢花衆のオジロから「この国の歴史が分かるので、王妃ならば目を通しておいたほうがいい」と古い本を差し出されたことに始まる。

　王妃、という言葉には据わりが悪かったものの、礼を言ってからその本を開き、さっそく一ページめからつまずいた。

　何故かといえば、そこに書かれていた文字が、まったく読めなかったからだ。

　もちろん英だって、日本語表記なんてぜいたくを言うつもりはなかった。今にして思えば、これもおかしかったかもしれないけど、「日本語じゃないだろうからアルファベット表記かな～」くらいに思っていたのだ。海外旅行をしたことのない英にとって、言語とは日常的に読み書きしている日本語と、中学高校の授業で触れた英語だけだ。

　しかし、そこにあったのは英の理解の及ばないものだった。アラビア語や、象形文字のような、言葉としてどこで文節が切れているのか、どこまでがひとつの単語なのか、すぐには判別できないような文字列が並んでいた。

　英の背中を冷や汗がつたう。

　初めてこの世界に足を踏み入れた時、当たり前のように言葉が通じたので深く考えなかったのだ。その後も文字を読んでいられるような状況ではなかったから、落ち着いた今になって、ようやく、その事実に気が付いたことになる。




「読み書きをおぼえたい？」

　その夜、部屋に戻ってきたスノウに勉強をさせてほしいと伝えた。スノウは銀色の耳を、ぴこっと一瞬だけ動かしてから、考え込むような仕草をした。

「たしかに、この国で生きていくなら今後必要になるだろうな……そうか」

　英の言語の問題は、オジロから借りた本が読めないだけでは済まなかった。

　昼間、英の部屋に遊びに来たチコが、読み聞かせをしてほしいと絵本を差し出してきた。文字が大きくて、分かりやすい子ども向けの本なら、もしかして少しくらい読めるかもしれない、と受け取ってはみたものの、やっぱり一文字も読めなくて、結局チコの方が英に読み聞かせてくれることになった。

　スノウに届けてほしいとブランから預かった書類を持って王宮内を歩いたときも、スノウがいるはずの部屋の扉に振られた番号が読めずに迷子になった。

　読み聞かせも、お使いもできないなんて、由々しき事態だ。

「文字の教科書とか、あったら貸してほしい」

　英の要望に、スノウは深く頷いた。

「そう、やはり教本は必要だな……」

「スノウ？」

　夜も遅いからと寝室に移動をしたスノウは英を自分の膝に落ち着かせて、ぬいぐるみのように抱き込んだ。

「いま、移民が増えていてるから教本の作成を提案されている」

　移民。英はその言葉を繰り返した。スノウは通じたのを確認してから続ける。

「そうだ。隣国から戦火を逃れてきた者たちだ。その者たちは、話し言葉は通じるが、読み書きは別の文字を使用していたので出来ないのだ。……今の英と同じだな」

　英はスノウの話をよく聞こうと、その肩口に顎を乗せる。

「読み書きが出来ないままでは生活は厳しい。移民たちへの学習支援は急務だ。……だがな、私たちの国では読み書きは、習うものではないのだ」

「えっ」

　英は弾かれたようにスノウの肩から顔を上げた。スノウは困り切った様子で眉を下げる。

「子どもの頃に、親や家族が読み聞かせなどでおぼえさせるのが普通で、体系化された言語学習の筋道が研究されてはいないのだ。……そのため、非常に困っている」

　どれだけネイティブスピーカーのみの国だったのかと英は疑問に思ったが、移民が急増した原因は隣国の戦争であって、緊急に対応せざるをえない状況のようだ。

「この国の読み書きは難しいのだ。同じ音を表す文字でも、前後の音で読み方が変わることもあるし。法則もあるようで無い」

　スノウが深いため息をつく。

「教本も急務だが、もっと緊急なのは欠けたままの三賢花衆の選出だ。クルペオの穴が空いたままにしておくことはできないし……」

　やることが多くて、目が回る。

　スノウはそう言って疲れた様子で、英の胸に顔を寄せてくる。疲れのせいか、いつもより荒れて見える銀色の髪を、英は撫でた。ぴこぴこ動く耳をくすぐるように触れると、もっとちゃんと撫でろという風にスノウが頭をぐりぐり寄せてくる。

　この甘えるような仕種は、最近スノウが寝室にいる時だけ見せるようになったもので、英はそれが可愛くてしょうがない。満足行くまで付き合おうと、大型犬を対応するときのようにわしわし撫でた。そうしたら今度は乱雑だと思われてしまったのか、とがめるように肩を甘嚙みされる。思わず笑い声が漏れた。どんな撫で方でもスノウが怒っていないのは、ぶんぶん勢いよく振られるしっぽが証明している。

　眠る前の戯れを楽しみつつ、英はふと気づいた。

「三賢花衆は、どうやって選ぶの？」

「三賢花衆は、規定があって、異なる身分や役職の代表者を兼ねている」

　スノウは目をつぶった状態で、英の手の成すがままにされている。

「老人、貴族、平民、文官、武官、というようにな。今はフェネクが貴族出身の武官なので、もう一人は平民出身の文官が望ましい」

　説明を受けて、なるほどと相槌をうつ。その間にも、スノウのまぶたが重くなってきた。もう眠いのだろう。英の胸に頭を預けてよりかかっているので、そのまま引き寄せる形でベッドに横たわると、スノウも抵抗せずに英の腕の中に潜り込む。

　普段、英を抱きしめて眠りたがるスノウが、この姿勢になるということは今日は相当疲れているらしい。英は、スノウの首から背中にかけて優しく撫でてやる。

「今、一人名前が挙がっているのは……スナと言ったか。この城内の下働きの面倒役をやっていて、独自に読み書きを指導しているそうだ」

　スノウの言葉がだんだんゆっくりになってくる。英はスノウの背中を撫でつつ、静かに相槌をうった。

「へぇ」

「私もまだ会ったことはないが……中々、効果がある指導らしい……もし、英も、習いに行って、分かりやすければ……」

　つぶやきは最後までは続かなかった。英の胸に顔を埋めて眠りに落ちたスノウの寝息を聞いているうちに、英も眠ってしまった。




　そんな事情があって、英は明日の夜に、そのスナという人と会うことになっている。

　増え続ける移民の学習モデルケースになれれば、スノウの悩み事を一つでも減らせるのではと励んでいたが、前評判通りのその難解さに、すでに気持ちはへこたれ気味だ。

「何で、ココ、この文字使うんだろう……さっきと同じ音のはずなんだけどなぁ」

　やはり独学では厳しいものがある。集中できず、手慰みに指で回していた羽ペンが弾みで床に落ちる。

「あっ、やっちゃった」

　拾おうと、かがんで手を伸ばした英の頭上に、初めて聞く声が降ってくる。

「あれ？　あなた、こんな時間に何してるの」

　顔を上げたが、一瞬逆光で、相手が誰だか分からなかった。英は目を眇めた。

　目の前にいたのは灰色の髪の少女だった。その手には、洗濯物だろうか、衣服が塊の状態でかごに入っている。

「あら、あなた耳がないの？」

　少女は首を傾げて英の様子を窺うが、手元を見てすぐに「言葉の勉強をしているなら、やっぱり移民仲間だよね」と気を取り直したように言った。

「今は洗濯の物手伝いの時間だって。勉強の時間はその後よ。洗い場に行こう」

　違うのだと言うより先に、灰色の髪をした少女は英の手を取って歩き出してしまった。

　英は歩きながら考える。

　おそらくこの子は移民の子で、英のことを下働きの人間だと誤解しているのだと想像できたが、自分よりも小さい少女の手を振りほどくことが憚られ、とりあえずその背中についていくことにした。書き散らかした紙や、参考にしていた本を机の上にそのままにしてしまったが、後で謝っておこう。

　少女は英の部屋のあるフロアから階段を使って下りていく。

　赤い絨毯が敷かれ、壁にはレリーフが施されている見慣れた廊下が、どんどんシンプルに実用的なものになっていくのを英は物珍しく眺めた。スノウと一緒にいるときには見られないものだ。

　導かれるままに歩いていき、見知らぬ場所に辿り着いた。

　そこは、むっとするような湿気が立ち込める、タイル張りの大きな空間だった。一段下がった場所に、銭湯のような大きな浴槽があり、回収されてきた衣服が揉み洗いされている。

　そこのリーダー格と思われる女性は、英をしげしげと見つめ、「誰だい、その坊や。みない顔だね」と言った。英も、彼女の顔は見たことがなかった。

「新人が入るなんて聞いてなかったけど、まぁいいわ。手は多い方がいいから」

　まず洗い場に洗濯物を入れるのから始めてちょうだいと言われる。

　英は様子を見て、区切りの良いところで抜けようと思っていたが、「人手はいくらあってもいい」と言われると、無性に働きたくなってしまった。戻っても、憂鬱な文字の勉強が待っていると思うと、身体を動かしてスッキリしてからの方がいいとも思えた。見たところ、洗い場には女性の方が多い。洗濯は重労働だから、男手として役に立てるだろう。

　英は腕まくりをして、少女の後に続いた。




　　　　◆




「坊や、洗濯やるの慣れてるねぇ。細っこい見た目して、さっきも特大の洗濯かご一人で持ってたし。やるじゃない」

　リーダー格の女性にそう褒められ、英はへへっとはにかんで「家に弟妹がたくさんいたんだ。小さい子いると、洗濯物ってたくさん出るよね」と言った。菫に雰囲気が似た彼女に褒められるのは素直に嬉しかった。

　英が割り振られたのは、水に濡れた洗濯物を広げ、石鹼をつけて汚れがひどいところを擦る係だ。本当は別の場所に行くはずだったが、手荒れを気にする女性がいたので快く代わった。

　リーダー格の女性はその一言から英を気に入ってくれたらしく、親切に面倒を見てくれる。

　先ほど英をここに連れてきた灰色の髪の少女は、英たちのところに洗濯物を運んでくる係だ。英の身長の半分ほどしかない小さな身体で、埋まってしまいそうな大きなかごを持って歩いてくるので、どうしても気になってしまう。

「これ、特急だって。洗ったらすぐ次のところに持っていってほしいの」

　手にしているのは特別な服なのか、少女はそう言いながら急いだ様子でこちらに駆けてくる。少し危なっかしいと思い、英は言った。

「分かったよ。あ、足元気を付けて。小さい洗濯かごあるから、避けてね」

　茜園の弟妹たちも、よくお手伝いをしてくれたが、こういうときには転倒事故が起きやすい。英の良くない予想の通り、灰色の髪の少女は足元のかごを避けることが出来ず、足をひっかけて抱えていた洗濯物を投げ出してしまった。英も助けようと手を出したが間に合わない。

「大丈夫？」

　ばさばさと床に広がる衣服の中から少女を掘り出す。ぷるぷると顔を振る仕草は何とも愛らしかった。

「あ……落としちゃった」

　少女は自分の周りに広がる衣服を見て青ざめる。

「そんなの大丈夫だよ。これから洗うやつだし。それよりケガはない？」

　洗濯ものは確かに床には落ちてしまったが、タイル張りの床だ。泥にまみれる訳でもないし、何よりこれから洗うのだ。今落としたところで問題はないだろう。

　英はその手を引き、立たせて擦り傷などがないかを確認するが、服が濡れてしまっただけですんだようだ。英のすぐ横で様子を見ていたリーダーも、ケガが無かったことにホッとしたように言う。

「良かった。その子に何かあったら、博士が悲しむから」

「……博士？」

　英は少女と床に落ちてしまった衣服を拾い集めて、洗い場に投げ入れる。その間に呟かれた慣れない言葉に聞き返すと、リーダーも説明が必要なことに気付いたのか補足してくれた。

「博士よ、知らない？　同じ移民で、ガニスっていう私たちの先生よ。とても博識なの。読み書きを教えてくれているわ」

　おや？　ガニス？

　読み書きを教えているのはスナという人ではないのか。

　英は疑問に思ったが、リーダーの表情が険しかったので「すごい人なんだね。オレも教えてほしい」とだけ言って、成り行きを見守った。女性たちは口々に博士を褒め始める。教え方がうまい、いろんなことに気が付く、頼りがいがある。英は注意深くその話を聞いていた。

　ふいに「博士は、たしかにすごい人なんだけど……足が悪くて、自己主張があまり上手じゃないのよね」と誰かが言う。

　その言葉に、リーダーをはじめとした周囲が一斉に同調する。英が、その一体感に驚いている間にも話は進む。

「だから博士が言わないのをいいことに、功績横取りして、三賢花衆の後釜を狙うやつが出てくるのよね」

「ほんと、誰かちゃんと見て推薦して、って思うのに」

「博士の手柄は自分のですって言ってる人、何だっけ名前……」

　いやな予感がした。スノウから昨夜聞いたばかりの名前を祈るように口に出す。

「スナ？」

「そう、そいつ！　すっごい感じ悪いのよ！」

　なんということだ。英は頭を抱えたくなった。

　スノウが言ってた三賢花衆候補が、こんなにも下の人間に嫌われているなんて。

「ど、どういう人なの？」

　その場の空気が重くなる。幾人かがうつむいたのが気になった。

「坊やは、スナの名前は知っているのに、会ったことがないのね。この城に雇い入れられたときスナと会ってないの？」

「珍しいわね。あいつが全部決めてると思ってた」

　先ほど英が助けてあげた小さな女の子が英の手に触れる。

「会わないままの方が、いいわよ」

　そりゃ英だって、嫌な相手に喜んで会いたい訳ではないが、スノウと仕事をすることになるかもしれない相手のことだし、少なくともスノウの耳に、この悪評が届いていないのは問題があるように思えた。

　英は言葉を慎重に選びつつ、話を続けようとした。

　ちょうどそのとき、洗濯場の明り取り用の大きな窓から、ブランが中庭を挟んで反対側の廊下を焦ったように駆けていくのが見えた。

　良いタイミングだ。スノウを呼んでもらって、話を聞いてもらおう。呼びかけようとした英の腕を、女性たちが引いた。

「洗濯物は終わったから、ひとまず私らの部屋に戻ろう。なんか、あっちの方に衛兵の姿も見えるし。何かあったみたいね」

　言われた方を眺めると、ブランが走って行った廊下の先で、確かに剣を持った兵士たちが足早に行き交っている。いつもの見回りと違って人数が多く、ものものしい空気だ。

　何かあったのだろうか。スノウやチコは大丈夫だろうか。

　戻った方がいいだろうかとも思ったが、スナという人物の話がどうしても気になったので、英は彼女たちの部屋に促されるままにシンプルな木の扉から入室する。部屋は余計な装飾の一切ないしつらえで、広さがあった。

「博士、ただいま。新しい人も増えたから紹介するね」

　リーダーの女性が声を掛けたのをきっかけに、窓際にあるイスに座っていた男性が顔を上げてこちらを見た。少女と同じ灰色の髪をしているが、その眼光は鋭く、腰掛けているイスには杖がかけてあった。この人が、例の博士か。

「あ、……初めまして」

　どうしよう。何から話せばいいんだろう。会釈をしてから立ち尽くす英に向かって、博士っが手招きをする。これがいつも通りの流れなのか、リーダーや他の人たちは英と博士を置いて、めいめい寛ぎだしていた。

　英が近くに行くと、博士は顔を近づけてお互いだけしか聞こえない声で言った。

「坊主、何者だ」

「えっ」

　英は驚いて声を上げてしまったが、騒ぎにするのはマズいと慌てて手で押さえる。英の服の袖口を、博士は摑んで自分の方へ引いた。

「……質素な服のように見えるが、素材は布ふ絹きぬ花ばなを使った高級品だな。耳も、しっぽもない移民がこんなもの着られるか」

　その低い声と、内容に英は目を剝く。そんなことは知らなかった。驚きで二の句が告げられずにいる英を後目に、博士は他の人に知らせるように声を上げる。

「ふん、その様子は当たりか。おおかたスナの奴のスパイなんだろうが、詰めが甘いな」

　その言葉に、部屋にいた人たちが一斉にこちらを向く。先ほどまで好意的だった視線が一転して突き刺さるようなものになったのを肌で感じた。否定しようと首を振ったが、リーダーの女性が険しい顔で近づいてくる方が早かった。

「だましたの？」

　彼女は、そう言うなり英の手を摑んだ。その力は強く、英も踏ん張り切れずによろめいて、床に膝をついてしまう。

　転んだ英を心配してか灰色の髪の少女が、近づいて来ようとしたが、それを博士がいけないと呼び止める。「でも、この人は私が洗濯物を落としたとき手伝ってくれたのよ。悪い人じゃないわ」と、少女は必死に弁解してくれるが、湿気を帯びたざわめきは広がっていく。

　先ほどまで微笑みかけてくれていた人たちが、疑うようなまなざしで英を見る。英は、自分のことを正直に話すべきか迷った。少なくとも敵意がないことは分かってもらいたいと思ったが、この場の張りつめた空気は、間違えると膨らんだ風船が弾けるような危険性をはらんでいるようにも思えた。英は言葉を探して、つばを飲み込んだ。

　なんだか廊下の外の騒ぎも、どんどん大きくなっているようだ。壁向こうで話している内容は聞こえないけれど、何か大人数でやり取りしているような声がする。

　突然ノックもなしに扉が開いた。顔をのぞかせたのは、神経質そうに眉をひそめた小柄な男性だ。忙しなく扉を閉じて、周囲を睨みつけるようにしてきょろきょろと見回す。

　博士が鼻で嗤って英に言う。

「……飼い主がきたぞ」

　その言葉で、英は入室してきた男がスナだと知る。室内に緊張が走った。

「私の服を、さきほど洗濯場で落とした者。すぐに出て参れ」

　そのスナの言葉に灰色の髪の少女が、びくっと身を震わせた。

　男はそれだけで、彼女だと分かったらしい。眉を吊り上げて近づいてくる。

　少女の怯え方と、男の雰囲気。合わせて考えると、良くない予感がした。

　博士も英と同じように感じたのだろう。立ち上がり、娘を庇おうとするが杖をつきそこねたらしく出遅れた。その間にも、スナが少女の前に辿り着いてしまう。少女の顔が一層青ざめて見えた。

　英は、慌てて割って入る。

　ここで、スナが落としたことを怒っているのは、例の特急の服だろう。きっとスナは、それを洗って乾かした後に落としたと勘違いしたのだろう。もしくは、間違った報告が上がってしまったのか。

　そうではないと誤解を解こうと、英は少女の代わりに言った。

「確かに落としちゃったけど、洗濯する前だよ。その後、ちゃんと洗ったんだから、大丈夫だよ」

「洗濯前だろうと後だろうと、罪が軽くなるわけではない」

　英の言葉をスナは、ぴしゃっと叩き落とした。わなわな震える手を英につきつけて怒鳴るように言う。

「あれは明日の夜、王妃様に御目通りする際に使用する服だったのだ。一片の手落ちも王妃様への不敬となる。その小娘がしたことは重罪である」

　その言葉に対して「はぁ？」と英は気の抜けた返事をしてしまった。

　服は服で、それを着て会う相手が偉いも偉くないも関係ない。壊してしまったり汚れが落ちなかったならまだしも、ただ洗濯前に床に触れさせてしまっただけだ。それが不敬になどあたるはずもない。

　横柄に「どけ」と言われたが、まるで従う気になれず首を振った。

「オレ、そんなこと気にしない」

　早々に話してしまおう。英はそう思って口を開こうとした。しかし英の次の言葉を聞くことなく、スナは言った。

「お前のような、みすぼらしい身なりの小僧がどう思うかなど、この私の知ったことではない」

　そのみすぼらしい身なりの小僧に会うための服のことで、必死になっているのは誰だ。英は憤慨して、負けじと胸を張った。見守る女性たちの前で、言い合いになる。

「みない顔だが、誰に逆らっているのか分かっていないのか」

「うん。分かってないし、興味もないし、引き下がるつもりもない」

「なんだと。口の利き方をそこにいる博士とかいう奴から教わらなかったのか、小僧。三賢花衆の私に対して無礼だぞ」

「三賢花衆候補ってだけで、まだなってないだろ」

　気色ばんでいくスナと、引く様子を見せない英に、周りの女性たちが怯えたような声を出す。それと同時に、英の耳には、部屋の壁一枚むこうの廊下で、衛兵たちが何かを必死に走り回っているのがずっと聞こえている。

　この部屋の女性たちも、あの衛兵たちも、みんなやることを懸命にやっているのに、こんな筋の通らないことで文句を言われる筋合いはない。憤りは熱いマグマのような怒りへと、英の中で変化をしていく。

　そして英の堪忍袋の緒を切ったのは、スナのこの言葉だった。

「国王陛下も同じ意見だぞ。国に逆らうのか」

　言葉にならない怒りとはこういうものか、と英は逆に冷静になった。スノウとは会ったことがないはずなのに、ここで引き合いに出してくるのは許せない。根も葉もないそんな話を聞いた人たちが、スノウをひどい奴だと誤解したらどうしてくれるのだ。

　英は自分の中で荒れ狂った感情のまま、口を開く。

「洗濯前の服を落としたくらいでスノウがそんなこと言うもんか。人の権威を笠に着んなよ！」

「小僧っ！　黙って聞いていればっ！」

　スナが英に向かって手を挙げた。女性たちの悲鳴が上がり、英の後ろで博士が「やめろ！」と叫んだ。英は避けたら負けだと、両足に力を入れ、衝撃に身構える。

　しかし同じタイミングで、英たちがいる部屋の扉が叩かれる。返事をする前に、「中を調べさせてもらう！」と声が聞こえ、衛兵がなだれ込むように入ってきて、狭い室内に人が溢れた。

　唐突なことに英もスナも、女性たちもみんなその場で固まる。

　すぐには気が付かなかったが、入室してきた衛兵たちの中に三賢花衆のフェネクがいたらしく、英を目にして安堵したように「英様……！　いらっしゃった！　誰か陛下にお伝えしろ！」と声を上げた。

　しかし次の瞬間には、英が叩かれそうになっている現状を認め、フェネクは眉をつり上げる。

「その方に何をしている貴様！　取り押さえろ！」

　その言葉に、衛兵たちがスナを取り囲み、肩を摑んで床に伏せさせる。また女性たちの悲鳴が上がった。

「フェネク殿!?」

　スナは、てっきり英が取り押さえられると思っていたようで「何故私なのだ！　相手が違うだろう！」と叫んだ。

　怒鳴り声が幾重にも重なる。聞いていて胸が悪くなりそうなスナの言葉を、フェネクが注意しようと口を開いた途端、開けっ放しだった扉がさらに大きく開いた。

　飛び込むように中に入ってきた男に、衛兵が機敏に頭を垂れる。下働き女性たちも「あっ」と声を上げて一緒に床に顔を伏せた。

　英だけが立ったまま、見慣れた銀色の姿を迎える。

　背後にかばった少女に、英も頭を下げるように促されたが、それより先に掬い上げられるようにして抱きしめられ、気が付けばスノウの腕の中だ。

「英！」

　青い目が、心配そうに英のあちこちを検分する。

「どこにも怪我はないか。何の前触れもなく姿が見えなくなって、本と勉強中の紙だけが残っているから、誰かに誘拐されたのではないかと思ったぞ！」

　部屋の女性たちが、小さく息を吞んだのが分かった。

　英は慌てて首を振る。この人たちの罪にされてはかなわないと思ったからだ。

　たしかにここにきた経緯は誘拐されたようなものだが、相手は小さい女の子。ましてや誤解をとくこともせず、ついていくことを選んだのは英で、その後、自分のことも言わずにいた。彼女たちに非はない。

「ごめん。言っておかなくちゃって思ったんだけど、タイミングがさ」

　腕の中で背伸びをしてスノウの首にかじりつくと、いつものように抱き上げてもらえる。人前ではあったが、慣れたポジションに落ち着いた。それを待ってスノウは、水を打ったように静まり返った部屋を見回してから言った。

「妻を連れて部屋に戻る。……みな、騒動にして悪かったな」

　英もスノウの腕の中で神妙に頭を下げた。こんな大騒ぎにするつもりは毛頭なかったので小さくなる。

　出口に向かう途中、先ほどのスナが英の視界に入った。英の怒りはスノウの登場でほとんど消えていたが、一つだけこの場で訂正しておきたいことがある。英はそのことを思い出し、スノウの肩を軽く叩いて声をかけた。

「スノウ、オレさっき洗濯前のスノウの服、床に落としちゃったんだけど」

　スノウが耳をぴこっと動かしてから、英の発言の意図を図りかねている様子で眉を顰めた。

「それがどうした。床に落ちることくらいあるだろう」

　だよね、と相槌をうってから何気ないしぐさでスナを見ると、真っ青を越えて蒼白と呼ぶレベルの顔色で震え上がっているのが分かった。これ以上の告げ口をしようとは思わないけど、釘を刺しておきたかった。英は首を振る。

「なんでもないよ」

　そうは言っても、理由が気になるのだろう。スノウの青い目は、英が見た方を追って、その先にいる男を見る。そこには顔を床に埋めて、小さく丸まったスナがいた。

　スノウは何かを察したように見てくるが、なんでもないと首を振るだけでそれ以上の追及は拒否する。英の様子にスノウは苦笑して、歩き出した。

　出口の扉に差し掛かったタイミングで、「あっ」と英は再び声を上げた。今度は何だ、という顔をするスノウの肩から身を乗り出した。室内で膝をついたままの面々の中にいるはずの、ある人間を探す。

　視線の先にいるのは、杖を持った灰色の髪の男だ。

「博士、また近いうちに会いに行くから！」

　驚いた顔をしたままの男に笑顔で手を振る。英以外の全員が驚愕の表情になる中、扉が静かに閉じられた。




　部屋に戻ると、すぐにブランが飛んできて、「心配したんですよ！」とお叱りを受ける。そういえば、ブランが廊下を走ってるのを見た、と吞気に言うと「何でその時に一言声を掛けてくださらないんですかっ」と二つ目の雷をもらう。

　ぷりぷり怒ったブランは、何かをスノウに手渡してから退出していった。

「英、ここにおいで」

　静かになった部屋で、スノウの声が響く。英は促された通りベッドに座ったスノウの腕の中に落ち着いた。静かなところで抱きしめられて初めて英はスノウが小刻みに震えていることに気が付いた。

「もう、私の目の届かないところに行かないでくれ。……見つかるまでのあいだ何も手につかなくて、おかしくなるかと思った」

「……ごめん」

　こんなにも心配をかけてしまうなんて。何度も連絡できるチャンスはあったのに。英は自分の判断の甘さを悔いて、謝罪の言葉を重ねた。スノウはぎゅっと英を抱きしめる。

「構わない。私の目の届く範囲で、無事でいる限りは何も言わん」

　スノウはそう言ってから、言葉を切る。

「何も言わん代わりに、これを身に着けてくれ」

　これ？　首を傾げる英の手のひらに、何かが渡された。さっきブランがスノウに渡していたものだろうか。手を広げて見ると、それは青いガラスの石のようなものに見えた。

「きれい」

　反射的に英は、そう言う。石はスノウの瞳の色に似ていた。差し込む光の加減で、きらきらと様々な角度で光を放っている。スノウも同じように英の手のひらを覗き込んだ。

「……英は、妃らしい恰好はしたくないのだろう？」

「うん……？」

　妃らしいというよりも派手な服が嫌だ。出来るだけ目立ちたくないと思う気持ちは消えることはない。けど、それとこの石の関係はなんだ？　英は首を傾げて話の続きを待つ。

「私も英に無理強いはしたくない。しかし、また下働きに間違えられて、私の目の届かないところにたびたび連れて行かれるのも困る。次に同じことが起きたら、今度は私の政務放棄だけでは済まないぞ」

　理由が何であれ、犯人に手をかけるかもしれない。スノウがしれっと言うので英は飛び上がった。

「何言ってるんだよ！」

　食って掛かると、スノウが英の手のひらに自分の手を重ねて言う。

「だから、これを身につけろ。望む形に加工してやるから。何がいい、首輪か？　耳飾りか？」

　そこまで聞いて、英は「なるほど。鑑札代わりか」と納得した。服装を変えなくていいなら前向きに受け止めようと、スノウの提案の二つについて考えてみた。ネックレスかイヤリングか。どちらも英の常識では女性の装身具だ。少々抵抗がある。男性の英の抵抗が少なくて、邪魔にならないものが良い。

　英は手を広げ、左手の薬指にある祝寿花の跡を見た。これならば、と口を開く。

「……じゃあ、指輪で」

「だめだ」

「えっ」

　しかしそれは即座に却下され、英は目を白黒させた。

「なんで、指輪じゃだめなの……」

　スノウは戸惑う英の手から、青い石をつまみ上げた。青い目が同じように青い石を見つめる姿は何だか絵画的で、英は思わず見惚れてしまう。

「指輪では、英が自分で外せてしまうだろう」

　しかし見惚れていたせいで、スノウの発言の意図が頭に浸透するまでに時間が掛かった。

「え……」

「首輪も、耳飾りも、私しか外せないよう細工をする予定だ」

「えー……」

　そこまで言って、スノウは手にしていた青い石をベッドサイドの小箱にしまった。

「言っていなかったな。これが出来上がるまで、この部屋からの外出は許可しない」

「えっ!?」

　先ほどから自分が「え」しか言えていないことに気付いたが、他に適切な言葉を探しているうちにスノウが「もう終わりだ」と会話を切り上げ、ベッドに英を組み敷いた。見慣れた天井と、スノウの青い目を見ながら英は「ちょっ、ちょっと待って」ともがいた。

「英……」

　耳元に落とされたスノウの声は、英の腰を砕けさせるには十分だった。ずるい。それに英が弱いの、知ってるくせに。英は自分の中の抵抗したい気持ちがホロホロと崩れていくのを他人事のように眺め、天蓋のカーテンが閉まる頃には溶けてなくなりそうな甘い声を上げるので精一杯だった。




　　　　◆




　それから一月後、新しい三賢花衆の就任を祝う式典が行われた。

　祝いの場には新たに三賢花衆になった灰色の髪の男と、青い石のネックレスを身につけた王妃が、国王と共に立っていた。


ＥＮＤ
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